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府　　　　　　　●ＡＭＤＡ支部所在地

○インド連邦カルナタカ州無医村

　　地区巡回診療プロジェクト1988年

＠ネパール王国ビスヌ村地域保健医

　　療プロジェクト※巡回診療のみ継続中
　　　　　　　　　　　　　　　1991年
＠在日外国人医療プロジェクト※

　　（東京･大阪）

　1991年4月17日にAMDA国際医療情報センターを

設立｡93年5月より（財）東京都健康推進財団の外

国人医療関連事業の委

託もうける。在日外国

人を初めとする関係者

からの医療に関する電

話相談、受け入れ医療

機関の紹介などを実

施。

○

＠

クルド湾岸戦争被災民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1991年ピナツボ火山噴火被災民救援

医療プロジェクト 1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援

医療プロジェクト
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●
●
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1992年
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アジア多国籍医師団 ●

1993年5月22日に創設。アジアの自然災害や：
●　　｀´･´゛・･//J--ﾄ-1¶~4zlVS6Q/ f / ’/k,Ji･1･ﾉゝiｺ｀　●
・難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か●

゜ら（15ケ国）から構成されたAMDAの緊急救援
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医療部門である。
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●バングラデシュ・ミャンマー

　　難民緊急医療プロジェクト1991年

＠ネパール国内ブータン難民

　　緊急医療プロジェクト※

　1992年５月よりネ

パール支部により活動

開始。現在難民と地元

ネパール人民双方を診

療する第二次医療セン

ターとしてその地の基

幹医療機関の役割を果

たしている。

＠カンボジア地域医療プロジェクト※

　1992年より、プノ

ム・スロイ群病院の支

援を開始。近辺の村を

予防接種、蚊帳の無料

配布プロジェクトを実

施。

●　カンボジア精神保健プロジェクト※

　　　　　　　　　　　　　　　　　199n
●　ソマリア難民緊急援助医療プロジェク ﾄ※

　1993年１月よりケニ

ア、ジプチ、ソマリア

本国難民救援医療活動

を「アジア多国籍医師

団」として開始。

１
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＠　ネパール・バングラデシュ大洪水

　　被災民緊急救援医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1993年

●　インド西部大震災民緊急救援

　　　リハビリテーションプロジェクト※

　1993年10月よりイ

ンド支部との合同プロ

ジェクト。マハラシュ

トラ州ソラプール地震

被災地区でリハビリ

テーションクリニック

!●　プロジェクトを展開。

●モザンビーク帰還避難民

　　プロジェクト※
　1994年２月よりモザ

ンビーク南部カザ州に

おいて緊急医療活動を

開始。

●　タンコット村眼科医療＆母子保健

　　プロジェクト※

　　　　1992年よりカトマン

　　　ズ近郊のタンコット村●　

で眼科検診・診療と母

　　　子保健を中心に据えた

　　　総合地域保健プロジェ

　　　クト開始。

●　旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　　ＮＧＯグループ援助プロジェクト※

　1994年6月より日本緊急救援NGOグループ(JEN)

の活動として、クロア

チア、セルビアにおい

て、緊急医療、生活改

善指導、職業訓練、教

育、物資援助などの多

方面にわたる援助を行

う。

●ルワンダ難民緊急救援プロジェクト※

　1994年８月より、ゴ

マ難民キャンプで、ル

ワンダ難民を対象に緊

急救援プロジェクトを

開始。現在は、ブカブ

で難民ニーズの医療活

動を展開。

撮影　山本将文氏

＠ルワンダ国内病院再建プロジェクト※

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

＠阪神大震災緊急救援プロジェクト

　1995年1月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

＠　チェチェン難民救援プロジェクト※

　１９９５年４月より

（JENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

●　サハリン震災緊急救援プロジェクト※

　1995年５月ロシア・

サハリン州地震被害者

に対する救援活動を実

施。
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[理念]

[沿革]

[現状]

BetterMedicine forBetterFuture

1979年タイ国にあるカオイダン難民キャンプにかけつけ

た一名の医師と２名の医学生活動から始まる。

アジアの参加国は15ヶ国。会員数は日本約700名。海

外約200名。世界各地で種々のプロジェクト、フォーラ

ムを実施中。

[入会方法]

　　　　　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入して下さい。

・医師会員

・一般会員

・学生会員

・法人会員

・賛助会員

15,000円

7,500円

5,000円

30,000円

2,000円（個人に限る）

ただし、会計年度は４月～翌年３月です。入会の月より会報を送付

します。賛助の会員には「ＡＭＤＡ便り」をお送り致します。

　　　　　振込先：　郵便振替口座

　　　　　　　　　　・口座名義　　アジア医師連絡協議会

　　　　　　　　　　・口座番号　　01250-2-40709



‘●

●

●代　表

　副代表

　　　　　　役員（AMDA日本支部）

菅波　茂（菅波内科医院）
小林米幸（小林国際クリニック）

高橋　央（長崎大学熱帯医学研究所）

●プロジェクト実行委員長

　サハリン震災プロジェクト委員長

　ルワンダプロジェクト委員長

　旧ユーゴスラビアプロジェクト委員長

　モザンビークプロジェクト委員長

　ソマリアプロジェクト委員長

　カンボジアプロジェクト委員長

　ネパールプロジェクト委員長

　インドプロジェクト委員長

●72時間ネットワーク担当

中西　泉

三宅和久

大脇甲哉

高橋　央

山本秀樹

山本秀樹

桑山紀彦

　　中西　泉(町谷原病院)

(町谷原病院)

(菅波内科医院)

(愛知国際病院)

(長崎大学熱帯医学研究所)

(岡山大学公衆衛生学教室)

(岡山大学公衆衛生学教室)

(山形大学精神科)

山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

三宅和久　（菅波内科医院）

鎌田裕十朗（かまた病院）

●事務局長　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

　事務局次長　津曲兼司（菅波内科医院）

●本部

　〒701-12岡山市楢津310-I TEL 086-284-7730　FAX 086-284-6758

●東京オフィス

　〒141　東京都品川区東五反田1-10-7　アイオス五反田506

　TEL 03-3440-9073 FAX 03-3440-9087

　代表　　　　　中西　泉

　所長　　　　　友貞多津子

　事務局長　　　夏目洋子

［AMDA国際医療情報センター］

●AMDA国際医療情報センター東京

　〒160　東京都新宿区歌舞伎町2-44-1ハイジア

　TEL 03-5285-8086,8088,8089　FAX 03-5285-8087

●AMDA国際医療情報センター関西

　〒556　大阪市浪速区難波中3-7-2　新難波ビル704

　TEL 03-636-2333,2334　　　　　FAX 06-636-2340

●五反田オフィス

　〒141　東京都品川区東五反田1-10-フ　アイオス五反田506

●所長　　　　　　　　小林米幸（小林国際クリニック）

　副所長　　　　　　　　中西　泉（町谷原病院）

　センター関西代表　　宮地尚子（近畿大学衛生学教室）

　　　　　　副代表　　福川　隆（福川内科クリニック）

　事務局長　　　　　　　香取美恵子
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　　　　　　今なぜＮＧＯなのか

　　　　　　　サハリン大震災救援活動について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂

リ９５年５月２７日午後１０時。サハリン大地震発生。マグニチュード７．５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡､--､-､.w～り　ー／’-／＝　・ｌ．りＯＵの数字がすべてを伝えていた。 ＡＭＤＡの行動開始は２８日正午であった。２８日は日曜

日であり公の情報収集のための行動は不可能であった。２８日の行動目標は「医療チー

ム」派遣の可能性にしぼりこんだ。午後８時ごろより徐々に医療チーム派遺すべしの気

運が高まった｡岡山県航空協会との連絡で航空機チャーターの確保の可能性が出てきた。

医療チームのメンバー構成も鎌田、三宅、早川医師と内定。いずれも緊急救援医療活動

経験者たちだ。２８日深夜に「ＡＭＤＡとしての医療チーム派遣決定」を報道関係者に

ファックス配信を開始した。

２９日は医療チーム派遣のための長い1日となった｡サハリンはロシア領である

W.■●●　　--　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　一一。、　・－～－ｆＺ肌ゝSり･●jO 1- ’ﾉの発給とユジノサハリンスク空港着陸許可が不可欠であった。ビザがなければ不法入国

になりその身柄を拘束される。事前に着陸許可を受けてなければ領空侵犯となり、ロシ

ア空軍戦闘機の迎撃という事態になりかねなかった。多数の方々の善意と協力によりビ

ザはロシア領事館の特別の好意で発給寸前までいった。そして偶然にも３０日における

ユジノサハリンスク空港への空港利用受入許可を得ているオホーツク航空の協力を得る

ことができた｡更に有難いことに日本船舶振興会と立正佼成会より「７２時間ネットワー

ク」の参加を前提に多額の支援が即決された。大量の緊急医薬品、物資そして第二次医

療チーム派遣のために大型のアエロフロート機のチャーターで６月２日に岡山空港から

輸送することを決定。それと共に阪神大震災地元NGO救援連絡会議代表者草地氏と「阪

神大地震被災者からの思いやりの心と支援」を届けるために協力しあうことも決定した。

　八八　－か　t●　　－　｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡　　　・wﾐ●W－■㎜W　　30日午前１０時。正式のピザ発給なしで稚内空港を出発。午後５時に無事ユジノサ

ハリンスク空港着陸。救援医療活動に入った。サハリン州政府およびサハリン中央病院

●　－J_●-・~-゛ミ　　ー　・　㎜
との良好な関係にくわえてサハリン協会など民間団体の協力により円滑に進んだのはな

によりも幸運であった。

６月２日午後２時４５分。岡山空港よりアエロフロート航空のジェット旅客機が轟音と
●　｡1　●_･-　　一一　　　　皿　－
ともにサハリンに向かって飛び立った。感動的な一瞬であった。日本のNGOが緊急救援

活動に大型航空機を飛ばした歴史的なページが開かれた。

　６月２２日には阪神大震災地元ＮＧＯ救援連絡会議、ADRA、日本内航海運組合総連合

会そして毎日新聞社の協力の元に７０トンの救援物資を積んで「希望丸」が川崎港から

サハリンのコルサコフ港に向けて出航した。

　以上がサハリン大震災救援活動の概略である。キーワードは「スピード」と「思いや

り」であった。多くの地方自治体、民間団体、個人の方々の協力なくして考えられない

プロジェクトであった。この紙面を借りて改めて感謝を申し上げたい。

それとともに阪神大震災の時に海外からよせられた暖かい支援にロシアからの援助が

　t　　・～-　　･J　～
あった。今回この援助にこたえることができて本当によかったと思っている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－｡-~･－--･y　ミ●WW･Q･･/ゝ●'゛●10多くの方々が阪神大震災とサハリン大震災の悲惨さを同時にイメージされていることを

感じた。両震災の被災者の方々の復興に向けての長い道のりをがんばっていかれること

を心から祈りたい。

６　国際医療協力vol.18
N0.6 1995
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-　毎　日　新　聞　-　　　　１９９５年（平成７年）６月５日（月曜日）
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。
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1●

（
岡
山
支
局
長
中
島
耕
治
）
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■サハリン震災緊急救援医療活動報告

●　・

●　１

ロシア共和国サハリン州

　　　ＡＭＤＡサハリン北部地震緊急救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療チーム第一陣に参加して

　　　　　　　　AMDAJapan:市立札幌病院救命救急センター　早川達也

はじめに:

　1995年５月28日１時03分（日本時間27日22時03分）Russia共和国Sakhalin州北部の

Neftegorsk（人口約3000人）近郊でM7.6の大地震が発生した。被害状況は６月４日現在

で生存が確認された者1036名、死亡が確認された者1160名、行方不明者約800名となっ

ている。尚、瓦棟の下から救出された者の総数は1566名、このうち生存者は406名であっ

た。生存者は6月３日以降発見されていない。また80世帯入りのアパート17棟が全壊し、

商店、学校といった建物の被害が甚大である。

　アジア医師連絡協議会日本支部（AMDAJapn）は、28日現地に医療チームの派遣を決

定し、翌29日医療チーム第一陣3名が岡山空港から小型チャーター機で出発した。 30日

には救援物資の調達、募金活動を開始し、また６月２日には医療チーム第二陣8名が救援

物資13tとともに岡山空港からチャーター機で出発した。尚、医療チーム第一陣は６月５

日に帰国した。救援物資は緊急医療物資として医薬品、透析関連物資を、一般救援物資

として毛布、衣料品、カイロ、ストーブ、コンロ、食料品を用意した。

　今回医療チーム第一陣として参加する機会を得たので報告する。

医療チーム第一陣構成：

　鎌田裕十朗:AMDAJapan医師、三宅和久：同左、早川達也：同左

派遣期間:

　1995年５月29日-6月５日

活動内容：

　被災地Nefllgorsk、Ohaにおける医療ニーズ調査及び救援物資搬入

　Yuzhno-Sakhalinsk州立中央病院支援

　医療チーム第二陣受け入れ及び引き継ぎ

活動開始まで：

　５月29日函館に三宅医師が岡山から緊急医療物資とともにチャーター機で、鎌田医師

が東京から、早川が札幌からそれぞれ集合し、チームの編成を行なった。29日はYuzhno-

Sakhalinskの着陸許可が下りず､結局飛行機のチャーター先であるオホーツク航空の基地

のある女満別に向うこととなった。尚､重量の問題から緊急医療物資は約100kgに制限せ
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ざるを得なかった。女満別では活動方針として、1）被災地での医療ニーズ調査及び診療、

2）活動拠点の確保、3）第二障の受入体制の確立を行なうことを確認した。

　翌30日８時過ぎに女満別を出発し、稚内で出国手続きを行なって、Yuzhno-Sakhalinsk

には15時前（日本時間12時前）に到着した。事前に日本-サハリン協会に手配していた

だいていたため、ビザ無しであったが､スムーズに入国手続きを終えることができた。空

港では日本一サハリン協会のPlx､f.Yan、伊藤忠商事の野崎所長、Sakh幽n州健康局治療担

当副局長のDr.Gorloba女史、サハリンー日本協会の事務局長のMishuta前Sakhalin州副知

事の出迎えを受けた。早速状況の説明を受けた後、我々の意図を説明して便宜を因って

もらうよう要請した。しかし、Russiaには民間援助団体という概念が存在しないのか、

ＡＭＤＡという組織、我々の主旨がなかなか理解してもらえなかったのは事実である。

Prof.Yanはロシア科学アカデミーの会員でもあり、州政府にも広い人脈を持っておられ

るが、今回我々の良き理解者として、その後の各方面への折衝、我々への助言等広く支

援していただいた。また、この日被災地入りした報道関係者より、被災地では瓦喋の下

から生存者のうめき声が聞こえるものの、救出作業が遅々として進んでいないことを聞

かされた。地震発生から72時間が過ぎようとしており、犠牲者の増加が懸念された。

　31日にはSakhalin州立中央病院（Sakhalinska Regional Hospital）院長、Dr.Romanovを

訪問し、改めて状況の説明を受けるとともに、我々の意図を説明したところ全面的に協

力する旨返答を得た。

　31日の時点での被害状況は生存が確認された者604名、死亡が確認された者694名で

あった。また瓦裸の下から救出された者の総数は749名、このうち生存者は372名であっ

た。尚、負傷者は431名であった。負傷者は救出後応急処置の上、直ちにヘリでOhaまで

搬送されて治療を受ける体制がとられていた。重症患者は、さらにYuzhno-Sakhalinsk、

Habalx）vskヽUladivostokヽBlagovescenskに搬送されているという。また医師は充足してい

る旨説明を受けた。

　この時点でsearch and rescueは遅れているものの、搬送も含めた緊急医療体制は確立し

ていると判断された。また被災者の救出が少ない上に、被災地及び後方都市の医療に於

けるマン・パワーは充足しており、直接の医療ニーズは存在しないものの、医薬品等医

療物資の支援が必要であると判断された。

　以上より我々の以後の活動を1）州立中央病院に於ける後方支援、2）Neftegorsk、Oha

における医療ニーズの有無の確認を行なうこととした。

実際の活動から:

1）Yuzhno-Sakhalinsk州立中央病院支援:早川

　州立中央病院は病床数850床（但し、現在は経済的理由から740床程度に縮小されてい

る｡）の総合病院である。今回の地震による重症患者受け入れのために、当州立中央病院

は120床の準備を行なっていたが、31日の時点での搬入はまだ６名であった。またこの

日、さらに９名がOhaから搬送されてきた。四肢の骨折、切断後等であったが、簡単な固

定等のみで当州立中央病院も治療の第一線の病院であることを改めて感じさせられる｡搬

送されてきた患者はレントゲン写真を持参しており、またtaggingも行なわれており現地

のtliageの体制が確立されていることが窺える。 Ohaからの患者の搬送は連日10名程度行
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なわれており、６月３日の時点では約50名となった。

ａ）透析治療支援

　当州立中央病院はSakhalin州では唯一の透析治療が可能な施設であり、年間約800例の

血液透析を行なっているという。透析装置はロシア製のものが4台稼働していたが､その

ほかにも1993年に日本から寄贈されたものが2台あった。しかしこれはメンテナンスが

出来ず、現在は稼働不能であった。また透析関連の消耗品のダイアライザー、血液回路、

抗凝固剤については慢性的に不足しているのが現状である。また透析液の精製装置も故

障がちで、スタッフの一人、Dr.Paramjinもその対応に頭を悩ませている模様であった。

尚、透析室のスタッフは４名である。

　31日の時点では地震による搬入患者のうちcrush syndrome は４例であったが、全例外

シャント作成の上、血液透析が導入されていた。６月３日の時点では６例となり、新たに

搬入となった症例も順次外シャント作成の上､血液透析が導入された。尚、このうち1例

は死亡した。

　中でも印象に残った症例としては、頭部外傷を合併し、意識障害もある15歳の男性、

救出される際に左上腕を切断された29歳の女性､両下肢を切断された52歳の女性が挙げ

られる。いずれも患肢は腫脹し、顔面､体幹、四肢も創傷と皮下血腫が無数にあった。中

には急性腎不全のみが問題で歩行可能な男性もいたが、被災地の瓦棟の映像と相侯って

受傷時の凄まじい状況を改めて感じさせた。

　当州立中央病院のcrush syndrome に対する治療法は１回４時間の血液透析を連日乃至隔

日に施行し、併せて血漿交換、高圧酸素療法を行なうというものである。体液量の管理

はscalebedで行なわれていたが､vitalsignsのmonitofingはほとんど行なわれていない。抗

凝固療法としては、heparinの初回10000u、2時間後5000u投与により行なわれていた。

全体に症例に応じたきめ細かな対応はなされていない印象を受けた。血漿交換は血液回

路、またはカテーテルより600-1000ml混血した後、遠心分離を行ない、血球成分を体内

に戻してさらに血漿製剤を点滴投与するという遠心分離方式である。

　治療に参加しながら、今後の支援方法をSakhalinの社会的背景、医療事情を考慮に入れ

て、ダイアライザー、血液回路、抗凝固剤の補充を行なうこととした。

ｂ）幻の透析装置

　今回、日本透析医会災害時透析委員会より当州立中央病院宛に2台の透析装置が寄贈さ

れた。同医会は阪神大震災の際、ロシア政府から透析装置の貸与の必要性の有無につい

て打診された経緯があり、今回外務省を通じての寄贈となった。

　しかし６月１日、院長Dr.Romanovとともに必要な事務手続きを行なうべく行政府、税

関を行き来したが、行政府のさる高官の意向で装置は５月31日のうちにOhaに送られて

しまっていた。 Ohaには透析可能な施設､専門家がおらず、当事者を無視した政治的な決

定に非常に一同強い憤りを憶えることとなった。

　急遠州立中央病院から透析医一名がOhaに派遣されたが､６月３日Ohaを視察した三宅

医師によると設備の問題で透析装置は使用されていなかったという。crush syndromeの治

療は急性期の血液透析が重要であり、装置は非常に高価なものだけに残念であった。

　2)被災地Nefte9orsk視察:鎌田、三宅両医師
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　６月１日、被災後4日を経て国外の医療チームとしては初めて被災地に入り、医療ニー

ズ調査を行なった。また６月３日には三宅医師が医療チーム第二障の秋山医師らと2度目

の調査及び医薬品、救援物資の被災地搬入を行なった。

　被災地にはRussia政府及びSakhalin州政府の医療チームがテントでの診療及び巡回診療

を行なっている。被災地内の患者搬送のために救急車が2台用意されており、また10機

以上のヘリがOhaへの患者搬送のために待機していた。しかし６月３日以後生存者は発見

されておらず、遺体の搬送が行なわれていた。

　また被災地にはRussia国内から被災者の家族が駆けつけているケースも多く、彼らは

被災者の自宅の近くに野宿同然の生活をしていることもあるという。また救助隊員が負

傷するケースもあり､被災者よりもむしろ彼らに対しての医療ニーズが存在していた｡も

ちろんすでに設けられた医療チームで充分対応可能であった。しかしすでに報じられて

いるように、物資が充分というわけではなく、我々の搬入した医薬品、一般救援物資は

非常に喜んでもらえたのは事実である。

3)医薬品供与

　今回医療チーム第一陣は約100kg、第二障は約4tの医薬品、透析関連物資といった緊急

医療物資を搬入した。直接我々が診療する必要がなくなったため、第一陣搬人分は州立

中央病院に搬入した。第二障搬人分は一部を被災地に搬入した他は、透析関連物資も含

めて一括して州政府健康局管理とすることになった。各病院からの要望にしたがって配

分することになろう。

　医薬品を供与する場合、問題となるのは名称、適応、用法、注意点が日本語でしか書

かれていないことである。従って、医薬品を搬入後、説明書を通訳を交えて現地の言葉

(今回はRussia語)で書き直す必要がある。これは非常に重要である一方、徒らに医薬品

の種類が多い場合、現場の負担が過重になることがある。今回は第一陣搬人分を州立中

央病院に搬入した際、簡単な説明を加えたが、後日再度説明書の呈示を求められた。こ

れは逆の立場、つまり日本で外国製の医薬品を使用する状況を想定してみると、その使

用に慎重になるのは当然である。今回は直接我々が診療することを想定していたことも

あるが、搬入する薬剤の種類は少ない方がよいだろう。

　また、医薬品を通関する場合、医薬品のリストが必要である。これも予め日本から搬

出する際に英文を添えて作成する必要がある。旧ユーゴでも書類の不備で医薬品を押収

された経験もある。本部の負担が大きくなるが、物資の移動に際して、その名称と量を

正確に把握しておくことは必要最低限の事項である。

　医薬品を供与した後は、そのmonitoringを行なうことが必要である。我々の活動が日

本の人々の善意に支えられていることから、医薬品が連正に使用されているかどうか見

届けることは我々の責任である。マン・パワーの問題もあるため、今回は州立中央病院

でのmonitoring以外は不可能であるが、医療チーム第二陣にその徹底を望みたい。

4）日本への患者搬送について

　６月３日JICAの岩上さんから日本へ患者搬送する可能性がある旨連絡を受けた。これ

はSakhalin州政府からの要望ではなく、Russia政府の意向のようで政治的判断が働いた可

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力vol.18 N0.6 1995 1 1
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能性が高く、実現の可能性は低いと思われたが、我々としては患者搬送の際の付添い等

最大限協力する旨回答した。

　医学的見地からみた場合、日本での治療の適応となるケースはあるが、医療とは社会

的側面を含んでおり、搬送患者の選定は慎重さが求められよう。

評価：

　近年の経済的、社会的事情から現地の医療機関の設備、医薬品は充分ではなく、また

映像で判断する限り、特にSakhalinはHabarovsk等大陸に比べてかなり劣悪な印象を受け

た。
　しかし被災地に於けるsearch and rescueは遅れているものの、後方病院への搬送も含め

た緊急医療体制は確立していた。また旧社会主義国ということもあってか、医師の数も

充足していた。このため直接の医療ニーズは存在しなかった。

　今回AMDA-Japanは行政が動きのとれない中、迅速に行動を開始した。そもそも非政

府組織(NGO)の存在意義は、行政の谷間を埋めることにある。政府機関の支援なく現地

入りする苦労はあったが、その中で独自に後方支援の方針を打ち出したことは特筆され

よう。エリツィン発言に際しても、現場での受け止め方は冷静であった。我々にしても

直接活動が制限される場面はほとんどなかった。

　後方支援を行なうにあたっては、現地医療機関等との信頼関係構築のためのきめ細か

な対応が必要になってくる。治療に直接参加することもその一つの方法である。その中

で医療ニーズを直接把握できるからである。また医薬品供与に際しても先述した通りで

ある。

　我々の活動に際して、日本一サハリン協会、特にProf.Yanには、混乱した行政府との

交渉、調整から、活動への様々な助言までいただいた。改めて感謝したい。

最後に：

　阪神大震災を経験した日本人は今回の地震による被害に強い関心を持って見ている。

我々の大きな役割は、日本人の善意を､医療という一つの分野で被災者のために生かすこ

とである｡今回､自分は被災地にも入らず後方支援に徹することになったが､医療チーム

第一陣としてはチームワークもよく、充分な活動が出来たと満足している。

　また今回残留日本人の方には第二障到着以降､通訳として協力していただいている｡戦

後50年間大変な苦労をしてきた方々との出会いは衝撃であった。近くて遠いSakhalinを

改めて考える次第である。

　現地の方々、本部はじめ多くの支援者の方々、そして今回快く送り出して頂いた同僚

に厚く感謝したい。
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3
0
0
0
人
依
然
生
き
埋
め
か

石
油
ラ
イ
ン
被
害
情
報
も

　
【
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
2
9
日
共
同
一
ロ
シ
ア
極
東
の
サ
ハ
リ
ン
州
北
部
４
襲
っ
た
大
地
震
で
、
グ
レ
ピ
ッ
チ
同
州
副
知
事

は
二
十
九
日
、
地
元
ラ
ジ
オ
４
通
じ
、
被
災
地
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
で
こ
れ
ま
で
に
三
百
人
の
死
亡
を
公
式
に
確
認
、
ほ
ぽ
同

数
の
住
民
を
治
療
の
た
め
病
院
に
収
容
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
の
ほ
か
住
民
約
三
千
人
が
依
然
、
が
れ
き
の
下
に
生
き
埋
め
に

な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
政
府
の
対
策
委
員
会
議
長
、
ソ
ス
コ
ベ
ツ
第
一
副
首
相
は
、
犠
牲
者
が
。
二
千
人
に
上
る
可

能
性
に
も
触
れ
、
ロ
シ
ア
で
は
「
史
上
最
悪
」
の
震
災
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
被
害
は
同
州
北
部
の
産
業
基

盤
も
直
撃
、
極
東
の
経
済
動
脈
で
あ
る
石
油
バ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
、
贋
璃
汚
染
な
ど
の
懸
念

も
出
て
い
る
。
（
３
面
に
関
連
記
事
）

ロ
史
上
最
悪
の
恐
れ

　
政
府
が
二
十
九
日
ま
で
に
事
き
、
事
態
の
掌
握
と
救
援
作
業
伴
い
、
犠
牲
者
が
さ
ら
に
増
え
　
ソ
ス
コ
ベ
ツ
第
一
割
首
相
は

実
上
の
政
府
総
動
員
体
制
を
敷

一
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
た
の
に

Ｉ
る
恐
れ
が
あ
る
。
　
　
　

一
現
地
時
間
二
十
九
日
午
暇
州

都
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
に
到

讐
、
救
援
・
復
旧
の
陣
頭
指
揮

岑
執
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
シ
ョ

イ
グ
非
常
事
態
相
が
現
地
入
り

し
、
対
策
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
は
じ
め

被
災
地
で
は
空
と
瞳
か
ら
の
捜

索
、
救
援
活
動
が
二
十
九
日
、

本
格
的
に
始
ま
り
、
州
都
か
ら

医
薬
品
や
テ
ン
ト
な
ど
至
ハ
量

に
輸
送
、
さ
ら
に
生
存
者
を
医

療
施
設
に
収
容
す
る
緊
急
輸
送

作
戦
も
始
ま
っ
た
。
し
か
し
被

災
地
が
サ
ハ
リ
ン
最
北
の
遠
隔

地
で
、
通
信
事
情
も
悪
く
、
濃

霧
に
阻
ま
れ
て
活
動
は
難
航
し

口
大
統
領
に

見
舞
い
電
報

　
　
　
村
山
首
根

村
山
首
相
は
二
十
九
日
午

地
震
被
災
者
救
援
に
向
か
う
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
メ
ン
バ
ー
目
‥
岡
山
市
晴
雄
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
’

て
い
る
。

　
イ
ン
タ
フ
ァ
ク
ス
通
信
に
よ

委
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の

オ
ハ
と
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
間

九
十
４
ロ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
十

五
ヵ
所
に
地
震
の
影
響
で
亀
裂

が
入
っ
た
ほ
か
、
石
油
タ
ン
ク

か
ら
石
油
が
流
出
し
て
い
る
。

　
同
通
信
が
、
同
州
の
「
サ
ハ

リ
ン
海
底
石
油
ガ
ス
」
社
の
話

と
し
て
伝
え
た
。
グ
レ
ピ
ッ
チ

副
知
事
は
「
そ
う
し
た
兆
候
は

な
い
」
と
汚
染
被
害
を
否
定
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
同
社
は
被
災
地
帯

の
油
井
す
べ
て
が
破
壊
さ
れ
た

と
し
て
お
り
、
日
本
な
ど
と
の

国
際
協
力
に
よ
る
石
油
・
天
然

ガ
ス
開
発
の
対
象
地
域
で
あ
る

識
救
援
チ
ー
ム
出
発

岡

ＡＭＤ

サ
ハ
リ
ン
ヘ
医
師
ら
４
人

　
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
北
部

で
起
き
た
大
地
震
で
、
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
・
岡
山
市
檜
津
）
は
救
援

医
療
チ
ー
ム
派
遣
４
灰
め
、
二

十
九
日
、
岡
山
空
港
か
ら
第
一

陣
が
出
発
し
た
。

　
派
遣
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ

ン
ダ
難
民
救
援
活
動
に
当
た
っ

た
鎌
田
裕
十
朗
医
師
？
）
ｎ
茨

城
県
取
手
市
＝
を
り
Ｉ
ダ
ー

に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
の
三
宅

和
久
医
師
孚
一
写
岡
山
市
万
成

西
町
―
ら
三
人
の
医
師
と
連
絡

調
整
役
の
計
四
人
。

　
こ
の
う
ち
三
宅
医
師
ら
岡
山

か
ら
の
二
人
が
、
抗
生
物
質
な

ど
の
医
薬
品
を
積
み
、
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
軽
飛
行
機
で
正
午

暇
岡
山
空
港
か
ら
北
海
道
・
函

館
空
港
に
向
か
っ
た
。
同
空
港

で
織
田
医
師
ら
二
人
と
合
概
し

て
、
サ
ハ
リ
ン
入
り
奮
目
指
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
阪
神
大
震
災

で
救
援
医
療
活
動
を
行
っ
た
際

に
薬
品
な
ど
を
岡
山
か
ら
空
輸

し
た
実
績
を
生
か
し
、
岡
山
県

航
空
協
会
（
会
長
・
古
賀
隆
治

岡
山
大
教
授
）
の
協
力
で
、
輸

送
の
た
め
の
軽
飛
行
機
を
チ
ャ

ー
タ
ー
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
は

「
五
年
の
イ
ン
ド
西
部
の
大
地

震
や
今
年
の
阪
神
大
震
災
の
医

療
活
動
の
経
験
を
基
に
、
負
傷

者
ら
の
救
援
に
当
た
り
た
い
。

被
災
地
の
状
況
は
ま
だ
よ
く
分

か
ら
な
い
が
、
ま
ず
現
地
に
乗

り
込
む
こ
と
を
優
先
し
、
急
き

ょ
派
遣
を
決
め
た
」
と
し
て
い

る
。

!●

前
、
サ
ハ
リ
ン
均
異
に
当
た
っ

て
ロ
シ
ア
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統

領
あ
て
に
見
郷
い
の
電
報
を
二

十
八
日
に
送
っ
た
こ
と
痴
明
ら

か
に
し
た
。

オ
ホ
ー
ッ
ク
海
大
陸
棚
の
掘
削

地
や
鉱
脈
自
体
に
も
被
害
が
及

ん
で
い
る
恐
れ
も
あ
る
。
サ
ハ

リ
ン
州
は
極
東
地
域
の
九
〇
％

以
上
を
占
め
る
産
油
地
帯
で
、

一
九
九
三
年
に
は
百
五
十
六
万

ｙ
弗
重
出
し
た
。

　
生
き
埋
め
の

　
6
5

0
人
は
生
存

　
　
　
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク

　
【
モ
ス
ク
ワ
Ｓ
日
共
同
】
タ

ス
通
信
に
よ
る
と
、
サ
ハ
リ
ン

地
震
で
最
大
の
被
災
地
と
な
っ

た
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
で
、
二

十
九
日
午
前
ま
で
に
、
生
き
埋

め
と
な
っ
た
住
民
の
う
ち
、
少

な
く
と
も
六
百
五
十
人
は
生
存

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

州
都
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
で

こ
の
日
開
か
れ
た
緊
急
対
策
委

員
会
の
席
上
明
ら
か
に
さ
れ

た
。

　
目
撃
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の

ほ
か
数
百
人
が
が
れ
き
の
下
で

生
き
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

物
資
の
援
助
や

救
援
隊
派
遣
準
備

　
　
　
　
　
政
　
　
府

　
政
府
は
二
十
九
日
午
前
、
ロ

シ
ア
極
東
の
サ
ハ
リ
ン
地
震
に

つ
い
て
、
医
薬
品
、
衣
料
品
、

毛
布
な
ど
の
救
援
物
資
や
消

防
、
医
療
チ
ー
ム
な
ど
の
救
援

隊
｛
ｉ
一
る
準
備
に
入
っ
た
。

　
村
山
首
相
は
同
日
午
前
、
記

者
団
の
質
問
に
「
実
態
を
よ
く

把
握
し
て
い
な
い
が
、
物
資
の

援
助
や
国
際
緊
急
援
助
隊
の
用

意
も
し
て
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
五
十
嵐
官
房
長
官
も
「
三

千
Ａ
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い

そ
ち
だ
。
既
に
二
十
八
日
に

ロ
シ
ア
側
に
（
日
本
と
し
て
）

何
が
で
き
る
か
申
し
入
れ
て
い

る
。
回
答
を
将
っ
て
物
的
、
人

的
支
援
が
必
要
に
な
る
っ
」
と

述
べ
、
積
極
的
に
救
援
に
乗
り

出
す
意
向
鳶
が
し
た
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
政
府
筋
は

　
「
現
地
は
ま
だ
氷
点
下
に
近
い

気
温
で
あ
り
、
も
と
も
と
医
師

が
少
な
い
均
域
な
の
で
医
療
面

の
救
援
が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。
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ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
北
部
で
起
き
た
大
地
震
で
、
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
奉
公
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
・
岡
山
市
根
津
）
は
救
急
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
を
決
め
、

二
十
九
日
、
岡
山
空
港
か
ら
第
一
陣
が
出
発
し
た
。
一
行
は
三

十
日
昼
に
も
、
サ
ハ
リ
ン
入
り
す
る
予
定
。

サ
ハ
リ
ン
の
被
災
者
救
援
に
向
け
、
医
薬
品
を
軽
飛

行
機
に
積
み
込
む
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
メ
ン
バ
ー
＝
岡
山
空
港

Ｊ
Ｉ
Ｉ鐘

■

医
師
ら
２
人
が

岡
山
空
港
出
発

‘ ｉ
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創
劃
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派
遣
し
た
医
師
は
、
ア
フ
リ

カ
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
活
動

に
当
た
っ
た
鎌
田
裕
十
朗
医
師

勺
一
八
）
１
″
］
城
県
取
手
市
―
を
リ

ー
ダ
ー
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局

の
三
宅
和
久
医
師
？
一
）
＝
岡
山

市
万
成
西
町
＝
ら
三
人
。

　
こ
の
う
ち
岡
山
か
ら
は
、
三

生
物
質
や
消
毒
薬
な
ど
の
医
薬

品
三
百
七
十
五
♂
を
積
み
、
チ

ャ
ー
タ
ー
し
た
軽
飛
行
機
で
二

十
九
日
正
午
ご
ろ
、
岡
山
空
港

か
ら
北
海
道
・
函
館
空
港
へ
出

発
。
同
空
港
で
鎌
田
医
師
ら
二

人
と
合
薦
、
医
師
三
人
は
三
十

日
朝
、
‘
稚
内
空
港
か
ら
別
の

チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
州
都
ユ
ジ

ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
ヘ
向
か
う

予
定
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
翠
中
に
も
、

第
二
障
の
派
這
痴
早
兎
し
て
い

る
。

　
岡
山
か
ら
の
軽
飛
行
機
は
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
、
阪
神
大
震
災
で

救
援
医
療
活
動
を
行
っ
た
際
に

薬
品
な
ど
を
岡
山
か
ら
空
輸
し

た
実
績
を
生
か
し
、
岡
山
県
航

空
協
会
（
会
長
・
古
賀
峰
治
岡

山
大
教
授
）
の
協
力
で
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
。

　
三
宅
医
師
は
「
被
災
地
で
は
、

多
数
の
住
民
が
が
れ
き
の
下
敷

き
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、

い
医
療
活
動
が
求
め
ら
れ

る
。
現
地
の
状
況
は
分
か
ら
な

い
が
、
と
り
あ
え
ず
出
発
し
た
。

で
き
れ
ば
、
馮
地
の
行
政
や
医

師
ら
と
連
携
し
な
が
ら
医
療
活

動
に
あ
た
り
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。



●

●

続々と届く救援物資

岡山空港内倉庫で救援物資の仕分け作業
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チャーター機から救援物資を運び出す

被災地ネフチェゴルスクで救援物資を運ぶ
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６月ワ日（水曜日で）､7曾1柴舟ＪＬ在室ﾑ

サハリン

救
援
医
師
が
帰
国

三
宅
さ
ん
「
道
筋
は
つ
く
れ
た
」

　
サ
ハ
リ
ン
大
震
災
の
医
療
救

援
に
当
た
っ
て
い
た
民
間
医
療

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
」
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

の
三
宅
和
久
医
師
（
ｊ
）
が
六
日

午
後
、
東
京
か
ら
岡
山
空
港
に

到
着
し
た
。

　
岡
山
市
楢
津
の
本
部
事
務
局

に
、
三
宅
医
師
が
姿
を
見
せ
る

と
、
事
務
処
理
に
追
わ
れ
る
メ

ン
バ
ー
ら
が
仕
事
の
手
を
休
め

て
駆
け
寄
り
、
「
お
帰
り
な
さ

い
」
　
「
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
」

と
声
を
掛
け
た
。
三
宅
医
師
は

ｊ
Ｉ
ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
／
Ｉ
Ｉ
！
／
Ｉ

'●

ち
ょ
っ
と
照
れ
た
よ
う
に
頭
を

か
き
な
が
ら
、
後
方
支
援
し
て

い
た
メ
ン
バ
ー
の
温
か
い
出
迎

え
を
受
け
た
。

　
第
一
陣
は
情
報
収
集
と
人
間

関
係
の
形
成
と
い
う
役
目
を
負

っ
て
い
た
。
三
宅
医
師
は
「
役

所
の
手
続
き
が
煩
雑
で
、
苦
労

し
ま
し
た
が
、
現
地
の
人
た
ち

の
協
力
で
助
か
り
ま
し
た
。
一

つ
の
道
筋
を
作
れ
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
の
で
は
」
と
満
足
そ
う
に

話
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
「
医

師
は
多
く
い
る
の
で
、
医
薬
品

な
ど
の
物
資
を
適
切
に
活
用
す

る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
（
調
整
役
）
が
必
要
に
な
る
」

と
述
べ
た
。
八
日
か
ら
は
す
ぐ

に
通
常
の
業
務
に
戻
る
。
「
七

日
中
に
報
告
書
を
書
か
な
け
れ

ば
」
と
休
む
間
は
な
さ
そ
う
だ

が
、
「
い
つ
も
睡
眠
時
間
は
三

時
間
ぐ
ら
い
だ
か
ら
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

1●

震災で崩壊する街

国際医療協力vol.18 N0.6 1995 17



記者会見するＡＭＤＡ医師団の鎌田裕十朗医師（左）ら。「今

後は生活物資が必要」とサハリンの被災他の現状を訴えた＝５
日午後４時、北海道・函館市役所

（●

ン
重

り
地

心
大

ぐ　●

今
後
は
生
活
物
資
必
要

　
八
Ｍ
ｏ
八
Ｉ
陣
の
医
師
３
人
帰
国

　
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
北
部
で

発
生
し
た
大
地
．
震
で
、
ユ
ジ
ノ

サ
ハ
リ
ン
ス
ク
市
な
ど
で
被
災

者
の
治
療
に
当
た
っ
た
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

・
苛
波
茂
代
表
）
の
第
一
次
医

療
チ
ー
ム
三
人
が
五
日
午
後
、

づ
函
館
着
の
ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
機

で
帰
国
し
た
。

　
函
館
市
役
所
で
記
者
会
見
し

た
同
チ
ー
ム
団
長
の
鎌
田
裕
十

朗
医
師
（
一
ぷ
＝
茨
城
県
取
手
市

＝
は
「
現
地
で
は
、
生
き
て
発

見
さ
れ
る
人
は
非
常
に
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
助
か
っ
た

重
傷
の
患
者
は
オ
ハ
や
ユ
ジ
ノ

サ
ハ
リ
ン
ス
ク
な
ど
に
巡
ば
れ

た
。
今
後
は
残
っ
た
現
地
の
人

の
た
め
生
活
物
資
か
特
に
必
要

だ
」
と
語
っ
た
。

　
帰
国
し
た
の
は
、
鎌
田
医
師

の
ほ
か
、
三
宅
和
久
医
師
（
ご
）

＝
岡
山
市
、
早
川
達
也
医
師
（
二

八
ｙ
Ｈ
札
幌
市
＝
の
三
人
。

　
三
人
は
先
月
三
十
日
、
抗
生

物
質
な
ど
約
百
一
の
医
薬
品
を

持
参
し
て
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
ユ

ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
市
に
向
か

っ
た
。

　
死
者
１
２
３
６
人
に

　
【
モ
ス
ク
ワ
５
日
＝
共
同
】

イ
ン
タ
フ
ァ
ク
ス
通
信
に
よ
る

と
、
サ
ハ
リ
ン
地
震
の
被
災
地

ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
で
の
死
者

は
、
現
地
時
間
五
日
夜
、
一
千

二
百
三
土
ハ
人
（
う
ち
身
元
確

認
六
百
五
十
一
人
）
に
達
し

た
。
ロ
シ
ア
政
府
筋
の
話
と
し

て
伝
え
た
。

　
ま
た
、
負
傷
者
を
含
む
生
存

者
は
一
千
八
十
七
人
が
確
認
さ

れ
、
が
れ
き
の
下
に
は
な
お
六

百
五
十
四
人
が
い
る
と
み
ら
れ

る

　○
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ロ
シ
ア
・
　
　
・
・

サ
ハ
リ
ン
大

地
震
の
被
災

地
に
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
非
政
府

組
織
）
と
し

て
一
番
乗
り

し
、
緊
急
医

療
を
行
っ

た
。
建
物
崩

壊
は
阪
神
大

震
災
以
上
の

ｊ
ｊ
・
－
■
噛
『
１
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

ひ
ど
さ
。

「
け
が
人
よ

り
も
、
が
れ
き
の
下
敷
き
に
発
生
し
た
ル
ワ
ン
ダ
、
今
年
と
と
も
に
、
現

な
っ
た
死
者
の
方
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
」
。
一
週
間
の

活
動
を
終
え
て
岡
山
に
戻
っ

て
き
た
が
、
さ
す
が
に
ほ
お

が
こ
け
て
い
た
。

　
昨
年
五
月
、
コ
レ
ラ
が
大

一
月
の
阪
神
大
震
災
な
ど
の
場
で
何
が
必
要

際
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
な
の
か
を
見
極

師
連
絡
協
議
会
、
本
部
・
岡

山
市
）
の
緊
急
救
援
活
動

で
、
常
に
先
陣
を
切
っ
て
被

災
地
に
入
っ
た
。
緊
急
医
療

め
る
こ
と
な
ど

が
役
割
だ
。
今

かずひさ
和久さんサハリン大地震で　　　ゑやけ函iこ渓:xai5Å。医師三宅

　
福
岡
市
出
身
。
岡
山
犬
医
学
部
卒
。
平
成

３
年
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
入
会
。
同
年
８
月
、
ク
ル

ド
難
民
救
援
活
動
（
イ
ラ
ン
）
に
初
参
加
。

平
成
５
年
か
ら
ア
ス
カ
会
菅
波
内
科
医
院
に

勤
務
。
3
3
歳
。

も
に
飛
び
立

っ
た
。

　
現
地
に
住

む
元
日
本
人

に
通
訳
を
頼

み
、
ロ
シ
ア

の
関
係
者
に

目
的
を
理
解

し
て
も
ら
い

な
が
ら
の
地

道
な
活
動
。

エ
リ
ツ
ィ
ン

大
統
領
の
「
日
本
の
支
援
拒

回
も
地
震
発
生
か
ら
三
十
六
否
」
発
言
に
も
か
か
わ
ら

時
間
後
に
は
、
医
薬
品
と
と
ず
、
サ
ハ
リ
ン
の
人
々
は

二
緒
に
や
ろ
う
」
と
協
力

的
だ
っ
た
と
い
う
。

　
学
生
時
代
は
ひ
た
す
ら
マ

ン
ガ
を
描
き
「
手
塚
治
虫
賞
」

を
受
賞
し
た
経
歴
を
持
つ
。

イ
ラ
ン
で
の
ク
ル
ド
人
難
民

救
援
活
動
の
現
場
で
、
絵
を

か
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
は
か
り
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
で
役
立
っ
た
経
験
も
。

　
　
「
と
に
か
く
震
え
た
」

　
サ
ハ
リ
ン
の
夜
の
寒
さ
と

被
災
者
の
苦
し
み
が
二
重
に

身
に
し
み
た
。

　
　
　
　
　
　
（
石
毛
紀
行
）

－Ｕ
‐
』
一
一
一
一
一
一
‐
・
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
・
・
一
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
』
』
‐
・
一
・
一
・
一
一
一
一
一
一
‘
一
一
‐
・
』
一
一
一
一
・
一
一
一
・
一
一
一
・
・
一
｛
一
一
一
｝
一
・
一
一
一
一
・
』
・
一
『
一
一
・
一
・
一
｛
・
‐
宍
一
一
・
一
一
一
｝
｝
一
一
・
一
一
一
・
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
‐
一
一
一
』
一
一
『
・
一
｛
｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
・
』
・
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一
『
一
一
一
『
一
一
｛
一
一
・
・
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
【
一
・
一
一
｛
・
・
一
一
｝
一
『
一
一
一
宍
・
一
』
一
’
一
一
一
一
&
1
1
1
1
j
l
l
j
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

●

!●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 －

| I I l l l l 自 l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l n l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l n l l l l l l l l l l l I I I I l l l l l l l l l § | | | | | 1 1 1 1 1 1 ｢ i
|llllll

一

一
－

r 1 1 1 1 1 1 1 j 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

国際医療協力vol.18 N0.61995　19



■サハリン震災緊急救援医療活動報告

●

１

サハリン震災救援活動第２陣

活動報告（1995・6・2～6・10）

医師　秋山一誠

1995年5月27日、日本時間22時03分ロシア共和国サハリン州北部で震度７．６の地震

がおきた。この震災を対象にした緊急医療チームの第1陣が29日岡山をチャーター機

で出発した。報告者はサプリーダーとして第２陣に参加した。

日程

6/2（金）ユジノ・サハリンスク入り

　　　10:00AMDA本部出発、岡山空港着

　　　11 :（X）出発前のメンバーの顔合わせ、ブリーフィング

　　　12 : 00記者会見

　　　13 : 00 出国手続き

　　　15 : 00 アエロフロートＳＵ３１０２便物資約１ ３ｔを積載し出発

　　　17 : 20 ユジノ・サハリンスク国際空港到着、現地ADRAの出迎えを受ける

　　　21 : 00現地本部のホテルサハリンサッポロに到着　　　　　（以降現地時間）

　　　22 : 00 第１陣とともにミーティング

　　　　　　　翌日のネフチェゴルスク入りの為の情報収集

　6/3（土）ネフチェゴルスク入り

　　　（第２次）メンバー：三宅、秋山、沢田石、関口、川端

　　　　　11: 30現地本部出発

　　　　　　　　保税倉庫にて当日輸送する救援物資の通関

　　　　　　　　バスにて物資（医薬品1、050 k gに毛布60枚）を空港まで運ぶ

　　　　　　　　陸軍の輸送機の手配（健康局による）

　　　　　16: 30ユジノ・サハリンスク出発

　　　　　18: 30 オ八着

　　　　　19: 30 オハ市民病院寄贈分1000 k gをトラック便で運送

　　　　　　　　（三宅医師同行のため、二手に分かれる）

　　　　　20: 00 ネフチェゴルスク行きのバスに便乗させてもらう

　　　　　21: 5o ネフチェゴルスク着（陸路90km）

　　　　　　　サハリン州政府仮設診療所を訪問

　　　　　　　　同診療所の救急車で医薬品を運ぶ

　　　　　　　毛布は被災者が野宿している現場で手渡すが暗いため一部翌日に残す

　　　　　00 : 30 同診療所にて持参の医薬品の翻訳

　　　　　　　　説明（秋山、沢田石、関口は情報収集）
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1･

6/4（日）ユジノ・サハリンスクに帰る

　　　　10:（X）残りの毛布の配布一部

　　　　　診療所見学､患者運搬のヘリでネフチェゴルスク出発

　　　　　　　オハ市民病院に到着、三宅医師を探すが不在

　　　　　　　院長に会い次回の物資の件を依頼する

　　　　　　　オハ市役所を往訪

　　　　13 : 45 空港へ移動

　　　　15 : 00ユジノ・サハリンスク行き定期便に便乗

　　　　17 : 30現地本部着、ミーティング

　　　　19 : 00 弟１陣の歓送会

　　　　22 : 30 ミーティング（リーダー会議）

6/5（月）申し送り・弟１陣帰国

　　　　9:30三宅医師より申し送りを受ける

　　　　14 : 00第１陣帰国、見送り

　　　　16 : 00弟３次ネフチェゴルスク派遣時の物資リスト作成

6!6（火）第２陣残り物資の通関、60 t物資受入の準備

　　　　10 : 30 山陽ラジオ出演

　　　　　　　通関業務のコーディネーション

　　　　17 : 00 ミーティング

6/7（水）第３次ネフチェゴルスク行きメンバー

　　　　秋山、宗像、中村、今田、実吉、通訳マリナ女史

　　　　10 : 3o トラックにて物資（日用品850 k g）を空港まで運ぶ

　　　　　　　陸軍の輸送機の手配（健康局による）

　　　　14 : 00ユジノ・サハリンスク出発

　　　　16 : 00 オ八着、市民病院の出迎え、院長と会談

　　　　　　　オハ市民病院に救援物資（入院被災者対象）寄贈、ネフクラスカ分

　　　　　　　（避難所になっているオハより50km北西の村）を委託

　　　　18 : 00 ネフチェゴルスク行きのヘリを出してもらう

　　　　18 : 30 ネフチェゴルスク着

　　　　　　　サハリン州政府仮設診療所を訪問

　　　　　　　同診療所の救急車で物資を運ぷ

　　　　19 : 30AMDA テント設営

　　　　20 : 00 物資配布

　　　　23 : 00 視察中の州政府健康局局長ムシェンスキー氏と会談

　　　　　　　（主に物資60tについて）

卵（木）第３次ネフチェゴルスク入り

　　　　　8:30物資配布

　　　　14 : 00 ヘリにて出発

　　　　17 : 30輸送機でオハ出発
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　　　　19 : 30ユジノ・サハリンスク着

　　　　20 : 00 現地協力者と懇談会

卵（金）帰国（秋山、沢田石、宗像、中村、今田、実吉）

　　　　8 : 30 ミ ーティング

　　　　14 : 00ユジノ・サハリンスク空港へ

　　　　16 : 00 アエロ・フロート函館便

　　　　15 : 00函館着（鎌田医師出迎え）（以降日本時間）
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サハリン州子ども病院で診察
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活動報告の考察

１．緊急医療活動プロジェクトは、地域、災害の種類（天災、人災）、発生の経

　過によりパターンが2つ考えられる。

A）AMDAの医師が直接治療に当たる場合

B）現地の医師が治療活動が可能な場合

　これにとり救援物資（医薬品）も判別すべきである。つまりA）の場は通常医療で

使用の医薬品がそのまま被災地で使用可能であり、災害の過程に合わせた種類の医薬

品を現地に送りこんでも十分役立つ。

　B）の場合は各地の医療事情にあわせた医薬品を現地に送る必要があるが、キリが

ないのでesseitialdrugの事足りるケースが多い。また、消耗品（ガーゼ、包帯、注射

器、生食液、消毒液など）はいずれの場合でも必要である。

一箱に一種類の医薬品が入っているのが理想的（あるいは決められたキットとしてあ

るもの）。中身の確認が大変であるため。

　今回のサハリンプロジェクトのように現地の医療従事者が足りていると物資のみを

寄贈するこになるので後者のパターンになる。

２．天災の場合、つまり戦争や暴動などで派遣員の人命に危険が低い場合、出来る限

り現地チームを常駐させることが知名度や現場のノウハウの取得につながる。

　＊今回も医師６名がいたので、ネフチェゴルスクにテントを張り、AMDA派遣者を

　　常駐させたほうが良かったと思われる。

３．しかし、２．を可能するには精鋭部隊が必要で、今回の派遣団の様に混成部隊で

はいろいろ心配な面があり、検討できなかった。

４．医療NGOであるAMDAが日用品などの物資を配布する作業の是非はともかく容量

に比例した物資専門の複数の調整員が必要。

５．物資の内容はなるべく現地の事情に合わせた物でないとせっかくの労力と行為が

無駄になる。特にサイズ、生活習慣に注意する。これが出来ない場合、現地調達を考

慮したほうがよい。中古品（特に衣類）、食料は避けた方がよい。
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サハリン地震

発生から６日

　
【
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
（
サ

ハ
リ
ン
州
北
部
）
２
日
共
同
一

サ
ハ
リ
ン
地
震
の
最
大
の
被
災

地
、
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
北

部
の
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
で

は
、
地
震
発
生
か
ら
六
日
目
の

二
日
、
倒
壊
し
た
ア
パ
ー
ト
の

が
れ
き
の
下
か
ら
生
存
者
の
も

の
と
み
ら
れ
る
声
が
聞
こ
え
た

た
め
、
救
助
隊
は
必
死
の
捜
索

亙
″
一
け
た
。
し
か
し
、
現
地
の

救
助
隊
に
よ
る
と
、
同
日
夕
ま

で
に
新
た
な
生
存
者
救
出
の
情

夕S4‘i季斤

土曜日

､ふづ齢-

１９９５年(平成7年)６月３日

Ｆ

－
－
－
－
－
’

y’
ｒ

1
0
0
0
人
埋
ま
り
、
8
6
6
入
死
亡

報
は
な
い
。

　
ロ
シ
ア
非
常
事
態
循
に
よ
る

と
、
二
日
午
後
十
一
時
（
日
本

時
間
同
八
時
）
ま
で
に
八
百
六

士
ハ
人
の
遺
体
が
発
見
さ
れ

た
。
が
れ
き
の
下
に
は
依
然
千

人
以
上
が
残
っ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。

　
倒
壊
し
た
ア
パ
ー
ト
群
の
近

く
で
は
、
被
災
し
た
住
民
ら
へ

の
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
、
被
災

者
が
列
全
一
’
っ
て
い
る
。

　
発
見
さ
れ
た
遺
体
は
、
一
カ

がが　れ後所
残崩放てｊに
っれ勤い次集
孕腎lyn

履てよ　縮れ
階いる　　　｀でてと　１．

はも　｀　に元
生｀上　納撞
　●塵･｡　め舘薯。。　６の

の　し二　ろの
立婁て日－゜い

　　｀い　｀方　る５ｔｋｓ。　？。　可

り国い災サ’能
ｉ人ジ者ハ
ーのャのリ　性
止オ１　ン　が
しハナ

Ｓ
州　あ

　｀なり活当　る
内どス勤局　と
務ヘトをは　い

處邸齢　副

　　　ｶ生ｴﾝ日　　　　　　１

獄一
｛

ず
。
一

｝ 下
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
を
ク

レ
ー
ン
で
取
り
除
く
作
業
も
行

ＡＭＤＡ第２陣

１
顛
‥
ｊ
ｎ
Ｈ
】
い
う
、
地
震
当
時
そ
の
ま
ま
の

格
好
で
発
見
さ
れ
た
。

岡
山
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
機

　
サ
ハ
リ
ン
地
震
の
被
災
者
救

援
の
た
め
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡

山
市
檜
準
）
の
医
療
チ
ー
ム
や

全
国
各
地
か
ら
の
救
援
物
資
を

満
載
し
た
チ
ャ
ー
タ
ー
機
が
二

日
、
岡
山
空
港
（
同
市
日
応
寺
）

を
飛
び
立
ち
サ
ハ
リ
ン
ヘ
入
っ

た
。
阪
神
大
震
災
の
被
災
地
・

神
戸
市
か
ら
も
一
人
が
乗
り
込

み
、
多
く
の
物
賢
が
持
ち
込
ま

れ
た
。
民
間
団
体
が
旅
客
機
を

チ
ャ
ー
タ
ー
、
海
外
へ
の
大
規

榛
な
緊
急
救
援
物
資
、
人
員
の

輸
送
は
、
日
本
で
は
異
例
の
こ

と
で
、
地
方
の
国
際
貢
献
の
新

た
な
司
雌
性
を
示
し
た
。

　
段
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め
ら
れ
た

医
薬
品
や
食
料
、
衣
類
・
…
大

学
生
ら
約
岳
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
仕
分
け
し
た
大
量
の
救

援
物
資
が
、
ロ
シ
ア
・
ア
エ
ロ

フ
ロ
ー
ト
社
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機

貨
物
慾
に
次
々
と
違
ぴ
込
ま

大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い

サ
ハ
リ
ン
ヘ
向
け
チ
ャ
ー
タ

ー
機
に
乗
り
込
む
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
医
療
チ
ー
ム
Ｈ
‥
岡
山
空
港

れ
、
客
席
に
型
沼
な
ど
が
積

み
込
ま
れ
た
。
作
業
を
見
守
り

な
が
ら
同
根
の
ユ
ー
リ
・
コ
レ

シ
ニ
コ
フ
乗
務
員
長
は
「
す
べ

て
の
物
資
が
、
日
本
か
ら
の
支

援
の
気
持
ち
の
表
れ
。
大
変
あ

り
が
た
く
思
う
」
と
話
し
た
。

　
潭
絲
調
整
員
と
し
て
乗
り
込

ん
だ
実
害
威
さ
ん
（
‘
一
九
）
は
「
阪

神
大
震
災
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
救
援
連

絡
会
議
」
を
代
表
し
て
参
加
。

　
「
震
災
で
は
、
国
内
外
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
た
。
そ

の
時
の
感
謝
の
気
持
ち
參
９
回

の
救
援
活
動
で
示
し
た
い
」
と

言
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や
各
種
団
体
で
つ

く
る
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山

構
想
金
晋
一
す
る
会
」
は
、
岡

山
を
民
間
国
際
貢
献
の
拠
点
に

す
る
運
動
を
展
開
中
。
そ
の
中

で
岡
山
県
航
空
協
会
な
ど
は
、

岡
山
空
港
岑
墓
地
と
し
て
、
航

空
機
で
被
災
地
に
医
師
や
物
資

を
緬
送
す
る
構
想
を
掲
げ
て
い

る
。
構
想
に
基
づ
き
同
航
空
協

会
は
今
回
、
チ
ャ
ー
タ
ー
手
続

き
な
ど
で
協
力
、
わ
ず
か
の
期

間
で
の
チ
ャ
ー
タ
ー
が
可
能
に

な
っ
た
。
中
塚
総
一
郎
・
同
協
金

常
務
理
事
は
「
地
方
か
ら
も
国

際
貢
献
に
つ
い
て
情
報
発
信
で

き
る
と
い
う
、
分
か
り
や
す
い

ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。
離
発
着
や

ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
の
あ
る
地
方

空
港
だ
か
ら
可
能
な
こ
と
。
今

後
、
岡
山
空
港
に
医
療
な
ど
の

救
援
物
資
の
保
管
倉
庫
設
置
な

ど
を
、
関
係
機
関
な
ど
に
働
き

掛
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。
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磁諸法
　
サ
ハ
リ
ン
地
震
の
被
災
者
に

対
し
、
救
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市

被
災
者
の
治
療
支
援
強
化

面
に
関
連
記
事
）

　
一
行
は
、
五
月
末
に
現
地
入

り
し
て
い
る
第
一
陣
三
人
と
早

遠
合
流
し
今
後
の
活
一
万
針
な

ど
を
協
議
。
三
日
か
ら
は
、
ユ

ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
の
サ
ハ
リ

ン
州
中
央
病
院
や
被
災
地
に

近
い
オ
ハ
な
ど
で
、
負
傷
者

の
人
工
透
析
を
中
心
に
治
療

支
援
を
強
化
、
可
能
な
ら
ば

被
災
地
の
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク

に
入
り
直
接
治
療
に
当
た
る
考

え
。

　
今
回
、
教
壇
さ
れ
た
の
は
岩

永
責
降
医
師
丿
百
京
都
府
宇

治
市
＝
を
り
Ｉ
ダ
ー
と
し
た
医

師
五
人
、
薬
剤
師
一
人
、
調
整

員
二
人
で
、
海
外
や
阪
神
大
農

災
で
の
救
霊
ｉ
経
験
者
が
大

半
。
持
参
し
た
救
療
物
資
は
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
全
国
か
ら
寄
せ
・
り
れ

た
抗
生
物
質
、
透
析
用
薬
品
な

チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
次
々
と
積
み
込
ま
れ
る
救
援
物
資
＝
岡
山
空
港

ど
の
医
薬
品
や
食
料
、
毛
布
。

ま
た
、
厚
生
省
の
僧
衆
掛
け
で
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
か

ら
五
万
Ｊ
‘
（
約
四
百
万
円
）
分

の
医
薬
品
や
医
療
器
具
が
現
地

で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
届
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
持
参
し
た

物
資
と
と
も
に
被
災
者
治
療
に

役
立
て
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
第
一
陣
三
人
は

既
に
医
家
叉
櫓
蚕
又
£
と
も

に
、
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
の
状

況
を
調
査
。
現
地
で
は
外
傷
の

ほ
か
、
人
工
透
析
が
必
要
な
腎

（
じ
ん
）
不
全
患
者
も
多
く
、

透
析
液
、
抗
生
物
質
、
点
滴
用

ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
は

　
「
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
発
言

が
取
ｎ
さ
た
さ
れ
て
い
る
が
ご

サ
ハ
リ
ン
州
政
府
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

は
良
好
な
関
係
に
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
粗
織
）

の
理
念
で
あ
る
人
道
的
援
助
が

ど
れ
だ
け
で
き
る
か
試
さ
れ
て

い
る
」
と
話
し
て
い
る
。
山
陽

新
聞
社
の
藤
原
健
史
記
者
ら
報

道
陣
三
人
も
同
行
し
た
。

早
速
、
救
援
物
資
仕
分
け

　
「
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス

ク
２
日
－
藤
原
傭
史
本
社

記
者
」
岡
山
空
港
を
離
陸
し

た
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
救
援
医
療
チ
ー

ム
の
第
二
障
は
、
環
節
時
間
午

後
八
時
（
日
本
時
間
同
五
時
）
、

サ
ハ
リ
ン
州
南
部
の
ユ
ジ
ノ
サ

ハ
リ
ン
ス
ク
に
到
着
し
た
。

　
一
行
は
五
月
三
十
日
か
ら
現

地
に
入
っ
て
い
る
鎌
田
裕
十
朗

医
師
（
・
－
‘
八
）
ら
第
一
陣
の
メ
ン
バ

ー
と
空
港
で
合
同
早
速
。
運
び

込
ん
だ
約
十
ｙ
の
救
援
物
資
の

仕
分
け
作
業
な
ど
鳶
竹
っ
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
三
日
午
前
、
被

災
地
か
ら
け
が
人
が
運
ぱ
れ
て

い
る
北
部
の
オ
ハ
と
、
最
も
被

害
が
漱
し
か
っ
た
ネ
フ
チ
ェ
ゴ

ル
ス
ク
ま
で
約
一
ｙ
の
医
薬
品

低
州
政
府
チ
ャ
ー
タ
ー
便
な
ど

で
輸
送
す
る
。
医
師
ら
五
人
も

同
行
し
、
現
地
の
医
療
事
情
な

ど
の
調
査
を
す
る
予
定
。

1●

土曜日１９９５年(平成7年)６月３日7S･II¶
車座R･-､Ｊ＿Ｊ

C湧圧護〕

　
阪
神
大
震
災

を
伝
え
た
モ
ス

ク
ワ
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
言
葉

を
思
い
出
す
。

「
日
本
は
何
度

も
助
け
て
く
れ
た
。
今
度
は

私
た
ち
が
お
返
し
を
す
る
番

だ
」
▼
実
際
ロ
シ
ア
は
震
災

発
生
の
日
、
緊
急
援
助
隊
派

遣
を
甲
し
入
れ
、
一
遍
間
後

に
毛
布
や
防
寒
具
を
送
っ
て

く
れ
た
。
サ
ハ
リ
ン
地
震
に

　
「
さ
あ
日
本
の
番
」
と
の
空

気
が
広
が
っ
た
の
も
当
然
だ

っ
た
る
っ
。
貸
し
借
り
と
｀
い

っ
た
狭
い
も
の
で
は
な
く
、

現
地
の
惨
状
は
人
道
的
救
援

を
訴
え
て
い
苓
４
っ
で
も
あ

っ
た
▼
政
府
も
緊
急
援
助
隊

の
準
備
を
整
え
、
現
地
へ
支

扱
物
資
痴
遜
っ
て
い
る
。
そ

の
さ
な
か
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
ロ

シ
ア
大
統
領
の
耳
を
琴
？
ぶ

う
な
発
言
が
飛
び
込
ん
で
き

た
。
外
国
の
支
援
に
「
後
に

な
っ
て
援
助
し
た
こ
と
を
利

用
し
よ
う
と
す
る
国
が
出
て

く
る
。
日
本
人
は
（
北
方
嶺

土
の
）
島
を
要
求
し
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
た

の
だ
▼
国
内
向
け
の
発
言
と

は
い
え
、
あ
ま
り
の
狭
量
ぶ

り
に
言
葉
も
な
い
。
ロ
シ
ア

外
務
省
も
単
な
る
失
言
と
は

せ
ず
、
日
本
へ
の
不
信
感
を

確
認
し
た
と
い
う
。
助
け
合

い
の
精
神
に
冷
水
素
一
｝
ぴ
せ

か
け
る
よ
う
な
不
快
感
が
残

る
。
が
れ
き
の
下
で
い
ま
も

救
助
を
待
つ
生
存
者
を
考
え

て
も
、
軽
率
過
ぎ
る
発
言
だ

る
っ
▼
阪
神
大
震
災
の
外
国

か
ら
の
支
援
は
、
地
球
上
の

隣
人
意
識
の
大
切
さ
を
教
え

て
く
れ
た
。
民
間
の
活
動
は

国
家
的
思
惑
を
乗
り
息
え
る

こ
と
も
。
サ
ハ
リ
ン
ヘ
も
民

間
の
善
意
は
動
い
た
。
岡
山

市
に
本
部
岑
曇
く
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
車
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

は
、
い
似
皐
く
医
師
団
參
Ｉ
一

っ
た
▼
二
日
に
は
岡
山
空
港

か
ら
第
二
障
が
出
発
し
て
い

る
。
民
間
の
善
意
は
国
境
を

超
え
て
広
が
っ
て
い
く
。
工

リ
ツ
ィ
ン
発
言
が
ま
す
ま
す

卑
小
に
思
え
て
く
る
。

国際匡療協力V･|.18 N0.6 1995 25

!●



〃

Ｏ

’●

″●

ｗｏｌ?１･^１　Ｈａａｌｔｈ　Ｏｉ･ｇ＆ｎｉｚａ．ｔｉｏｎ　Ｐｒｅｓｓ　ｏｆｆｉｏｅ

5leph㎝e: 791 a1U ・ Cabls:UliISAyrl･G耳lilv&・fIS皐xz 41S 416 ・ ax1 791 0?46

Press Release VVHO/44

　　　　　　　2Juna 1994

MEDICAL AIO TO SAKHALIN EARTHQUAKE VICTIMS

　　　　The vVorld Health organization （WHO）is sending five emergency health kits to help

v;n↑im9 of↑he Rar↑hquake on Sakhalin lsiand in the Russian Federation.The kits include

角n↑ihintics，druQs，surgical ins↑ruments，anaesthetics，and bandages， This WHO health relief

w∂s made poss!hle by a 9rant from the Japanese Govemment｡

　　　　The∂ssistance will supply the emergency health needs in hospitals and in the fieid，

OnP ki↑willりcver the basic health needs of l0,000 people for three months， two other

sargical kits will cover the needs of 200 surgical cases for lo days and two more kits will

provlae ana3sThotics for 200 0perations｡

　　　　The earthquake， which struck at 13.04 hours on 27 May 1995， 120 kms south of

okha.rQgistered 7.6ontheRich↑erscale.The town of Neftegorsk is the worst affected and

E;に･ircual!yd6strQyed｡

　　　　Casualty figures on l June 1995 show that 445 people have been reported dead，

388 wounded. and 833 rescued from the rubble， 410 people have been evacuated.Adult

sl!rvivnrs are being accommodated in tents in Nefte90rsk， while children are bein9 looked

3ft?r ;;^lneighbouring towns｡

　　　　Three 9roljps of trained rescue workers and about 400 support personnel from the

armv･ civil defence and police， with heavy excavating equipment and 130 vehicles， are

n∂rryin9 out rescue operations in the stricken town. Some 50 medical personnel， backed

bv lo ambulances and air transport are providing medical care｡

　　　　WHO medical supplies wi11 be used by the Government rescue teams and a Japanese

nりrりりvemmental organization AMDA ｛Association of Medical Doctors in Asia｝who are

aSready providin9 reiief work in the area.

For fllr↑herinformation， please contact Christopher Powell， Health Communications and

P｡hlir,Re!ations，WHO，Geneva.Telephone(4122)7912888，Fax.(4122)7914858

　　　　　　　　⑩
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WHO/44　発表 　1994年６月２日

サハリン地震被災者への医療援助

翻訳加藤　正枝

　ＷＨＯはロシア連邦のサハリンで起きた地震の被災者を助けるために５つの緊急保健

キットを送っている。このキットには、抗生物質・薬品・外科医療器具・麻酔薬・包帯

類が入っている。このWHOの保健緊急援助物質は日本政府からの援助金で可能となっ

た。

　この援助によって病院や現場における緊急必要物資を供給することができるであろう。

この中の１つのキットは３ヵ月間１万人の人の基本的な衛生必需品をカバーすることが

できるであろうし他の２つの外科用キットは10日間での外科的ケースの必需品をカバー

することができさらに残りの2つのキットは手術200件のための麻酔薬を供給することが

できる。

　1995年５月27日、13：04にオハの南120kmのところをおそったこの地震はマグニ

チュード（リヒタースケール）7.6を記録した。ネクテゴルスクの町はもっともひどい被

害をこうむり事実上、壊滅した。

　1995年６月１日現在の犠牲者の数は、死者445人、負傷者数388人、瓦肆の中から助け

出された人、833人と報告されている。 410人の人を安全な場所へ避難させた。大人の生

存者にはネットゴルスクでテントが提供され、一方子供達は近隣の町でお世話を受けて

いる。

　訓練をつんだレスキュー隊3団と軍隊､国家防衛隊､国家警察から成る400人の支援部

隊が大きな発掘装置や､130の運搬具を用いてその被害を受けた町での救援作業を続けて

いる。約50人の医療職員が10台の救急車と輸送機の支援を受けて、医療活動を行ってい

る。

　ＷＨＯからの医療救援物質はロシア政府援助隊とこの地域でもうすでに救援活動を行っ

ている日本の非政府組織であるＡＭＤＡにより使用される予定である。
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・ルワンダ難民救援医療活動報告（ルヮンダ）

ルワンダでのＡＭＤＡ

　　　　　　　医師　HD.LIAQUAT HOSSAIN

　私たちＡＭＤＡはルワンダの人々に協力の手を差し延べてきました。ルワンダの内外で

苦しみ嘆いている人々を援助するために活動しています。ルワンダでの大量虐殺の直後

から、ＡＭＤＡはボランティア団体として、ルワンダの人々の傍らに立って誠意ある努力

をしてきました。エネルギッシュで非常に目の利いた菊池和雄調整員のりーダーシップ

のもと、キガリ付近のルトンド･ヘルスセンターで活動しています｡そこで地元のスタッ

フとともに見事で美しいチームワークをとっています。ルワンダでのＡＭＤＡの活動をお

話しする前に、ＡＭＤＡがここで活動する理由はもちろん、ルワンダの簡単な歴史もわ

かっていただくべきだと思います。

　　ルワンダ、ブルンヂ、ザイールは１ ９１８年から１９６２年までベルギーの植民地で

　した｡実際には１９５９年から不満分子､つまり植民地主義に反対する人々の運動が徐々

　に革命の種を蒔き始めました。 １９６１年ベルギーはルワンダから出ていき、１９６２

　年に内戦が起き、ツチ族はルワンダを後にしなければなりませんでした。人々を民族別

　に分けることはニ民族間の怨恨の原因であり、植民地支配の時代にこの怨恨は徐々に大

　きくなっていきました。ルワンダの主な二つの民族はツチ族とフツ族です。 １９９４年

　の戦争以前のルワンダの人口はおよそ７００万人で、その８４％がフツ族、１６％がツ

　チ族でした。約１ ００万人が戦争で殺され、約２００万人がプルンジ、タンザニア、ザ

　イールといった隣国に難民となって出国しました。 １９６３年、ツチ族はルワンダに入

　ろうとしましたが、失敗しました。この時大虐殺が行われました。ルワンダはフツ族の

　支配にあり、１９６３年から１９７３年まではほとんど正常の生活を送ることができま

　した。１９７３年、ハビャリマナ将軍がルワンダ大統領となると、再び多くのツチ族が

　殺され、ルワンダから追い出されました。１９７３年から１９９０年までは警察や一般

　人による殺人がいくつもありました。 １９９０年戦争がまた勃発し、ツチ族はルワンダ

　に入ることに成功し、ルワンダ北部を占領しました。ツチ族の運動はルワンダ愛国戦線

　（Ruwanda PatrioticFront、RPF）として知られています。国際機関等の圧力の下、１９

　９３年４月４日、タンザニアにおいてＡＲＵＳＨＡ平和協定がＲＰＦとハビャリマナ大

　統領との間で調印されました。しかしハビャリマナ大統領とその政府は平和協定の各条

　項を次々に破り、密かに大量虐殺の実行を計画していました。 １９９４年４月６日、ハ

　ビャリマナ大統領はプルンジ大統領とともにタンザニアから戻ろうとしました。大統領

　の乗った飛行機はキガリ空港付近で墜落し、両大統領とも亡くなりました。そして、本

　当の怨恨となる大量虐殺がルワンダで始まりました。これは第二次世界大戦後、世界で

　最も大きく残忍な殺人でした。ツチ族は少数派にもかかわらず、ＲＰＦの絶大な指導力

　により、ツチ族は勝ちました。この戦争の後、ルワンダの勢力図式は完全に逆転し、こ
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の戦争で、すべてが破壊されました。電話、水道、電気の連絡路・供給路は壊され、事

務所、店、市場は閉まってしまいました。積み重なった死体の山が道路にもありました。

どの家や店でも略奪され、どの家や店の中でも弾丸の跡が残っていました。全世界がル

ワンダでの凶悪な殺人に驚きました｡この戦争ではどの家族も親類や友人たちを失い､言

い難いほどの悲しい生活が始まりました。この段階で国連事務局、国連軍、ＩＣＲＣ、国

際ＮＧＯが緊急救援措置をはじめすべての面での救援措置に立ち上がりました｡食糧･そ

の他の物資の輸送･供給もあれば医療活動もありました｡この時ＡＭＤＡは日本に居座っ

ていませんでした。良心とヒューマニティー溢れるＮＧＯとして、１９９４年６月ルワ

ンダで医療活動を始めました。最初のガラマ病院で活動した後、健康省と討議し、その

結果、１９９４年１１月２１日よりルトンド・ヘルスセンターのプロジェクトを開始し

ました。この時は明らかにルワンダの状況は正常でした。しかし国境付近は、常時フツ

族の難民に脅かされ不随でした。私たちはまだ過酷な条件下で活動しています。 ＩＣＲ

ＣやＵＮＨＣＲとの協力でルワンダに戻ってくるフツ族もいますが､治安は不安定です。

ルワンダの将来はまだ不透明です。

　さて、ルトンド・ヘルスセンターの中を少し覗いてみましょう。建物の内外に施設が

あります。戸外の施設に来所する患者の平均数は月１２００人です。施設内の収容能力

は産科病棟も含めて５０床です。まだヘルスセンターにはいくつか補うべきところがあ

ります｡最も重要なことはヘルスセンターやその付近に電気が通じていないことです｡し

かしこの問題は直ちに解決されます。 ＡＭＤＡはソーラ・システムを設置する予定だか

らです。実験施設はまだありません。疾病の診断はすべて患者の病歴と臨床試験をもと

に行われます。ここで疾病ごとのパターンについて触れてみたいと思います。５０％以

上の患者が常にマラリア患者です。これまでの私の診断ですと、驚いたこと心臓病の患

者はいまだに一人もおらず、ウイルス性肝炎の患者がわずかに二人です。心臓と肝臓の

疾病はアフリカよりもむしろアジアによくみられがちです。既に私たちはマラリアのワ

クチン・プログラムを成功させ、完了させました。このプログラムによりルトンド地域

のマラリア発生を防ぐことができました｡今度は近く栄養プログラムを始める予定です。
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■ルワンダ難民救援医療活動報告（ザィール）

　　　　　N utrition centerreport

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護婦　大谷敬子

　５月分のものを書く前に、３月、４月の内容を少し要約させて下さい。

　３月は、TherapeutiqueとSupplementaire両方の責任者が辞めてしまってNew Nurse（A

2）1人をかけ持ちの責任者になってもらった。この月から毎月５歳以下の子供の体重測

定を開始。体重を測りに来た子供は71％。前回に比べ（1月に測定したもの）体重が同じ

かもしくはdownしているcaseは14.6％。

　4月はriceがoutofshock（also Hay）で配給されずかわりにメイズフラワーを受け取る。

体重測定の出席者はonly 47％。ほとんどの母親が食事も充分にもらえないのに連れて来

ても同じだとか、仕事がいそがしくて難しいetcの理由だった。ＵＮのミーティングでは

栄養失調児が５歳以下の所はTherapeutique centerを閉めろとinformされるこの時点でカ

レヘの状況は約1～2％。

　5月８日Thearapeatique centerclose。Kwashiorkor の子供（70％以下の子供はo）はホス

ピタルで管理との由…といっても感染が気になって、結局５月中はFeeding centerで様子

をみていた｡（6月に入ってからはラボとTherapeatiqueのテントを入れ替えてラボのテン

トを小児病棟とし、主にkwashiorkor andシリアスな栄養失調のケースを扱うことに…）

５月に入ってはじめたことは

　　　　　1)4ヶ月ごとにvit-A(5歳以上の体重チエック時)をすべての子供に配給開始

　　　　　　6ヶ月～5才の間(Fix)m UNICEF)

　　　　　2)7ヶ月以上の妊婦と６ヶ月内の乳児を持つ母親にUNIMIXを180g/dayの配

　　　　　給(From UNHCR)

　　　　　3)今までSupplementail｡でcookしたUNIMIXを配っていたが、UNHCRからの

　　　　　要請もあって、パウダーを配って家で与えてもらうことになった。

　　　　　4)UNから母親を失った6ヶ月以下の乳児に別の母親(同じ年齢あるいはそれ

　　　　　に近い年令の乳児を持つ母親)を見つけて与えるようMeetingの際、informさ

　　　　　れる。

　　　3)についての問題は、他に子供がいたら分けてしまう・‥というのも１人だけ特

　　　別に作って与えることは、とても難しいとの由、確かに５才以上の子供に説明して

　　　も納得するなんて考えられないと思う、とりあえず毎日体重を測って、母親にも必

　　　要性を再度説明して、様子をみていくことに・・・。

　　　4)についてはほとんど不可能だった｡同意してくれてもミルクがもらえなきゃだめ

　　　だとか、１日２回のみand Feeding Centerからミックスをもらうこと‥・、条件を

　　　出されてしまう‥・、孤児の子が充分にもらえないまま、Feeding Centerからもそ

　　　の母親に食べ物を配らなきやいけないなんてわりに合わないような気分になって、

　　　結局こちらから孤児にミルクを配ることにした(今の所、2 case)
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　３月中旬くらいから、ルワンダ経由の食糧が充分に届かず(WFPに)難民達に充分な食

糧(それだけでなく石ケン等の必需品も‥・)の配給がされてない状態、そのためキャ

ンプのみんなは外に働きに行ってる様子、ちなみに最近の配給は、乾燥したコーン？が

バケツに2/5ほど、豆が約600 goilと塩が200mlのコップに1/10～1/8程度これがper

pexsonで2週間分､３日もっていい所との由、もちろん2種類の食事だけで充分なわけじや

なし、外で働いて１日にもらえるお金は1000～2000NZ($1=4800NZ)かなりHardである

ことは確か。ほとんどの難民は１日に２食との由。

　5歳以下の３ヶ月間の体重を調べてみてupしてない子供は約14％それでもUNのプロト

コール内には、栄養失謁見に属さないため今後も注意してfouow up していくことぐらい

しかできず(結果的には栄養失調を待つ形になる恐れがあるので、ＵＮのMeetin9時か

reportで知らせる必要有り)現に最近はpremature birthも少し増えてきていることも確か。

(6月に入ってひどいケースが2つ、2人とも900 9 3日ももたず亡くなってしまった‥･)

　６月からはキャンプに出て外で母親への教育に重点を置いて活動する予定。

＊５月の５才未満の体重測定の出席率は71.9％。weightがupしなかった子供は23.8％。
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・ルワンダ難民救援医療活動報告（ルヮンダ）

～ルワンダプロジェクト視察報告～

本部担当　片山　新子

一面に広がるバナナ畑の中に、ＡＭＤＡが支援する「ル・トンド病院」がある。

毎日、診療所の入り口では、子供たちの笑顔が私たちを迎えてくれる。

どこまでも広がる青い空とどこまでも続くバナナ畑を見ていると、

「昨年の夏に内戦で約50万の人々が虐殺された｡」という事実が歴史の教科書の

一ページのように感じられ、遠い昔のように思えてしまう。

しかし街の至るところにある建物の銃弾の跡は生々しい「現実」を物語っている。

「アフリカのスイス」と呼ばれる美しいこの国で、約200万人のフツ族（ルワンダ人）

は必死の想いで何百キロの道を歩き隣国の難民となった。

山の頂上まで美しく耕されたお茶畑をどのような想いで後にしたのだろう・・・

　　【ル・トンド病院再建プロジェクト】

　　ベッド数約50床のこの病院はＡＭＤＡが支援するまで､現地のメディカルアシスタン

　トと看護婦の２名が細々と運営をしていた。旧政府軍により窓ガラス、ドアは破壊され、

　ベットはあるもののマットはないという状態で、病院としての機能には限界があった。

　　昨年９月にＡＭＤＡはルワンダ北部のガラマ地区よりさらに深刻である首都キガリヘ

　と支援の対象を移した。（ガラマの支援体制はベルギー赤十字に引き継いだ｡）８月下旬

　よりルワンダ国内に詳しい菊地調整員を派遣、９月中旬には大脇医師（プログラム・ダ

　イレクター）を派遣しキガリでの医療ニーズを調査。11月にルワンダの厚生省機関と契

　約を結び、ル・トンドでの活動を本格的にスタートした。

　　二人の現地人スタッフだけの頃には一日10名だった外来患者もＡＭＤＡの支援が始

　まると一日平均100名、多い時には200名近い時がある。私が視察に入った時も毎日多

　くの患者がＡＭＤＡの医療チームが到着する前から外来の椅子に座り診察の順番を待っ

　ていた。「この人たちは一体どこから来るのだろう｡」辺り一面はバナナ畑しか見えない。

　菊地氏の調査では、かなりの広範囲から来るとのことだった。

　　病院の評判がクチコミで知れ渡り、人々は遠い道のりを歩いて来るのである。活動開

　始１か月は「無料診療」を行っていたが、病気でない人、薬を手に入れてそれを売る人

　が現われ出した為、年が明けて「有料診療」に切り替えると患者の数は減少した。その

　後､診察した結果「本当に病気の人からはお金をとらない」とすると患者の数は増加。Ａ

　ＭＤＡ医療チームはこのような試行錯誤を繰り返し、その土地にあった医療活動を展開

　して行くのである。（この「診察･薬品代」はＡＭＤＡが撤退した後の病院活動費に充て

　る｡）診察室では通訳を側に置いて、ＡＭＤＡの医師が診察を行って行く。その結果その

　病気にあった薬が処方され、別の部屋で、それを受け取る。ＰＳＦ（国境なき薬剤師団）
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ル・トンド診療所

いつもの笑顔が

むかえてくれる

朝のミーティング

AMDAのドクターと

ローカルスタッフで

栄養失調の子どもに

卵を食べさせる菊池氏
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や保健省（厚生省）から薬の寄付を受けたり市内の病院、ナイロビから薬を補給するが、

かなりの量の薬が必要である。

　夕方病院から帰ると、歌川看護婦が薬のリストを作成する。常にオフィスに在庫があ

るように少なくなったら補給しておかなければならない。薬の名前が市販名ではなく原

料名の為覚えるまでけっこうややこしいらしい。病院から帰っても次の日の準備で歌川

さんは忙しく働いていた。昨年１１月にアフリカに渡って以来、日本とは全く違う医療

現場で悪戦苦闘もしたであろう。でも彼女はその新しい状況を自分の挑戦として楽しん

でいるようだった。停電・断水があったり、毎日同じ味（美味だけどあきる！！）の食

事、自由にー人で外出ができない状況にストレスも多いと思うけど‥・「英語がダメ」

という彼女がネパール人医師と得意な（？）ヒンディー語で会話をしている姿には感心

させられたしまった。

　さて、ここでもう一人活躍する日本人「菊地さん」について語りたい。彼は私が今ま

で会った中で一番輝いている（ある意味で）男性で、顔は小堺一機に似ている。滞在中

は殆どの行動を共にした為、ＡＭＤＡのこと、仕事のこと、果ては人生について（？）語

り合ってしまった。菊地氏は医療従事者ではないが、ル・トンド病院ではローカル・ス

タッフを取りまとめ、栄養失調の子供に卵を食べさせたり、病気の子供の母親と話をし

たりと常に患者に対して気を配って接していた｡ここを訪ずれる患者や働くローカル･ス

タッフにもいろいろな事情がある。家族を失っていたり、みなし子になった子供を養子

にして育てていたり。菊地氏は接するひとりひとりについて「その事情」を私に説明し

てくれた。おかげで私は少しだけどその国の現状を理解することができたと思う。

　ルワンダ滞在中に阪神で大地震が発生。第一報をラジオ・ジャパンで聞いて、言葉を

失った。「淡路島が震源地だったら、岡山はものすごーく近いじゃあないのぉ！！」すぐ

に本部に電話をしたが通じない。「まさか本部がつぶれてしまったのでは！！」正直､本

部よりも家族のことが心配だった。家にも通じず、私は暗い気分になった。いつものよ

うに診療所に行く道の脇では子供たちが笑顔で手を振ってくれている。日本で起きた地

震はここから見れば、「遠い遠い国の話なんだなあ」と感じた。確か、私はこの国で大虐

殺が行われた記事を読んだ時、「アフリカのどこかの国の話」と思っていた・・・

　【ＡＭＤＡナイロビ事務所】

　ザイール、ルワンダでプロジ､エクトを進める場合、物資補給や資金管理の関係上、ナ

イロビに管轄する中継事務所が必要である。その為、ＡＭＤＡは昨年１２月にＡＭＤＡ

ナイロビ事務所を設置した。事務局長として中村さん（スワヒリ語ぺらぺら/女性）が頑

張っている。この事務所は、ナイロビに在住しているＪＩＣＡの方々、道祖神（旅行社）

の方々のご尽力を頂いている。私たちのアフリカでの活動がスムーズに行くように多数

の助言を下さり、本当に感謝、感謝である。

　　ちょうどナイロビにいる時、私は誕生日を迎えた。その日は早起きをして、バラの花

　束を買って、事務所のありとあらゆるビンに飾った。中村さんが作ってくれたちょっと

　豪華な（？）朝ごはんでお祝いをして、とても忘れられない幸せな誕生日であった。
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　【おわりに】

　ルワンダの首都キガリからウガンダの首都カンパラまで、バスで移動した。国境の出

入国の手続きをする以外ノン･ストップというハードな移動であった（全行程１４時間）

が、豊かなルワンダの国土とシマ馬の群れにすっかり感動させられてしまった。はじめ

てのアフリカにすっかり魅せられた今では、プリプリの「世界で一番暑い夏」をカラオ

ケで歌って、アフリカ滞在を偲んでいる・・・

ルワンダとウガンダの国境

山の頂まで耕されている（ルワンダ）
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■ソマリア難民救援医療活動報告

″●

″●

ジブチ共和国ソマリア難民キャンプ４月活動報告

１．概要

・猛暑の始まりにもかかわらず、死亡率、羅病率は高くなかった。

　しかし、アウルアウサから移送された難民が居住しているアリアデ・キャンプのセ

　クションＪでは、寄生虫が大きな問題となっている。トイレ施設が不足しているた

　め、この寄生虫問題に気付くのが遅れてしまったが、戸外での排便と、家事や飲料

　用に川水を使っていることが原因と思われる。この問題を解決するには、早急にト

　イレ建設を行い安全な飲料水を確保する必要がある。

・水不足は特にアリアデ・キャンプで長い間問題となっているが、ＵＮＨＣＲは井戸

　をアリアデに２つとアッサモに１つ建設することを決定した。また、すべてのキャ

　ンプに貯水池も増設することになった。 ＵＮＨＣＲがこのように積極的に水問題の

　解決に取り組んでいることは非常に望ましい。

・ホルホル・キャンプのセクションＧでは３８才の女性が毒蛇にかまれ、翌日病院で

　死亡した。この後、毒蛇が隠れていそうな所を撤去するキャンペーンを行った。

・今月死亡した５才以下の幼児４人のうち３人がアリアデキャンプの栄養補給プログ

　ラムの子供だった。これを教訓に栄養補給プログラムの子供を週に２回診察し病気

　の早期発見に努めている。

２．ＵＮＨＣＲの帰還プログラムとチェペレでの活動

　　今月は、予定していた帰還プログラムが実施されなかった。これはジプチ政府と

　エチオピア政府の二国間合意が遅れたためで、このプログラムがいつ開始されるか

　はわからない。

　　一方、ジプチ市の登録されていないエチオピア難民の帰還用の中継地であるチェ

　ベレーでは、テントなどの必要なものはすべて整い準備もできている。ごみ処理施

　設も同様に整っている。還に２回、１０００人ずつ帰還が行われる予定で、ＡＭＤ

　Ａは帰還にあたりチェベレーに医療チームを派遣することになっている。診療に加

　え、ＡＭＤＡは５才以下の子供全員にビタミンＡを配布し、ＵＮＨＣＲの許可が得

　られれば予防接種も行うつもりにしている。

　３．キャンプでの殺虫活動

　　　ＵＮＨＣＲとの交渉の結果、ジプチの衛生局が今月２３日にホルホルで殺虫活動

　　を開始した。引き続き、翌２４日と２５日にアリアデとアッサモでも殺虫活動も行

　　なわれた。ホルホルとアリアデでは、成虫対策として殺虫剤を各テントに散布し、

　　幼虫対策としてＡＢＡＴＥという化学幼虫殺虫剤を水溜まりに散布した。

　　　この活動のために、衛生局は１９人の作寮員と散布器を提供、ＵＮＨＣＲは灯油、

　　交通費、殺虫剤の費用を提供した。
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４．関係団体からの寄付

・衛生局より

　　難民キャンプでのマラリア対策用に殺虫剤散布器３つと幼虫殺虫剤ＡＢＡＴＥを

　２０リットル。

・ＵＮＩＣＥＦより

　　キャンプでの衛生教育活動用の本とポスター。

・ＭＳＦオランダより

　　栄養プログラム用の調理鍋３つと、現地医療スタッフ教育用のDavid Werner著

　"Where There ls NO Doctor"のソマリア語版。

・難民局より

　　栄養プログラム用の灯油コンロ６台

５．ミーティング

・４月６日、ジブチ衛生局と難民局医療班とのミーティングをもった。この場で、衛

　生局はアリサビエに検査機関を設けるよう提案した。彼等は特にスライド準備の仕

　方、マラリアの顕微鏡検査等についてＡＭＤＡが雇用している現地医療スタッフの

　技術指導を行うことに合意した。

　　また、キャンプでのマラリア対策として以下の事業を行うようにとの提案を受け

　た。

　　ａ．治療：マラリアの臨床診断基準に基いて。

　　　　　　　この基準の指導監督はＡＭＤＡ担当。

　　ｂ．衛生教育：マラリアおよびマラリア蚊の駆除に関する知識。

　　　　　　　ＡＭＤＡと難民局担当。

　　ｃ．病原菌媒体のコントロール：殺虫活動。

　　　　　　　衛生局、ＡＭＤＡとＵＮＨＣＲ、および難民局担当。

・４月１２日、アリサビエ市長公邸で、市長と関連団体の意見交換会が行われた。主

　な出席者は赤十字アリサビエ支部、ＡＭＤＡ、難民局医療班、ＣＯＯＰＩ、アリサ

　ビエカトリックミッション、ＵＮＨＣＲ、アリサビエ病院の代表者たち、およびア

　リサビエの長老と実力者たちだった。この会はアリサビエの赤十字がマラリア対策

　と地域の環境衛生整備の資金集めのために呼びかけて開催されたものである。参加

　団体に対して、資金・技術・人材の点での協力が呼びかけられた。

・４月２７日、キャンプ活動関連団体の毎月定例会議が聞かれた。今回は難民局から

　９名、ＡＭＤＡから２名、ＵＮＨＣＲから４名参加。 ＵＮＥＳＣＯとＷＦＰは欠席

　していた。各参加団体からのキャンプ活動に関する報告に加え、医療・教育・食料・

　水・難民帰還について話し合った。 ＵＮＨＣＲはアリアデに井戸を２つとアッサモ

　に１つ、および貯水池の増設を約束してくれた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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二国際緊急保健医療援助支援事業海外フィールドトリップ¬

にｰ･-一一一一厚生省ＮＧＯ研修事業ミッション報告~一一一一-一一一一」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ事務局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本秀樹

＜はじめに＞

　現在、政府機関とＮＧＯの連携が求められている中で、平成６年度からＮＧＯの

スタッフに対して研修事業が開始された。６年度は、まず国内での支援事業として

平成６年10月の岡山でのＮＧＯサミットにおいて緊急救援に関するセミナーが開催

された。また、厚生省、ＷＨＯ、（社）国際厚生事業団の協力で日本の保健医療援

助活動を行うＮＧＯのスタッフをミャンマーとスーダンにおいて派遣し現地の政府、

国際機関、ＮＧＯ等を訪問しこの機会に日本のＮＧＯが実際の援助活動を始めるきっ

かけを作るというものである。

　ＡＭＤＡからは妹尾美樹看護婦、梅崎医師らが緊急援助に関する国内研修および

ミャンマーフィールドトリップに参加した。スーダン・ミッションには山本が参加

した。

＜日程＞

　　　３月１７日成田発

　　　１８日　　　カルツーム着

　　　　　　ＷＨＯ訪問

　　　　　　スーダン政府（外務省、保健省、社会開発庁）訪問

　　　１９日　　　カルツーム周辺での国内避難民キャンプ訪問

　　　２０日　　　カルツーム州政府保健省

　　　　　　スーダン国内のＮＧＯ訪問

　　　　　　　（赤新月社、Dawa lslamia、lslamic Relief Agency）

　　　　　　イブンシナ教育病院（旧JICA協力事業）視察

　　　２１日　　　スーダン国内のゲダレフ地方訪問

　　　　　　WHOのカラアザールセンター訪問

　　　　　　ゲダレフ州政府の保健医療機関訪問

　　　２２日　　　日本大使館訪問

　　　　　　カルツーム大学医学部長訪問

　　　２３日　　　在カルツーム国際機関（UNICEF､UNDP､WHO）訪問

　　　　　　SIMA（Sudan lslamic Medical Association）と会談

　　　　　　カルツーム発

　　　２４日　　　ナイロビ着

　　　　　　OLS（Operation Life Line）訪問

　　　２５日　　　WHO､Somaliaと協議

　　　　　　ケニア・ナイロビ発

　　　２６日　　　ロンドン乗り換え

　　　２７日　　　成田着

　　＜現状報告＞

　　　スーダン国内では、北部のイスラム教住民と南部のキリスト教系住民の間で長い

　　間内戦が続いており、スーダン国内で約３００万人もの国内避難民を生んでいる。

　　首都ハルツーム州周辺でも約１００万人もの国内避難民がおし寄せており、ジュベ

　　ラリア、マヨ、ソボの各地で国内避難民のキャンプができている。大量の国内避難
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民の到来は地元の医療状況にも大きな影響を与えており、感染症の流行、薬剤耐性

マラリアの流行、地元医療機関への患者の集中による地元医療機関の機能の破綻等

の状況を生んでいる。

　このような状況であるにも関わらず、スーダン政府と西側先進諸国との政治的問

題のために日本を含めた西側先進諸国からの援助は、１９９２年以来ストップして

おり北部スーダンの国内避難民に対する国際社会の救援の手はほとんど差し延べら

れていない。スーダン国内の国内避難民に対する援助は、スーダン国内のＮＧＯに

よって行われているにすぎない。

　１９９４年６月には、ハルツーム大学の医学部長アーメド教授よりＡＭＤＡへ協

力要請が、１９９４年１０月岡山で開催された「ＮＧＯサミット」においてもスー

ダンから出席したＳＩＭＡ（スーダン・イスラム医師協会）からも、スーダン国内

避難民に対する医療協力をＡＭＤＡは依頼されて協力の検討を行ってきた。今回の

ミッションにおいて現状把握を行うとともに今後の支援協力が決定されることとなっ

た。

＜今後の方針＞

　今回の厚生省・ＷＨＯ・ＮＧＯ合同ミッションにてスーダンハルツームにて、国

内避難民キャンプを視察すると共に、現地ＷＨＯ、現地日本大使館、スーダン国保

健省、スーダン国ボランティア協会、Ｓ ＩＭＡ、ハルツーム大学医学部を訪問した。

スーダン南部は依然として内戦が続いており治安・ロジスティクスの面で困難が多

いことから、ハルツーム周辺で国内避難民救援プログラムを開始する事について協

議を行い、救援事業を開始するという合意が確認できた。

　具体的には、ハルツーム周辺のハルツーム大学付属病院周辺の国内避難民の多く

居住する１０ヵ所の地域のヘルスセンターヘの巡回診療をハルツーム大学の医師や

医学生およびスーダンイスラム医学協会（ＳＩＭＡ）と協力して行う。とりわけ、

国内避難民の間でマラリアの頻度が高いことから、マラリアの予防プログラムに重

点をおいて日本から顕微鏡、健康教育機器等を寄贈して現地のＷＨＯの指導のもと

に実施協力する予定である。平成７年度郵政省国際ボランティア貯金にも活動資金

を申講中である。

　本プロジェクトは昨年のＮＧＯサミットで結成されたＩＮＮＥＤの成果として期

待される。

＜実施協力者＞

University of Khartoum， Faculty of medicine

SIMA（Sudan lslamic Medical Associationa）

AMDA（Associationof Medical Doctors of Asia）

WHOスーダン代表事務所
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スーダン保健雀　　　　　　　　ｙ

今川スーダン大使　勝田医務官IJ…………

WHO（Sadrizah、安川）

厚生雀（葛西、朝日）

AEF（井上医師）

らと

ハルツーム大学

　医学部長

　　アーメド教授（写真右）

スーダン大使館

　医務官

　　勝田先生（写真左）

AMDA山本（写真中央）

SIMAのメンバー

と　筆者
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り5JﾓI

センター東京　〒160　東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

TEL相談03-5285-8088　事務03-5285-8086　FAX03-5285-8087

相談対応言語：英語　中国語　スペイン語　韓国語　タイ語

及び時間　　　　　　　　月曜～金曜　9 :00～17 : 00

　　　　　　　ポルトガル語　：月／水　9 :00～17 : 00

　　　　　　　フィリピノ語　：水曜日　9 :00～17 : 00

　　　　　　　ペルシャ語　　：火曜日　10 : 00～17 : 00

センター関西　〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

TEL相談06-636-2333，FAX06-636-2340

相談対応言語：英語　　　月曜～金曜　10 : 00～16 : 00

及び時間　　　スペイン語　　：月～木　10 : 00～16 : 00 金　13 : 00～16 : 00

　　　　　　　ポルトガル語　：木　　10 : 00～13 : 00 金　13 : 00～16 : 00

　　　　　　　ﾈﾊﾟｰﾙ語,ﾋﾝﾃﾞｨｰ語：火　　　13 : 00～16 : 00

　　　　　　　タイ語　　　　：月水　　13 : 00～16 : 00

　　　　　　　中国語　　　　：月10～16 : 00 木13～16 : 00　金10～13 : 00

　AMDA国際医療情報センター便りの構成を変えました。これまで、データ中心でしたが今後はデー

タは３ヵ月に１度にし、そのほかの記事を載せていきたいと思いますのでよろしくお願いします。

ご意見等をお待ちしています。

肖U黛之1歯鳶

″●

″●

１．月刊

２．季刊

　　京

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長丿淋米幸

国際医療協力　各号，ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会），岡山

ＡＭＤＡ国際医療情報センターニュースレター　各号，A延）A国際医療情報センター，東

３．４嚇米幸：難民・在日外国人の抱える医療問凰公衆衛生．54:317～320 ，1990

4.d嚇米幸：在日外国人への医療サービス．国際人流，42:28～29，1990

　　＊連絡先駆管協会

５．宮地尚子：ボストン在住日本人のメンタルヘルスケア.1991.

　　＊文献連絡先近畿大学医学部衛生学教室内　著者

６．小林米幸：在日外国人の医療間乱からだの科学，1 5 6 : 134 ～138 ，1991

7.小林米幸：外国人患者受入れの問題点と展望．月刊保険診療，47:10～16.1992
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８．小林米幸：外国人患者診療ガイドブック，㈱ミクス，東京，1993

　　＊㈱ミクス　03-3294-8701

9.小林米幸：６ケ国語対応　日本の医療・福祉制度ガイド．中山書店，東京，1993

10.小林米幸：外国人患者と日本の医療・福祉制度．月刊薬事.3 5 : 2007～2013，1993

11.小林米幸：外国人居住者の健康問題．地域保健，7:6～7，1993

12.中西泉，岩井くに：日本の中での国際医療.General iledicine， 4 : 258 ～261 ， 1994

13.桑山紀彦：山形県の外国人花嫁と日本人家族．臨床精神医学，2 2 :145 ～151 ，1994

14.4嚇米幸：外国人医療の諸問題とその背景．医療，1 0 : 55～57，1994

　　＊㈱ミクス

15.香取美恵子：外国人も受け入れる日本の医療制度．医療.1 0 : 57～59，1994

16.小林紫英：国際化の中の外来診療．小児内科，２５増:68～71，1994

17.中村安秀：外国で多い疾患の心得．小見内科，２５増:72～77，1994

18.イチロウ　シラカワ，桑山紀彦：日系ブラジル人の出稼ぎ者とその精神疾患について．こころ

　　の臨床アラカルト．１３増:7～10，1994

19.桑山紀彦：多様化する多文化間ストレス．こころの臨床アラカルト，１３増:56～65.1994

20.宗像恒次：海外生活者のメンタルヘルス：こころのトラブルを肪ぐ本，法研出版，東京，1994

　　＊宮地尚子分担執筆

21.外国人患者への薬剤の説明法．臨床と薬物治療，1 3 :412～414 ， 1994

22.中沢弘行：外国人妊産婦をめぐる諸問題一私的医療機関の立場．日本医師会雑誌.111

　　1963～1968，1994

・
・

　　　　23.神津弘：外国人妊産婦をめぐる諸問嘉一外匯人妊産婦への病院の対応．日本医師会雑誌，11

　　　　　　1 : 1969～1975.1994

　　　　24.小林米幸，喜多悦子：在日外国人の診療時の注意　ledical Practice，11臨時増刊号:

　　　　　　126～132 ， 1994

　　　　25.曹波茂．小林米幸：アジア的視野で医療に取り組むＮＧＯ一医師のボランティア組織崖DAの活

　　　　　　動，病院，5 4 :163 ～167 . 1995

,●　　26.小林米幸：外国人居住者に対する地域医療サービスはどうあるべきか．国憲文化研修，6:8

　　　　　　～12，1995

　　　　27.小林米幸：外国人への看－看護.4 7 :32～38，1995
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屈一ij･ががーとズ∂がダ

　　「うちは外国人は診ていません」受話器の

向こうから聞こえてくる冷たい一言に、最近

とてもやるせない気持ちと怒りを感じる。

　センター東京では、月２００件以上、セン

ター関西では月１００件以上の医療相談を電

話で受けている。その殆どは病院紹介で、在

日外国人が日本人患者と同じように医療情報

を得られるようにと努めている。病院を探し

ているという相談を受けた場合、登録医や協

力医の医師を紹介する以外は必ず、紹介先の

病院に各々電話し、確認作業をしている。し

かし、その患者が住んでいる地域によっては、

ひとつのケースにつき、５、６件の医療機関

に問い合わせ、それでも結局見つからず、途

方にくれてしまう事がままある。そんな問い

合わせをする中で、上記の病院のように、こ

ちらが外国人と口に出しただけで、強い拒否

反応を示す医療機関がある。拒否しないまで

も、その人の状態等はそっちのけで、執拗に

　「どこの国の方ですか？」と聞く医療機関も

ある。どうやら以前、ある特定の国籍の方と

何らかのトラブルがあったと思われ、どこの

国の方かを知った上で、診るか診ないか判断

し、トラブルを未然に防ごうとしているよう

だ。医師が外国語を話せたり、患者が片言の

日本語を話せるような場合でも、国籍で拒否

された事がある。

　最近、「医療はサービス産業」という見出

しを新聞で見た。厚生省の行なったアンケー

トによると、６割以上の人が、医療はサービ

ス業と考えているという。サービス業とはサ

ービスを提供する専門家と、それを必要とす

るお客さんとで成り立っている産業である。

ところが、現実には上記のように、外国人患

者を医療を必要としているお客さんはおろか

外国人患者を日本人患者と同じ立場の患者と

44　国際医療協力vol.18 N0.6 1995

いう見地で見ていないのである。もちろん、

言葉や生活環境の違いから引き起こされる問

題はあるかもしれない。しかし、国籍や人種

だけで人を判断し、受け入れるかどうかを決

めるという姿勢には強い偏見を感じた。

　また、少し大きな病院になると、最初に電

話に出た受付や看護婦の方が、医師との話し

合いなしに、自分の一存で受入れるかどうか

を決めている場合もある。我々のように問い

合わせる側では、電話に出た人の対応の仕方

で、その病院全体の印象が決まってしまうよ

うな事があり、あまりにも受付けの方の対応

が不親切だと、いくら外国語が話せる医師が

いても、その病院を紹介するべきかどうか迷

ってしまう。その病院は患者を大切に診察す

るかどうかという事が、電話一本でどこまで

分かるかは疑問だが、医療は一種のサービス

産業であるという考えが、少しでもその病院

にあれば、電話対応もサービスの延長として

より良いものになるのではと思う。

　「医療はサービス産業」という意識が全員

に徹底され、外国人、日本人の別なく誰にで

もそのサービスを提供してくれる医療機関が

さらに増える事を願うとともに、私自身もそ

の「サービス産業」を行っている一人として

責任ある電話対応をしていきたい。

　　　　　　　　　　　　（センター東京）
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　５月の26日に、厚生省の

　「外国人に係る医療に関する

懇談会」はオーバーステイの

外国人であっても常時雇用さ

れていれば健康保険への加入

を認めるよう提言をした報告

書をまとめました。このこと

は、テレビや新聞のニュース

でも報道されましたのでご存

じの方も多いと思います。

　このことは、外国人の方々

の間でも関心が高かったよう

で、センターにも問い合わせ

が何件もありました。「健康

保険」という名称は、一般的

に言われている「社会保険」

の正式名称ですが、そこから

誤解も生じたようで、健康保

険だから、「国民健康保険に

も入れるようになったと聞い

たが」という電話が多かった

です。そういう電話に説明を

しながら、健保に入れる人は

どの位の人数いるのだろうと

思いました。

　残念ながら、オーバーステ

イの人が国保に加入するのは

今後も難しいと思いますが、

健保だけでも加入が認められ

て良かったと思います。

皿ら

日本経済新聞　1995年５月27日朝刊

　
廻
笛
は
、
「
（
不
法
滞
在
を
）

容
認
す
る
よ
う
な
形
で
新
た
に
制
度

的
な
対
応
を
行
う
の
は
不
適
当
」
と

外国人への健保適用

　
ぶ
法
滞
在
外
国
人
の
医
療
費
未
払
い
問
題
な
ど
へ
の
対
硲
を
検
討
し
て
き
た
厚
生
省
の

「
外
国
人
に
係
る
医
療
に
関
す
る
懇
談
会
」
（
座
長
・
加
藤
一
郎
成
城
学
園
名
誉
学
園
長
）

は
二
十
六
日
、
不
法
滞
を
で
あ
っ
て
も
常
時
雇
用
さ
れ
て
い
れ
ば
健
康
保
険
へ
の
加
入
を
事

実
上
認
め
る
よ
う
提
誘
す
る
摺
笛
を
ま
と
め
、
厚
生
省
に
提
出
し
た
。
救
急
医
療
に
か
か

っ
た
費
用
に
限
り
、
国
が
自
治
体
に
附
政
支
援
ず
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
。

同
省
は
こ
れ
を
受
け
、
必
要
な
制
度
の
見
直
し
を
進
め
る
方
針
だ
。

四
書
四
常
時
雇
用
を
条
件
に

で
き
な
い
医
師
の
立
場
を
考
慮
。
生

命
に
直
結
す
る
よ
う
な
緊
急
・
重
篤

な
疾
病
や
負
傷
の
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
体
の
未
収
金
袖
て
ん

圀
陛
ど
を
国
が
蚕
？
る
『
補
助

余
制
度
』
を
新
設
し
て
対
応
す
る
よ

う
求
め
た
。

　
さ
ら
に
不
法
滞
在
者
の
多
く
が
被

唾
用
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
諏
用
主

が
資
金
を
出
し
合
っ
て
医
療
費
に
あ

て
る
「
基
金
」
の
創
設
も
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
あ
げ
た
。
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し
な
が
ら
も
、
約
三
十
万
人
の
外
国

人
が
不
法
に
滞
在
し
、
医
療
費
の
未

払
い
問
題
が
起
き
て
い
る
実
態
を
考

ほ
し
て
「
現
実
的
な
対
応
」
の
必
要

性
を
弛
訓
。

　
　
「
常
用
雇
用
さ
れ
て
い
る
外
国
人

に
つ
い
て
は
、
恵
里
の
届
け
出
に

よ
っ
て
、
健
康
保
険
制
度
を
適
用
ず

る
こ
と
が
適
当
」
と
し
、
間
接
的
な

表
現
な
が
ら
、
滞
在
の
適
法
采
法

に
か
か
わ
ら
ず
、
常
用
腿
同
着
で
あ

れ
ば
健
保
の
加
入
か
ら
除
外
す
べ
き

で
な
い
と
の
見
所
を
示
し
た
。

　
岸
畑
省
は
こ
れ
ま
で
、
「
不
法
滞

征
の
外
国
人
へ
の
医
療
保
険
制
度
の

適
用
は
、
不
法
滞
在
を
助
長
す
る
」

と
し
て
認
め
て
こ
な
か
っ
た
。
今
後

は
暇
用
主
が
必
要
な
手
続
き
を
と
れ

ば
、
加
入
の
巡
が
開
か
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
た
だ
、
健
保
と
並
ぷ
医
療
保
険
の

柱
で
あ
る
「
国
民
健
康
保
険
」
へ
の

加
入
に
つ
い
て
は
、
加
入
時
に
在
留

資
格
の
確
認
が
不
可
欠
な
た
め
、
報

告
轡
は
「
ぶ
法
滞
在
の
外
国
人
に
遡

用
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
」
と
し

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
槻
汚
吏
は
現
行
の
諸

制
度
の
運
用
を
見
ほ
し
て
も
な
お
、

不
法
滞
在
考
の
医
療
費
未
払
い
が
起

き
う
る
と
指
摘
。
「
医
療
機
関
が
可

能
な
限
り
回
収
努
力
を
す
る
の
が
基

本
」
と
強
調
し
な
が
ら
も
、
忠
ぎ
に

支
払
い
能
力
が
な
く
て
も
診
療
拒
否



ソロプチミスト日本会報　N0.35（1995.6〉より

筆者紹介 1946年生れ。岡山大学大学院終了。菅波内科医院（岡山市）院長。

タイの難民キャンプに参加した経験から、’84年にアジア医師連絡

協議会（ＡＭＤＡ本部＝岡山市）を設立、代表を務める。現在アジ

ア15カ国に支部があり、会員は国内450人、海外200人。活動範囲は

アジア、アフリカ、ヨーロッパに及び、各地で難民救援、緊急救援

医療活動を行なぅている。’93年にはＡＭＤＡ内に緊急支援医療を

目的とする「アジア多国籍医雫?団」を結成。著書に「逓かなる夢」。

｢阪神大震災｣下の国際ボランティアＡＭＤＡ

≪ＡＭＤＡ医療ボランティアの動き≫

　阪神大震災は、私たちＡＭＤＡにとっても晴天の寡

腫であった。地震発生の１月17日の午前中、私は外来

診療をしていたが、全国のＡＭＤＡ会員から電話連絡

が続いた。緊急救援のための医療チームは出したのか」

「これから出すのなら参加したい」等々。

　診療を終えて午後１時、私は医療チーム派遣を決断

した。副院長の津曲医師と看護介護部長の和気氏が即

座に参加を了承してくれた。両名ともルワンダ難民救

援活動の経験者である。次に備前市の下野外科内科病

院長と西大寺の岡村一心堂病院長に、医師と看護婦の

派遣を要請。いずれも「ＡＭＤＡ病院長会議構想」の

メンバーである。この構想は、ＡＭＤＡの海外での緊

急医療活動の際、職員を派遣する意志のある岡山の病

院長の集りである。即座に前者からは院長と薬剤師

の２名、後者からは医師、看護婦各１名の参加が決定。

　こうして第１次派遣医療チームは下野医師を団長に

６名で構成され、地震当日の午後４時に神戸に向けて

２台の４輪駆動車で出発。午後11時には炎と煙に包ま

れた長田区に到着。区役所５階の保健所に現地事務所

を開設して24時間診療に入った。巡回診療では、ＡＭ

ＤＡが初めての医療チームだったので、どこの避難所

でも大勢の人々が治療と薬を求めて列をなした。

　翌18日には朝から地元のＡＭＤＡ会員も現地事務所

に駆けつけた。岡山本部からは連日、次々と数名の医

療チームを派遣した。その一方で、派遣する医師と看

護婦を確保するため、９名の本部事務局員が総出で、

会員に電話をかけ続けた。また平素から関係の深い報

道機関には救援活動の速報を次々とＦＡＸで送った。

　20日にはこの報道の効果が表われ、本部事務局の６

台の電話は全国からの問合せに鳴りっぱなしの状況と

なった。北海道や沖縄からも、医師や看護婦などの参

加希望があった。それらの人々には岡山空港に来ても

らい、本部から毎日シャトルバスで送った。同時に現
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ＡＭＤＡ代表菅　波 茂

場に直接参加した医療ボランティアも多数いた。 28日

(土)、29日(日)には参加数は120～130入と最大規模

となった。ところが、27日の保健所の調査では、長田

区内病院と診療所の外来再開が50％以上との結果か出

た。これはＡＭＤＡの救援活動終了目標の数字である。

　27日より本部事務局では、登録していたボランティ

アの受入れ中止の連絡を入れ続けた。しかし、既に有

給休暇を取ったり、航空券を手配した人も多く、一挙

にその数の調整は不可能で、徐々に減らし、２月４日

には医療業務を終了、２月16日には１ヵ月に及ぶ全活

動から撤収した。 ＡＭＤＡを受け皿として、現地参加

した医療ボランティアは延べ1､500人であった。

(繁急医療から日常医療へ≫

　被災地での医療状況は日々変化する。地震発生初日

は骨折や打撲、切り傷などの外傷が医療対象であった。

２日目から寒さと体力低下から､､避難所に感冒が流行

しはじめ、３日目には精神的ストレスによる不眠や胃

炎を訴える人が多くなった。ほとんどの医療チームが

地震ということで外傷に備えた医薬品や手当の材料を

主に持ってきていたため、慌てたのが実情であった。

　５日目頃からは、糖尿病・狭心症・高商J=Fなどの慢

性疾患の治療を求められた。慢性疾悳には一貫した治

療と幾種類もの薬が必要である。緊急医療の対象とい

うよりは日常医療の対象である。できるだけ早く、地

元の医師、かかりつけの医師に戻す必要があった。

　10日目には長田区内の病院や診療所の半数以上が外

来を再開する状況になったため、私たちは地元医師会

の会長、神戸西市民病院長に会い、業務の移行をお願

いした。４日後、同病院から医師と看護婦を各１名派

遣していただき、ＡＭＤＡのボランティア医師らはそ

の管轄下に入り、幸いにも順調に引継ぐことができた。

･≪後方支援体制≫

　緊急救援活動の３原則は、活動拠点の確保、通信の

確保、そして輸送の確保である。これは海外における

″●
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　　　緊急救援活動の経験から学んだものである。

　　　　活動拠点の確保は、まず現場に入って情報を集める
●　　ところから始まる。緊急救援に必要な情報自体も日々

　　　刻々と変る。今回、保健医療情報の拠点である長田区

　　　保健所内に現地事務所を設置できた意義は大きい。ま

　　　た、現場と本部をつなぐ通信手段なくしては、効果的

　　　な支援活動は不可能である。今回は電話回線の混乱が

　　　あったが、アマチュア無線連盟のご協力をいただき、

　　　支障なく活動を継続できたことを喜びたい。

　　　　さらに輸送の確保が可能になったお陰で、多くのボ

　　　ランティアの方々に長田区内で医療活動に関わっても

　　　らうことができた。岡山県航空協会による空路での医

　　　薬品緊急輸送、岡山青年会議所による海路での大量輸

　　　送なくして初期の医療活動は語れないし、本部と現地

　　　事務所間の救援物資輸送トラックや、シャトルバスの

　　　毎日の運行なくしても支援活動の継続はありえなかっ

　　　た。これらの３原則を支えた岡山本部における後方

支援活動は目覚ましかった。色々な形でご協力下さっ
瓦法人や一般の方々に感謝申し上げる。

　　　･≪緊急医療に関する提言≫

●　　　今回の経験から、防災計画の緊急医療体制について

　　　いくつかの提言をしたい。

　　　　①震災発生直後の１週間、特に最初の３日間は、個

　　　人ボランティアの才覚による被災現場でのパッチワー

　　　ク的応急処置が有効である。ケガ人は多く、地元の医

　　　療機関の多くは被災しているため、ボランティアの数

　　　は多いほどよい。この間、行政はその支援対策として、

　　　活動拠点・通信・輸送確保に必要な規制緩和を時限立

　　　法で実施する時である。加えて、緊急医療に必要な器

　　　具と医薬品の補給、応急処置を超える重傷者を受け入

　　　れる後方支援医療機関の確保に努力すべきである。

　　　　②被災後１週間以降は行政がシステムとして作動す

　　　べきである。この時期に必要なのは慢性疾患対応シフ

　　　　トの確立。慢性疾患患者の多くは薬で生命を支えてい

　　　　る。しかしその薬は高価で、ボランティアが提供する

　　　　には限界がある。行政が保険制度と関連した形で治療

り、診療を関始（’95.1.17）

↓神戸市長田区役所５階･)ＡＭＤＡ現池本厚。毎日ＡＭ８時と、ＰＭ５時に

　行なわれた全体ミーティング('95.1.25)

体制をつくる必要がある。行政は、被災発生直後から

１週間かけてこのシフト確立に邁進すべきである。

　③緊急医療にかかる経費は膨大である。 ＡＭＤＡは

平素の支援団体から大口の援助があったお陰で、今回

はなんとかしのげたが、海外援助活動に対する国際ボ

ランティア貯金や外務省のＮＧＯ助成金のような国内

版のＮＧＯ支援策が望まれる。日赤以外の医療ボラン

ティアにも義援金が配分されるシステムも是非とも必

要である。

　④緊急医療において、最も心配されるのは医療事故

である。臨時編成され、また短期間で交替する医療ス

タッフ間の意思疎通の問題、検査機器がなく問診と

理学的所見のみで行なわれる治療、慢性疾患患者の治

療歴や薬アレルギーの不明…これらの事情から、緊急

医療活動における事故発生の確率は高い。ボランティ

ア個人に対する保険と共に、緊急医療活動から起る医

療事故に対する保険制度の確立が急務である。それに

は、医療ボランティア、行政、保険会社の３者間での

集団登録自動適応システムが簡便で望ましい。

　⑤平時と異なる混乱状況で、人はパニックを起しや

すい。パニックは状況をさらに悪化させる。対応策と

しては経験者を養成すること。国内・海外を問わず、

積極的に被災地へ人を派遣し、混乱状況での緊急救援

活動の経験者を増やすことである。

≪最後に≫

　今回の震災で私達日本人が忘れてならないのは世界

各国からの温かい支援である。フィリピンのラモス大

統領の給料１ヵ月分が話題となったが、直接ＡＭＤＡ

にもアジア、アフリカ諸国から沢山の励ましの手紙や

ＦＡＸ、お見舞いが届き、幾度か心を打たれた。

　米国ュダヤ人協会からは多額の寄付を頂戴した。そ

こには杉原財団の名も見うけられた。フランスから駆

けつけてくれたＭＤＭ(世界の医師団)は、貴重なアド

バイスと共にお金を置いて帰ってくれた。自分たちの

滞在費にと。

　被災者の心理調査のため来日したハーバード大学の

モリカ教授からは、帰国後、報告会で集めたという救

援金が届けられた。その他、数々のご支援を心から感

謝し、今後末長く記憶にとどめたいと思う。
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|カンボディアに医師を派遣し､診療活動を展開

　ｱｼﾞｱ医師連絡協議会･日本支部【青山】

・援勤事業

住民に対する診療、予防接種の実施。

マラリア予防指導

〈カンポディア〉配分額/6､847千円

・進捗状況

　当団体は、カンボディアの中でも非

常に貧しく、マラリアの発生率が非常

に高い地域であるプノムスロイ郡にお

　　　　　　いて、医療支援を中心と

　　　　　　する援助藷を実施して

います。

　平成６年度は、７月か

ら熱帯医学の専門家を派

遣し、外米・入院患者に

対する医療活動のほか、

現地の医療技術の向上を

目的に、週１回、病院ス

タッフに対する医療トレ

ーニングを行っています。

病院には、日本人医師の

評判を聞きつけ､毎日100

～200名もの外米患者が

訪れています。

　また、交通機関が発達していないプ

ノムスロイ郡では、病院に足を運ぶこ

とができない重病患者が多いため、ス

タッフによる巡回診療も実施していま

す。ここでは、この地域で深刻な問題

となっているマラリアの予防接種や予

防指導のほか、公衆衛生の講習も行う

など、地域の保健・衛生環境の改善を

図る努力を続けています。特に、現地

スタッフμ、外米患者の約40％がマラ

リアと診断されていることを重く見て　″●

おり、殺虫剤を染み込ませた蚊帳を配

布し、使い方を指導する活動も展開。

総合的な医療・保健活動を行う巡回診

療は、地域にすっかり定着し、迅速な

医療サービスに対する感謝の声が多数

届けられています。

平成６年度「国際ボランティア貯金」レポート（郵政省）

ＮＧＯ活動状況報告より

いる昨今の世界である｡」 ：－マニズムとプロフェッショナリ

ＡＭＤＡの名を一躍有名にした：ズムである。

のは、ルワンダで起きた「カージｉ 　冒頭に内戦の歴史的背景が説明

されおり、ルワンダ情勢の鳥瞰図

を得ることができる。後半の部分

国際開発ジャーナル

″●

　ＡＭＤＡ。アムダ、と発音する。i

Association of Medical Doc- i

tors for Asia（アジア医師連絡協：　ャック事件）であろう。国連ＰＫ

鵬会)の略称である。　　　　　　ｉｏの一ｘとして派遣されていた自

　　｢ＡＭＤＡは1984年に発足し、ｉ衛隊に救出されたこともあって、

アジア15か国に会員をもつ多国籍：マスメディアに大きく取り上げら　ｉおけるプロジェクトの経過報告や

ＮＧＯである。本来はアジアにお｜れたことは記憶に新しい。　　　｜資料が掲載されており、ＮＧＯ活

ける医療活動が主であったが、急｜　本書は、そのルワンダ内戦にお｜動の実際を知るための恰好の入門

激にアフリカにおける教授活動の｜　けるＡＭＤＡの医療教授活動の、｜書に｡もなっている。

国際開発ジャーナル　N0.463（1995.6）より
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j直と在室二１９９５年（平成ワ年）６月８日（木曜日）
（纂三種郵侵物認可）

と最　め証ス通聞ともんそいれい力実な　い異るっ網経ス一十百長　じに知調は関らがるもた團
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に
行
わ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
、
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

ど
う
や
っ
て
き
た
か
と
い
う
問

い
返
し
が
い
る
。
そ
れ
が
な
い

と
、
災
害
蒔
だ
け
の
対
応
は
、

災
害
が
遠
の
け
ば
薄
ら
い
で
い

く
の
は
当
然
だ
。

　
例
え
ば
袖
神
的
な
ケ
ア
の
問

　
ま
た
こ
の
災
害
を
通
し
て
日

本
の
社
会
が
災
害
に
対
し
て
ど

ん
な
構
え
を
つ
く
っ
て
い
け
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
、
緊
急
に
対
応
す
る
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
災
害
を
通
し
て
人

と
人
の
あ
り
方
を
ど
う
変
え
て

い
き
、
文
化
を
ど
う
変
え
て
い

く
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
菅
波
阪
神
大
震
災
で
国
全

体
の
人
が
「
何
か
し
た
か
っ
た
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
人

が
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
’
何
か

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
は
人

権
意
識
と
相
互
扶
助
意
識
の
二

通
り
あ
る
。
後
者
は
困
っ
て
い

る
人
を
「
知
っ
て
い
る
か
」
「
知

っ
て
い
な
い
か
」
で
決
ま
る
。

雲
仙
普
賢
岳
や
、
奥
尻
島
の
と

き
は
、
阪
神
大
震
災
ほ
ど
日
本

全
体
が
動
か
な
か
っ
た
。
や
は

り
神
戸
と
い
う
も
の
が
そ
れ
だ

け
か
か
わ
り
合
い
が
あ
る
人
が

多
く
、
神
戸
と
い
う
都
市
が
持

つ
情
報
発
倍
量
が
こ
の
差
を
も

た
ら
し
た
。

　
相
互
扶
助
意
識
を
育
て
て
い

く
た
め
に
は
一
番
濃
厚
な
人
間

関
係
が
形
づ
く
う
れ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
大
事
に
な

る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で

人
間
関
係
が
養
成
さ
れ
て
い
る

と
、
高
齢
化
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
学
校
に
お
け
る
い
ろ
ん
な

問
題
に
つ
い
て
も
地
域
で
解
決

し
て
い
け
る
。
災
害
が
起
こ
っ

た
と
き
も
、
相
互
扶
助
意
識
に

基
づ
い
た
人
間
関
係
が
し
っ
か

り
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
は
非
常

に
立
ち
直
り
が
早
い
の
で
は
な

い
か
。
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東
大
震
災
で
は
、
当
時
の
国
家
予
算

十
同
値
円
に
対
し
、
三
十
値
円
で
復

興
す
る
と
い
う
計
画
が
た
て
ら
れ

た
。
今
日
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
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地
震
対
策
の
担
当
大
臣
を
拝
命
し

た
後
、
後
藤
田
正
晴
さ
ん
と
廊
下
で

す
れ
違
っ
た
時
、
「
震
災
対
策
を
政

争
の
具
に
し
て
は
い
け
な
い
。
す
べ

て
の
人
が
持
っ
て
い
る
知
恵
を
、
垣

根
を
越
え
て
一
本
に
し
て
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
わ
れ
た
。

　
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関

Ｉ
ガ
ン
も
出
し
た
。
だ
が
挫
折
し
た
。

政
党
の
争
い
で
、
三
十
條
が
二
十

條
、
十
條
、
最
後
は
五
條
円
弱
ま

で
絞
ら
れ
た
。
後
藤
田
さ
ん
の
話

を
今
振
り
返
っ
て
、
な
る
ほ
ど
と
い

う
感
じ
だ
。

　
都
市
直
下
型
地
震
の
被
害
は
十
兆

円
弱
と
大
き
か
っ
た
。
だ
が
、
十
兆

円
を
復
元
す
れ
ば
復
興
だ
と
い
う
ほ

ど
単
純
で
は
な
い
。
十
兆
円
の
マ
イ

ナ
ス
を
取
り
戻
し
た
時
に
初
め
て
復

興
へ
の
原
点
が
整
理
さ
れ
る
。
ち
ょ

う
ど
い
ま
が
、
こ
の
移
行
期
、
・
重
要

な
節
目
と
恵
う
。

　
四
か
月
間
、
応
急
、
復
旧
の
段
階

で
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
た
。
一
月
二

土
一
百
ご
ろ
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
が
、

避
雑
考
は
三
十
二
万
人
に
及
ん
だ
。

政
府
は
全
面
的
に
救
済
し
な
く
て
は

と
、
兵
庫
県
や
神
戸
市
な
ど
と
提
携

し
て
や
っ
た
。
行
政
の
区
分
な
ど
全

く
通
用
し
な
い
。
国
家
公
務
員
も
県

や
町
の
職
員
の
気
持
ち
で
Ｉ
体
と
な

っ
て
や
っ
て
く
れ
た
。

　
被
災
者
の
住
宅
対
策
で
は
、
全
国

か
ら
公
営
、
公
団
住
宅
の
提
供
申
し

行
政
枠
超
え
大
胆
に
対
応

地震担当大臣
小里　貞利氏

出
が
二
万
七
千
戸
前
後
も
あ
っ
た
。

　
一
番
苦
労
し
た
の
は
仮
設
住
宅

だ
。
県
と
相
談
し
、
ま
ず
三
万
戸
で

計
画
し
た
。
予
算
も
な
く
、
準
備
も

な
い
の
に
即
決
し
た
。
大
胆
に
決
定

す
る
こ
と
が
一
番
肝
心
だ
。

　
だ
が
、
実
際
の
建
設
と
な
る
と
な

か
な
か
進
ま
な
い
。
国
内
に
仮
設
住

宅
の
在
庫
は
二
千
戸
し
か
な
か
っ

た
。
業
界
や
県
、
市
の
努
力
で
三
月

末
で
三
万
戸
、
四
月
末
で
四
万
戸
と
、

計
画
ど
お
り
達
成
で
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
足
り
な
い
の
で
、
八
千
三

百
戸
を
追
加
し
た
。
避
難
所
の
皆
さ

ん
に
お
入
り
い
た
だ
き
、
必
ず
避
難

所
を
解
消
す
る
。

　
が
れ
き
対
策
は
、
復
興
へ
の
大
き

な
障
壁
だ
っ
た
。
東
京
ド
ー
ム
十
三

杯
分
も
あ
る
。
だ
が
、
四
十
八
時
間

で
決
裁
し
た
。
後
で
積
算
し
た
ら
総

経
費
が
三
千
億
円
を
超
え
る
こ
と
が

わ
か
り
「
ぞ
っ
」
と
し
た
。
本
来
、

国
は
個
人
や
企
業
の
財
産
の
解
体
等

は
対
象
に
し
な
い
が
、
今
回
は
公
費

で
取
り
除
く
と
い
う
際
立
っ
た
対
策

を
取
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
復
興
の
段
階

へ
入
る
。
復
興
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
知
恵
、
哲
学
が
反
映
す
る
計
画
で

あ
る
。
国
は
そ
れ
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
共
同
参
加
で
強
力
に
支
援
す

る
。
政
府
と
し
て
は
、
緊
急
、
不
可

欠
の
も
の
は
復
興
特
別
事
業
と
し
て

最
初
の
五
年
間
の
計
画
に
、
中
長
期

の
視
点
で
質
量
と
も
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
も
の
、
シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
は
十
か
年
計
画
の
復
興
特
定

事
業
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
活
力
あ
る
関
西
の
復
活
を
期
待
し

て
い
る
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
犠
牲

者
に
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
た
い
。

　
空
前
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
大
震
災
を
専
門
家
の
目
で
振
り
返
り
、
今
後
の
教
訓
を
引
き
出
す

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
検
証
阪
神
大
震
災
１
‐
が
三
日
、
「
新
都
市
文
明
を
求
め
て
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
読

売
新
聞
大
阪
本
社
、
財
団
法
人
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
機
構
、
株
式
会
社
け
い
は
ん
な
の
主
催
、

国
土
庁
の
後
援
で
京
都
府
精
華
町
の
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
大
都
市
が
初

め
て
経
験
し
た
″
異
常
事
態
’
は
行
政
や
経
済
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ス
テ
ム
の
も
ろ
さ
を
白
日
の

下
に
さ
ら
す
一
方
、
人
の
際
大
切
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
大
き
な
犠
牲
と
引
き
學
凡
に
私
た
ち
は

何
を
学
ん
だ
の
か
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
縦
横
の
議
論
が
戦
わ
ざ
れ
た
。

　
　
野
田
震
災
後
の
五
か
月
を

　
時
間
軸
で
振
り
返
り
な
が
ら
問

　
題
を
見
て
み
た
い
。

　
　
弘
原
海
私
は
構
造
地
質
学

★
と
い
う
分
野
を
研
究
し
て
い

　
　
る
。
前
任
の
藤
田
和
夫
先
生
（
太

一
　

阪
市
立
太
名
誉
教
授
）
は
六
甲

時
点
が
非
常
に
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。

　
最
初
の
三
日
間
が
問
題
に
な

る
の
は
、
行
政
が
組
織
的
に
対

応
す
る
前
で
、
非
常
に
混
乱
を

イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
た
。
二
週

間
目
に
な
る
と
、
地
元
の
医
療

機
関
が
立
ち
直
っ
て
く
る
。
地

元
の
医
療
機
関
と
、
ど
の
よ
う

に
協
調
・
分
担
す
る
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
。

　
最
初
の
三
日
間
の
救
援
物
資

の
配
布
は
公
平
さ
よ
り
も
、
ス

ピ
ー
ド
を
い
か
に
確
保
す
る
か

で
、
緊
急
時
と
平
時
と
の
価
値

判
断
の
転
換
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
通
信
に
関
し
て
は

無
線
の
周
波
数
の
規
制
を
緩
め

る
な
ど
の
規
制
の
緩
和
と
い
う

も
の
が
平
時
か
ら
な
さ
れ
て
い

▽
混
乱
状
況
が
当
た
り
前
だ
と

い
う
考
え
方
で
入
れ
る
か
▽
劣

悪
な
生
活
環
境
の
中
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
か
▽
混

乱
状
況
だ
か
ら
、
積
極
的
に
自

分
で
仕
事
を
探
し
て
い
く
と
い

う
積
極
性
が
あ
る
か
ど
う
か
１

１
が
問
わ
れ
る
。
今
後
、
大
き

な
自
然
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き

に
、
民
間
パ
ワ
ー
を
再
び
有
効

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
育
成
と

支
援
方
法
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
ら
に
と
か
く
忘
れ
が
ち
な

の
が
、
今
回
の
大
震
災
に
関
し

各
区
や
避
難
所
に
公
平
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
あ
る
量
が
ま
と
ま
る
ま

で
は
一
切
配
ら
な
い
。
異
常
時

に
は
、
特
に
ス
ピ
ー
ド
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
が
徹
底
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
政
府
の
復
興
委
員
を
や
っ
て

い
る
が
、
が
れ
き
処
理
、
港
湾

の
回
復
、
住
宅
対
策
、
そ
し
て

今
後
の
経
済
・
産
業
の
復
興
対

策
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
一
回

一
回
の
会
合
で
具
体
的
な
提
言

を
し
て
、
復
興
本
部
に
上
げ
て

き
た
。
今
後
は
五
か
年
計
画
、

▲
弘
原
海
氏
予
知
に
課
題
多
く
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題
に
つ
い
て
も
、
日
ご
ろ
私
た

ち
の
社
会
は
メ
ン
タ
ル
な
問
題

に
つ
い
て
ど
つ
取
り
組
ん
で
き

た
の
か
と
い
う
こ
と
が
抜
け
て

い
る
と
思
う
。

　
二
点
目
に
、
社
会
的
対
応
の

ま
ず
さ
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
被

災
者
に
負
荷
を
か
け
て
精
神
的

な
状
態
を
悪
く
し
て
い
っ
た
。

メ
ン
タ
ル
な
問
題
に
つ
い
て
は

壊
れ
っ
ぱ
な
し
の
よ
う
な
感
じ

が
す
る
。

　
一
つ
の
社
会
が
ハ
ー
ド
面
で

も
人
間
の
面
で
も
障
害
を
受
け

た
と
き
、
そ
れ
を
復
興
さ
せ
て

い
く
一
番
の
力
は
人
間
の
つ
な

が
り
と
信
頼
だ
ろ
う
と
恵
う
。

　
ま
た
こ
の
災
害
を
通
し
て
日

本
の
社
会
が
災
害
に
対
し
て
ど

ん
な
構
え
を
つ
く
っ
て
い
け
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
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大
体
そ
う
で
、
日
ご
ろ
か
ら
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ー
ド
と
震
度
と
は
ど
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個
別
補
償
と
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
、
お
金
で
あ
る
程
度
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。
そ
う
し
た

ほ
う
が
個
々
の
被
災
者
が
、
自

分
の
資
力
に
上
乗
せ
し
て
、
何

が
で
き
る
だ
ろ
ラ
か
と
か
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
人
の
意
欲
を
社
会

が
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
こ

と
で
、
一
律
の
も
の
と
い
う
こ

と
が
今
の
社
会
シ
ス
テ
ム
上
、

合
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

　
そ
れ
か
ら
都
市
の
復
興
一
つ
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も
っ
と
い
い
時
代
を
つ
く
っ
て
い
く

礎
に
し
た
い
と
思
う
。

　
私
の
関
心
は
情
報
通
信
だ
。
知
人

四
に
電
話
を
か
け
た
が
つ
な
が
ら
な

四
い
。
し
か
し
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
電
子

」
メ
ー
ル
を
送
る
と
。
メ
ー
ル
を
見
た
」

四
と
す
ぐ
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。
電

四
話
が
通
じ
な
く
な
っ
た
の
は
阪
神
、
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要
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
へ
「
こ
ん

な
状
況
で
こ
ん
な
人
が
来
て
欲
し

い
」
と
現
場
か
ら
情
報
が
入
り
、
そ

れ
を
見
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
絡
を

と
っ
て
全
国
か
５
か
け
つ
け
る
。

　
　
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
最
大
手
の

パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
だ
け
で
も
地
震
関

連
で
ア
ク
セ
ス
し
た
人
は
八
十
万
人

づコン細則
ノ

Ｊ

１

　
　
も
う
ひ
と
つ
は
学
校
の
活
用
だ
。

　
日
本
中
の
小
中
学
校
で
パ
ソ
コ
ン
教

　
育
を
や
っ
て
い
る
が
、
目
標
を
失
っ

　
て
い
る
。
一
方
、
学
校
は
災
害
時
、

　
地
域
の
避
難
セ
ン
タ
ー
に
な
る
。
パ

　
ソ
コ
ン
教
育
に
通
信
を
採
り
入
れ
、

。
子
供
た
ち
に
習
熟
し
て
お
い
て
欲
し

　
い
。
日
本
中
の
学
校
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
お
い
て
ふ
だ
ん

　
か
ら
交
流
を
し
て
お
け
ば
、
い
ざ
地

　
震
と
い
う
と
き
に
子
供
た
ち
が
全
部

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
。

　
　
小
さ
な
こ
と
で
い
い
か
ら
身
の
回

　
り
か
ら
新
し
い
情
報
生
活
を
始
め
て

　
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
確
実
に
災
害
時

　
の
備
え
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

　
て
い
た
だ
き
た
い
。

指
揮
命
令
系
続
確
立
急
げ

　
今
年
9
J
っ
た
大
事
件
は
、
い
ず

れ
も
ー
ま
さ
か
」
の
裏
を
か
か
れ
た
。

　
「
も
し
か
し
て
」
の
発
想
を
持
た
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教
訓
を
学

ん
だ
。

　
一
人
で
も
多
く
人
命
を
助
け
、
一

軒
で
も
焼
け
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
、
危
機
管
理
の
本
質
だ
。
政
治
と

行
政
の
第
一
義
的
な
任
務
は
国
民
の

身
体
、
財
産
の
保
護
で
あ
る
こ
と
を

大
震
災
は
痛
切
に
教
え
て
く
れ
た
。

　
阪
神
大
震
災
発
生
後
、
霞
が
関
で

は
省
庁
間
の
譲
り
合
い
が
起
き
た
。

非
常
事
態
発
生
時
に
り
Ｉ
ダ
ー
は
決

断
を
し
、
責
任
を
持
っ
て
指
揮
命
令

を
し
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
が
、

総
理
以
下
、
不
作
為
で
あ
っ
た
。
こ

の
責
任
は
重
大
だ
。

　
ま
ず
情
報
の
遅
れ
だ
。
地
震
の
報

告
が
村
山
総
理
の
耳
に
入
っ
た
の
は

午
前
七
時
三
十
分
で
あ
る
。
一
年
前

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
地
震
の
場
合
、
発

生
十
五
分
後
に
は
ク
リ
ン
ト
ン
大
統

領
の
耳
に
達
し
、
一
時
間
後
に
は
州

兵
が
出
動
し
て
い
る
の
に
比
べ
、
日

本
は
遅
過
ぎ
た
。

　
根
本
的
に
は
一
九
六
一
年
に
で
き

た
災
害
対
策
基
本
法
に
誤
り
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
災
害
発
生
の
救

助
活
動
の
責
任
は
地
方
自
治
体
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
神
戸
市

長
も
警
察
官
も
被
災
者
だ
。
緊
急
の

救
援
活
動
の
任
務
を
自
ら
が
被
災
者

で
あ
る
地
方
自
治
体
に
や
ら
せ
る
の

に
は
無
理
が
あ
る
。

　
手
に
負
え
な
い
時
は
、
閣
僚
を
本

部
長
と
す
る
非
常
災
害
対
策
本
部
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
任

務
割
り
当
て
は
国
土
庁
だ
が
、
防
災

臨
調
で
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
警

察
、
消
防
を
掌
握
し
て
い
る
自
治
省

に
移
し
尽
？
こ
い
う
議
論
が
で
た
。

　
情
報
も
早
く
上
が
り
、
通
信
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
装
備
も
あ
る
。

自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
の
協
力
を
求

め
る
と
指
揮
権
の
統
一
性
が
保
て

る
。
世
界
の
常
識
で
は
軍
隊
が
人
命

救
助
、
火
災
防
止
を
や
る
。
自
衛
官

淳行氏

を
災
害
時
に
使
え
る
災
害
救
助
シ
ス

テ
ム
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
消
防
法
も
欠
陥
法
だ
。
市
町
村
は

互
い
に
協
力
す
る
と
書
い
て
あ
る

が
、
大
規
模
な
訓
練
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。
装
備
機
材
の
統
一
も
で
き
て

い
な
い
た
め
、
消
防
の
ホ
ー
ス
の
サ

イ
ズ
が
合
わ
な
か
っ
た
。

　
内
閣
法
に
も
大
き
な
問
題
が
あ

る
。
総
理
大
臣
は
行
政
の
ト
ッ
プ
と

国
民
は
思
っ
て
い
る
が
、
閣
議
は
満

場
一
致
で
な
い
と
決
め
う
ｎ
な
い
。

事
務
次
官
会
議
も
満
場
一
致
が
原
則

で
、
ど
こ
か
の
次
官
が
反
対
す
る
と

案
件
は
閣
議
に
は
上
が
っ
て
こ
な

い
。
内
開
法
を
変
え
な
い
と
、
緊
急

事
態
に
対
処
で
き
な
い
。
こ
れ
は
国

家
危
機
管
理
の
上
で
重
大
な
問
題

だ
。
内
閣
法
を
改
正
し
て
多
数
決
原

理
を
導
入
す
る
か
、
読
売
新
聞
が
提

案
し
た
緊
急
対
応
措
置
法
の
よ
う

に
、
総
理
に
指
揮
命
令
権
を
与
え
る

制
度
を
取
り
入
れ
な
い
と
、
日
本
は

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
何
も
決
め

’
訟
い
な
い
政
府
を
持
つ
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

　
阪
神
大
震
災
の
教
訓
に
立
っ
て
改

善
の
努
力
も
な
さ
れ
て
い
る
。
消
火

に
海
水
を
恕
つ
シ
ス
テ
ム
、
警
察
機

動
隊
四
千
人
の
広
域
緊
急
救
助
隊
構

堺
も
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
震
度
６

以
上
の
地
震
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

一
時
間
後
に
は
官
房
長
官
の
と
こ
ろ

に
関
係
者
が
集
ま
り
会
議
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
災
害
が
起
き
て
も
、

こ
の
前
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
暫

定
措
置
だ
。
災
害
発
生
時
は
、
官
房
長

官
の
指
揮
下
で
臨
時
の
局
長
会
議
が

総
合
調
整
を
行
い
、
人
命
救
助
、
消

火
、
医
療
活
動
、
物
資
輸
送
な
ど
を
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

　
災
害
対
策
で
は
国
か
ら
専
門
家
を

派
遣
し
て
知
事
や
市
長
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
関
係
省
庁
と
の
折
衝
に
あ
た

る
派
遣
幕
僚
制
を
提
案
し
た
い
。
政

治
が
行
政
を
指
揮
す
る
指
揮
命
令
系

統
の
確
立
が
防
災
行
政
の
急
務
だ
。
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う
違
ろ
ん
だ
と
か
、
い
う
ん
な

こ
と
を
ま
ず
教
育
し
て
い
る
。

　
聴
衆
菅
波
先
生
が
か
な
り

早
い
時
期
に
医
師
団
を
派
遣
さ

れ
た
が
、
行
政
の
受
け
入
れ
態

勢
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
菅
波
緊
急
救
援
の
と
き
は

行
政
の
許
可
を
取
る
と
か
、
行

政
と
連
絡
し
て
か
シ
Ａ
る
ん
で

は
遅
い
。
緊
急
救
援
に
限
っ
て

は
現
場
に
と
に
か
く
入
っ
て
、

そ
れ
か
ら
そ
こ
で
何
が
必
要
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
見
極

め
て
、
そ
れ
か
ら
動
く
と
い
う

の
を
鉄
則
に
し
て
い
る
。

　
野
田
コ
ン
ピ
ニ
と
か
ス
ー

パ
ー
な
ど
非
常
に
流
通
が
発
達

し
た
状
況
の
中
で
、
‘
モ
ノ
（
救

援
物
資
）
を
送
る
と
い
う
の
は

ど
う
な
ん
だ
ろ
ろ
ふ
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
、
い
ろ
い
ろ
な

形
で
援
助
し
た
い
と
思
っ
て
行

っ
て
も
、
労
働
の
時
間
の
六
割

か
ら
七
割
が
救
援
物
資
の
仕
分

け
に
と
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
個
別
補
償
ど
ま
で
は
い
か
な

か
う
り
っ
少
し
後
、
そ
れ
か
ら
　
え
ば
戦
後
の
民
主
主
義
は
何
で

大
き
な
ま
ち
づ
く
り
、
こ
う
い
　
あ
る
か
と
い
う
問
題
だ
と
思

う
モ
ノ
と
お
金
の
流
れ
方
を
私
　
う
。
特
に
今
、
野
田
先
生
が
言

た
ち
は
も
う
一
回
、
考
え
な
い
　
わ
れ
た
一
律
主
義
、
あ
る
い
は

と
い
け
な
い
と
零
っ
。
　
菌
主
義
。
完
璧
に
し
恚
？
こ

　
川
上
こ
れ
は
大
げ
さ
に
い
　
い
う
こ
と
が
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

　
関
心
の
高
さ
を
反
映
し
て

　
　
　
　
か
ら
も
さ
か
ん
に

侑
づ

　
し
、
実
際
の
復
興
を
非
常
’
に
妨

　
げ
て
い
る
と
い
う
面
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
各
国
の
国
民
と
付
き

　
合
う
と
な
る
と
日
本
国
民
も
価

　
値
観
の
多
様
性
と
い
う
の
を
本

　
当
に
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

　
な
う
な
い
。
一
律
的
な
教
育
、

　
偏
差
値
教
育
か
ら
改
め
て
い
く

　
必
要
が
あ
る
。

　
　
野
田
地
域
の
復
興
を
進
め

　
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
お
金
の

　
動
き
、
法
律
の
動
き
が
そ
れ
を

　
ど
う
促
進
し
て
い
く
形
で
動
け

　
る
か
。
現
行
の
ま
ま
見
て
い
る

　
と
、
旧
来
の
ま
ち
の
コ
ピ
ー
と
、

　
住
民
と
の
抵
抗
の
中
で
進
行
し

　
て
い
き
そ
う
な
心
ｔ
を
感
じ

　
る
。
ぜ
ひ
、
新
し
い
ま
ち
が
つ

　
く
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

　
る
。
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に
の
ぼ
っ
た
。
料
金
は
無
料
。
義
援

網で災害情報
金
も
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
が
、
パ

ソ
コ
ン
通
信
の
口
座
引
き
落
と
し
で

一
億
三
千
万
円
が
集
ま
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
は
パ
ソ
コ
ン
通

信
を
や
り
情
報
を
発
信
す
べ
き
だ
。

被
災
者
は
ラ
ジ
オ
が
一
番
よ
か
っ
た

と
言
う
。
で
も
ラ
ジ
オ
だ
と
ず
っ
と

聞
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ

ソ
コ
ン
通
信
な
ら
す
ぐ
知
的
た
い
こ

と
が
分
か
る
。
携
帯
電
話
と
ワ
ー
プ

ロ
が
あ
れ
ば
本
庁
舎
が
壊
れ
て
も
、

職
員
は
市
長
や
対
策
本
部
と
連
絡
が

取
れ
、
指
示
が
伝
わ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
学
校
の
活
用
だ
。

日
本
中
の
小
中
学
校
で
パ
ソ
コ
ン
教

育
を
や
っ
て
い
る
が
、
目
標
を
失
っ

て
い
る
。
一
方
、
学
校
は
災
害
時
、

地
域
の
避
難
セ
ン
タ
ー
に
な
る
。
パ

^
x
r
l
x
＆
Q
l
r
l
j
S
l
n
n
a
l
S
l
c
‐
x
.
y
r
a
z

を
見
て
も
、
新
し
い
ま
ち
が
最

初
つ
く
れ
る
と
思
っ
て
も
、
現

行
法
規
を
使
え
ば
使
う
ほ
ど
、

実
は
同
じ
ま
ち
し
か
つ
く
れ
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
直
後
の
モ
ノ
の
問
題
、
そ
れ

ｍ
こ
こ
二
一
｛
こ
Ｉ
・
一
一
一
こ
一
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ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家

山
根
　
一
員
氏

　
私
は
震
災
五
日
目
に
現
地
に
入
っ
　
神
戸
の
内
部
で
、
中
か
ら
外
に
は
比

だ
。
週
刊
誌
の
連
載
で
、
日
本
の
技
・
較
的
よ
く
か
か
っ
た
。
情
報
を
コ
ン

術
、
文
明
を
礼
賛
す
る
よ
う
な
記
事
　
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
こ
ろ
を
阪
神
の
外

を
書
い
て
き
た
。
そ
こ
に
阪
神
大
震

災
が
起
こ
っ
て
高
速
道
路
が
倒
れ
、

ビ
ル
が
次
々
崩
壊
し
て
い
っ
た
。
シ

1
1
1
1
1
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

四
生
命
を
失
や
か
と
思
っ
た
。
だ
か
ら

四
自
分
で
被
災
地
を
見
な
け
れ
ば
納
得

皿
で
き
な
い
。
震
災
の
教
訓
を
広
く
伝

四
ｆ

ｋ
?
Ｖ
さ
ん
の
知
恵
を
得
て
次
の

も
っ
と
い
い
時
代
を
つ
く
っ
て
い
く

礎
に
し
た
い
と
思
う
。

　
私
の
関
心
は
情
報
通
信
だ
。
知
人

に
電
話
を
か
け
た
が
つ
な
が
ら
な

い
。
し
か
し
パ
ソ
コ
ン
通
信
で
電
子

に
圖
い
て
、
阪
神
か
ら
外
に
つ
な
げ

ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

い
く
。
パ
ソ
コ
ン
通
信
が
そ
の
役
割

を
果
た
し
た
。

　
安
否
情
報
、
亡
く
な
っ
た
方
、
避

難
所
の
情
報
、
交
通
情
報
。
と
く
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
役
立
っ
た
。
混

乱
し
て
い
る
当
初
は
ど
こ
で
何
が
必

要
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
へ
「
こ
ん

な
状
況
で
こ
ん
な
人
が
棄
て
欲
し

い
」
と
現
場
か
ら
情
報
が
入
り
、
そ

れ
を
見
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
絡
を

と
っ
て
全
国
か
５
か
け
つ
け
る
。



遮
、
人
権
、

を
持
っ
た
。

難
民
な
ど
に
興
味

昨
春
、
ク
ロ
ア
チ

１Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
命
の
川
」
に
参
加

し
、
萬
瑞
キ
ャ
ン
プ
で
の
食
料

・
衣
類
配
給
皆
勤
を
体
験
。
こ

の
轡
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
参
加
し
た
。

　
「
ど
こ
へ
行
く
に
も
不
安
は
あ

る
ん
で
す
。
で
も
自
分
で
選
ん

だ
道
だ
か
ら
」
と
言
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
、
ア
ジ
ア
十

五
力
国
に
約
九
百
人
の
会
員
が

い
る
。
う
ち
約
五
百
人
が
医
師

だ
。
ウ
パ
ド
ル
イ
ア
さ
ん
と
パ

ン
ダ
リ
さ
ん
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
医
科
大
学
に
七
年
間
留
学
し

た
こ
と
が
あ
り
、
ロ
シ
ア
語
が

上
手
な
た
め
道
ば
れ
た
。

　
　
「
皮
輝
鰐
や
戦
傷
を
目
撃
し

た
女
性
た
ち
の
神
経
性
の
一
気

が
多
い
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る

と
伝
染
鰐
も
心
配
だ
」
と
バ
ン

ダ
リ
｀
兄
は
話
す
。

　
チ
ェ
チ
ェ
ン
難
民
は
、
移
民

局
へ
の
登
録
だ
け
で
イ
ン
グ
ー

シ
士
八
万
人
、
ダ
ゲ
ス
タ
ン
十

一
万
人
、
北
オ
セ
チ
ア
ー
万
人

な
ど
、
周
辺
共
和
国
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
国
内
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日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
初
派
遣

　
ロ
シ
ア
・
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
で
、
日
本
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
よ
る
初
の
難
民
医
家
が
始

ま
っ
た
。
昨
年
末
の
ロ
シ
ア
軍
進
攻
以
来
、
約
四
十
万
人
の
難
民
が
生
ま
れ
、
依
然
と
し
て
ロ
シ
ア
軍

と
ド
ゥ
ダ
エ
フ
大
統
領
派
勢
力
が
戦
火
を
交
え
て
い
る
厳
し
い
環
境
の
下
で
、
日
本
人
女
性
ス
タ
ッ
フ

ー
人
と
二
人
の
ネ
パ
ー
ル
人
医
師
が
走
り
回
っ
て
い
る
。
（
文
と
写
真
モ
ス
ク
ワ
ぃ
谷
川
明
生
）

●

ﾁｪﾁｪﾝ3人の医療隊
黄笛

｣Ξiこ

び)

木寸

　
こ
の
三
人
は
、
調
整
員
と
し

て
医
療
活
動
全
般
を
支
え
て
い

る
大
阪
府
出
身
の
�
″
扇
子
さ

ん
（
后
と
、
カ
ト
マ
ン
ズ
中
央

鰐
院
の
内
科
医
ム
ラ
リ
・
ウ
バ

ド
ル
イ
ア
さ
ん
（
一
〇
）
、
耳
鼻
科

医
ヤ
ギ
ア
・
パ
ン
ダ
リ
さ
ん

（
！
）
。

　
四
月
、
ア
ジ
ア
医
師
海
路
協

肇
金
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡

山
市
）
を
中
苓
″
一
す
る
日
本
緊

急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
（
七

団
体
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
は
サ
ハ
リ
ン
地
震
で
も

い
ち
早
く
援
助
に
乗
り
出
し
た

組
織
だ
。
『

　
最
初
の
皆
勤
は
、
首
都
グ
ロ

ズ
ヌ
イ
の
北
四
十
キ
ロ
の
レ
ニ
ン

ｅ
巡
回
診
療
で
難
民
を
診
る
ウ
バ
ド
ル
イ
ア
医
師
と
赤
阪

陽
子
さ
ん
日
チ
ェ
チ
ェ
ン
・
レ
ニ
ン
ス
カ
ヤ
村
で
○
難
勇

三
千
人
が
集
ま
っ
た
イ
ン
グ
ー
シ
国
境
近
く
の
セ
ル
ノ
ポ

ツ
ク
村
で
は
、
わ
き
出
る
温
泉
が
飲
み
水
だ
っ
た

へ

　¬遅甕

心

ﾌﾞど

i誼

yど

力こヽ

ら

ス
カ
ヤ
村
で
の
敵
軍
だ
っ
た
。
保
儒
機
関
、
国
連
児
一
基
金
と
　
三
人
は
本
部
を
チ
ェ
チ
ェ
ン

「
糖
尿
病
の
薬
を
な
く
し
て
し
の
協
力
に
よ
る
は
し
か
や
ジ
フ
北
西
部
の
ズ
ナ
ー
メ
ン
ス
コ
工

ま
っ
た
。
お
金
が
な
く
て
買
う
テ
リ
ア
の
予
防
接
種
も
要
請
さ
村
に
量
い
た
。
担
当
地
域
は
ロ

こ
と
も
で
き
な
い
』
。
首
都
を
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
シ
ア
軍
の
勢
力
下
に
あ
っ
て
比

逃
れ
、
鴉
類
に
身
を
寄
せ
て
い
　
チ
ェ
チ
ぶ
ン
の
医
家
水
準
は
毅
的
安
全
だ
が
、
衛
星
電
話
、

る
マ
リ
ア
・
ブ
ル
デ
コ
ワ
さ
ん
本
来
高
い
が
、
医
薬
品
の
不
足
フ
フ
ク
ス
な
ど
の
通
信
設
備
は

（
�
）
は
泣
き
な
が
ら
齢
え
た
。
が
ひ
ど
い
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
は
な
い
。
医
薬
品
は
北
オ
セ
チ
ア

　
こ
の
後
、
近
く
の
カ
リ
ノ
フ
『
国
境
な
き
医
師
団
』
（
本
部
共
和
国
の
首
都
ウ
ラ
ジ
カ
フ
カ

ス
カ
ヤ
村
も
担
当
し
、
二
つ
の
・
仏
）
と
「
世
界
の
医
師
団
」
ス
ま
で
買
い
出
し
に
行
か
ね
ば

村
を
遣
一
日
ず
つ
巡
回
し
て
い
（
同
）
、
「
メ
ル
リ
ン
」
（
英
な
ら
な
い
。

る
。
愚
者
は
難
民
と
住
民
合
わ
国
）
が
す
で
に
活
動
し
て
お
　
赤
阪
さ
ん
は
留
学
し
た
米
国

せ
て
毎
回
四
十
人
近
い
。
世
界
り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
里
迦
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
で
国

●

難
民
救
援
の
皆
勤
は
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
。

　
例
え
ぱ
三
人
が
医
療
の
一
部

を
分
担
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て

い
る
首
都
の
簒
罠
居
住
施
設
。

自
家
発
電
、
給
水
、
給
食
設
備

が
整
い
千
人
の
収
容
無
力
が
あ

る
が
、
入
居
者
は
三
割
に
満
た

な
い
。
「
こ
こ
に
入
る
と
、
支

給
さ
れ
て
い
る
補
償
金
が
も
ら

え
な
い
と
い
っ
た
デ
マ
が
飛
ん

で
い
る
」
（
現
地
の
職
員
）
か

　
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
場
合

は
、
援
助
開
始
か
ら
三
年
た

ち
、
衣
食
住
の
配
給
ル
ー
ト
が

一
応
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
チ

ェ
チ
ェ
ン
に
は
秘
奥
局
か
ら
の

｜な
い
。

　
　
「
恩
っ
た
よ
り
患
者
が
多

く
、
二
人
の
医
師
は
て
ん
て
こ

芦
い
で
す
。
経
済
の
悪
化
で
男

院
の
医
師
は
二
年
間
給
料
を
も

ら
っ
て
い
な
い
し
、
医
薬
品
も

不
足
し
て
い
る
。
貴
ブ
ラ
シ
、

衛
生
用
品
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
も
配
り
た
い
」
と
赤

阪
さ
ん
は
言
っ
て
い
る
。

ｆ

「



-

に
長
期
的
に
活
動
す
る
場
合
は
、
自
治
体
主

導
の
ほ
う
が
い
い
。
身
分
の
保
障
の
問
題
も

あ
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
を
う
ま
く
つ
か
い
わ

け
る
、
そ
う
い
う
発
想
が
あ
っ
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
お
も
い
ま
す
。

―
　
今
回
、
何
万
人
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
活
動
し
た
わ
け
で
す
が
、
医
療
は
ひ
と

り
で
い
っ
て
も
な
か
な
か
役
に
は
た
た
な
い

の
で
し
ょ
う
ね
。

早
川
　
た
だ
、
あ
あ
い
う
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な

状
況
で
は
、
い
け
ば
な
に
か
で
き
る
ん
で
す

よ
。
そ
こ
が
医
療
の
ひ
じ
ょ
う
に
お
も
し
ろ

い
と
こ
ろ
で
、
た
っ
た
ひ
と
り
の
医
者
の
活

゛●
動
で
も
そ
の
医
者
に
か
か
っ
た
人
た
ち
に
す

れ
ば
、
ひ
じ
ょ
う
に
大
き
な
存
在
に
な
り
う

る
ん
で
す
。

―
　
市
と
か
県
の
行
政
の
組
織
だ
っ
た
活

動
か
ら
は
、
い
っ
ぱ
い
も
れ
て
く
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
隙
間
は
、

ひ
と
り
の
活
動
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
埋
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

早
川
　
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
組
ん
で
、
よ
り
効
率
よ
く
活
動
で
き

る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
人
た
ち
を
束
ね
る
人

材
が
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
お

も
い
ま
す
。

人
権
主
義
か
、
相
互
扶
助
か

―
　
先
進
国
と
発
展
途
上
国
の
差
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
な
か
で
も
医
療
と

い
う
の
は
大
き
な
差
が
あ
る
分
野
で
し
ょ
う
。

日
本
は
い
ま
人
口
六
〇
〇
人
に
ひ
と
り
ぐ
ら

い
の
医
者
が
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
エ
チ
オ

ピ
ア
で
す
と
五
万
人
に
ひ
と
り
ぐ
ら
い
で
す

ね
。
そ
う
い
う
差
と
い
う
の
は
ま
す
ま
す
ひ
ろ

が
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
け
ど
。

早
川
　
こ
れ
ま
た
評
価
が
む
つ
か
し
い
と
お

も
う
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る
西
欧
的
な
価
値
観

か
ら
み
た
と
き
に
、
た
し
か
に
医
者
が
す
く

な
い
か
ら
お
く
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
、

も
ち
ろ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

場
合
の
医
者
と
い
う
の
は
、
近
代
西
洋
医
学

の
医
者
を
さ
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　
ネ
パ
ー
ル
で
経
験
し
た
こ
と
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
体
調
が
お
か
し
く
な
っ
た
ら
ま
ず

村
の
祈
祷
師
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
く
。
そ

れ
が
だ
め
な
ら
、
医
者
の
ま
ね
ご
と
を
し
て

い
る
人
の
と
こ
ろ
に
い
く
。
そ
れ
で
も
だ
め

な
と
き
に
、
や
っ
と
わ
れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に

く
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
最
初
か
ら

西
洋
型
の
医
療
を
押
し
つ
け
て
、
患
者
さ
ん

が
ほ
ん
と
う
に
満
足
す
る
の
か
ど
う
か
。

　
た
し
か
に
西
洋
近
代
医
学
の
価
値
観
か
ら

み
れ
ば
、
平
均
寿
命
と
か
罹
患
率
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
評
価
で
き
る
と

お
も
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は

ち
ょ
っ
と
わ
り
き
れ
な
い
気
が
し
ま
す
ね
。

－
　
日
本
で
も
、
お
医
者
さ
ん
の
数
は
お

お
い
し
、
り
っ
ぱ
な
病
院
が
あ
っ
て
、
患
者
さ
ん

か
そ
れ
で
満
足
し
て
い
る
か
と
い
う
と
…
…
。

早
川
　
し
て
な
い
で
す
ね
。
ど
う
い
う
医
療

に
日
本
人
は
満
足
す
る
か
、
そ
う
い
う
視
点

で
か
ん
が
え
て
い
か
な
い
と
。
こ
れ
は
脳
死

の
議
論
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
お
も
い
ま

ｒ　●

す
。
ア
メ
リ
カ
人
な
ん
か
は
、
わ
り
と
数
字

で
割
り
切
っ
て
満
足
す
る
典
型
な
ん
で
し
ょ

う
が
、
日
本
人
は
そ
こ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
。

－
医
療
、
あ
る
い
は
お
医
者
さ
ん
に
な

に
を
期
待
す
る
か
が
、
社
会
に
よ
っ
て
ち
が

い
ま
す
か
ら
ね
。

　
と
こ
ろ
で
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
も
い
ろ

い
ろ
ご
存
じ
だ
と
お
も
い
ま
す
が
、
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
く
ら
べ
て
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が

い
ち
ば
ん
ち
が
い
ま
す
か
。

早
川
発
想
だ
と
お
も
う
ん
で
す
ね
。
欧
米

の
場
合
、
ど
う
し
て
も
人
権
思
想
。
よ
う
す

る
に
援
助
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
は
っ
き
り

わ
か
れ
て
し
ま
う
。
援
助
す
る
側
の
論
理
で

押
し
つ
け
て
い
く
。
そ
う
い
う
と
ち
ょ
っ
と

わ
る
く
聞
こ
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

が
徹
底
し
て
い
る
と
お
も
う
ん
で
す
。
お
ま

え
た
ち
は
こ
こ
が
だ
め
な
ん
だ
か
ら
、
こ
れ

を
あ
た
え
る
ん
だ
と
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
れ

だ
け
の
パ
ワ
ー
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
日
本
の
場
合
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
は
、
ど
う

し
て
も
欧
米
を
見
習
い
な
が
ら
き
て
い
ま
す

か
ら
、
い
ち
お
う
こ
う
な
ん
だ
け
ど
ち
ょ
っ

と
ち
が
う
か
な
と
、
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
な
が
ら

や
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。

－
　
欧
米
の
場
合
は
、
自
分
た
ち
が
や
っ

て
い
る
こ
と
は
絶
対
た
だ
し
い
ん
だ
と
い
う

確
信
が
ひ
じ
ょ
う
に
つ
よ
い
わ
け
で
す
ね
。

早
川
　
え
え
。
だ
か
ら
国
境
な
き
医
師
団
の

活
動
は
ひ
じ
ょ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
だ

れ
の
評
価
で
あ
る
か
。
視
点
を
か
え
れ
ば
、

評
価
と
い
う
の
は
一
八
○
度
か
わ
る
わ
け
で

す
が
、
そ
う
い
っ
た
意
昧
で
の
検
証
は
な
さ

れ
よ
う
が
な
い
ん
で
す
ね
。

－
Ｉ
Ｉ
欧
米
の
基
本
は
人
権
思
想
で
す
ね
。

早
川
　
そ
う
で
す
ね
。
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
逆

に
い
え
ば
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ひ

じ
ょ
う
に
希
薄
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
な
ん

と
な
く
人
の
た
め
に
な
れ
ば
な
あ
と
、
そ
の

く
ら
い
曖
昧
な
思
想
で
も
っ
て
で
か
け
て
い

っ
て
、
な
か
な
か
通
用
し
な
く
て
、
こ
ま
っ

た
な
と
い
っ
て
帰
っ
て
く
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
場
合
は
、
日
本
と
か
ア
ジ
ア

は
と
に
か
く
相
互
扶
助
の
思
想
な
ん
だ
と
。

こ
れ
は
人
権
思
想
と
相
対
す
る
概
念
と
し
て

と
ら
え
て
い
こ
う
と
提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ

は
ぼ
く
な
り
の
解
釈
で
す
け
れ
ど
も
。

－
　
神
戸
で
は
、
か
な
り
相
互
扶
動
的
な

活
動
が
自
然
に
お
こ
っ
た
み
た
い
で
す
ね
。
お

医
者
さ
ん
や
看
護
婦
さ
ん
の
な
か
に
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
ろ
う
と
い
う
気
運
が
、

今
後
か
な
り
で
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

早
川
　
そ
う
お
も
い
ま
す
。
神
戸
が
ひ
と
つ

の
突
破
口
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
世
界
に
ひ
ろ

が
る
か
ど
う
か
。
ち
ょ
っ
と
見
守
っ
て
い
き

た
い
気
が
し
ま
す
ね
。

－
１
’
今
回
の
震
災
で
、
日
本
で
も
難
民
や

被
災
民
に
た
い
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
が
・
：
…
。

早
川
　
で
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

－
　
き
ょ
う
は
お
い
そ
が
し
い
と
こ
ろ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［
料
鯛
晦
賢
樋
。
］
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ス
ク
も
覚
悟
し
な
き
や
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

－
　
今
回
日
本
に
き
た
外
国
の
医
療
チ
ー

ム
の
な
か
に
は
、
あ
ま
り
活
動
で
き
な
い
で

帰
っ
た
人
た
ち
も
い
る
み
た
い
で
す
が
、
そ

う
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
も
な
い
と
い
う
こ
と

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

早
川
　
え
え
。
だ
か
ら
新
聞
の
報
道
を
み
て

い
ま
す
と
、
つ
か
い
方
が
も
っ
た
い
な
い
と

か
、
も
う
し
わ
け
な
か
っ
た
と
か
ず
い
ぶ
ん

へ
り
く
だ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
た
り

ま
え
と
い
え
ば
あ
た
り
ま
え
だ
と
お
も
う
ん

で
す
。

　
患
者
さ
ん
の
立
場
に
た
っ
て
か
ん
が
え
る

と
、
自
分
の
こ
と
ば
が
わ
か
っ
て
、
自
分
の

生
ま
れ
そ
だ
っ
た
環
境
の
わ
か
っ
て
い
る
医

者
に
か
か
り
た
い
と
お
も
う
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
、
ど
ん
ど
ん
海
外
に
で
か
け
て
い
っ
て

診
療
行
為
を
す
る
と
い
う
の
も
ど
う
か
な
と
、

最
近
お
も
っ
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
ぼ
く
の

個
人
的
な
か
ん
が
え
で
す
け
れ
ど
も
、
む
し

ろ
そ
れ
よ
り
も
、
現
地
の
医
療
機
関
を
後
方

か
ら
支
援
す
る
か
た
ち
の
ほ
う
が
、
お
た
が

い
に
と
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

－
－
　
そ
れ
か
ら
、
外
国
か
ら
医
療
チ
ー
ム

が
き
て
も
、
医
師
免
許
が
日
本
で
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
話
が
今
回
あ
り
ま
し
た
が
、
外

国
へ
い
か
れ
る
と
き
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
。

早
川
　
ユ
ー
ゴ
で
は
、
基
本
的
に
は
直
接
、

診
療
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。
ネ
パ
ー
ル
で
は

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
部
が
ち
ゃ
ん
と
手
続
き
を
し

て
く
れ
て
、
免
許
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
免

許
と
い
う
か
許
可
で
す
ね
。
一
年
間
有
効
の
。

－
　
と
い
う
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
許
可
が

い
る
、
い
く
ら
緊
急
事
態
と
い
っ
て
も
。

早
川
　
そ
れ
は
や
は
り
政
府
の
特
権
と
い
い

ま
し
ょ
う
か
、
証
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
か
ら
。

行
政
の
隙
間
を
埋
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

－
　
日
本
で
は
こ
の
震
災
を
契
機
に
、
防

災
体
制
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
か
ん
が
え
な
お

さ
な
き
や
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ

て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
医
療
の
面
で
も

そ
う
い
う
動
き
が
あ
る
わ
け
で
す
か
。

早
川
　
今
回
ま
ず
か
ん
が
え
な
い
と
い
け
な

い
の
は
、
こ
の
震
災
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。

こ
れ
は
医
療
の
面
で
も
ま
だ
ぜ
ん
ぜ
ん
で
き

て
い
な
い
と
お
も
い
ま
す
ね
。
は
っ
き
り
い

っ
て
し
ま
え
ば
、
今
回
の
地
震
は
、
と
に
か

く
か
ん
が
え
た
こ
と
も
な
い
こ
と
が
お
こ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
。

－
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
場
合
だ
っ
た
ら
、
緊
急

出
動
す
る
た
め
の
車
は
、
常
時
ス
タ
ン
バ
イ

し
て
い
る
ん
で
す
か
。

早
川
　
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
。

あ
く
ま
で
も
日
本
国
内
に
お
い
て
の
災
害
時

と
い
う
の
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

海
外
派
遣
に
お
い
て
も
国
境
な
き
医
師
団
の

よ
う
に
、
常
時
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
る
と
い

う
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

－
　
日
本
の
、
た
と
え
ば
大
阪
と
か
兵
庫

な
ど
の
医
療
施
設
で
、
そ
う
い
う
ス
タ
ン
バ

イ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
。

早
川
　
日
本
に
は
そ
ん
な
発
想
は
な
い
で
す
。

わ
れ
わ
れ
の
医
療
と
い
う
の
は
基
本
的
に
ぜ

●

ん
ぶ
「
待
ち
」
な
ん
で
す
ね
。
待
っ
て
い
て
、

き
た
も
の
に
た
い
し
て
で
き
る
か
ぎ
り
の
こ

と
を
す
る
わ
け
で
す
か
ら
。

－
　
あ
る
、
ひ
じ
ょ
う
に
ひ
ろ
い
地
域
の

病
院
ぜ
ん
ぶ
が
だ
め
に
な
る
と
い
う
ふ
う
な

こ
と
は
、
予
想
さ
れ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

早
川
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
災
害
時
に

お
け
る
い
ち
ば
ん
の
問
題
は
、
移
動
と
通
信

手
段
の
確
保
で
す
。
そ
の
へ
ん
は
医
療
だ
け

の
問
題
じ
ゃ
な
く
て
、
社
会
全
体
で
か
ん
が

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
お
も
い
ま
す
ね
。

　
だ
い
た
い
ど
こ
の
国
で
も
災
害
時
に
は
非

常
事
態
宣
言
の
よ
う
な
も
の
を
だ
し
て
、
軍

隊
が
主
導
権
を
に
ぎ
っ
て
救
援
活
動
に
い
き

ま
す
ね
。
日
本
で
は
軍
隊
に
か
わ
る
組
織
と

し
て
自
衛
隊
が
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

自
衛
隊
な
ん
か
今
回
ほ
か
の
車
と
い
っ
し
ょ

●

1993年10月、ネバーJb東部のダマ･ンクに設置したＡＭＯＡの難民医療セン

ターで、ブータン錐民の治療にあたる。病気は脚気(ｶ･っli)がおおかった

に
渋
滞
に
巻
き
こ
ま
れ
な
が
ら
到
着
し
た
。

そ
う
い
う
国
で
す
か
ら
、
そ
の
対
応
の
ほ
う

が
先
決
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
が
被
災
地
側
の
問
題
。
あ
と
外
か
ら

救
援
す
る
側
は
ど
う
Ｔ
る
か
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
移

動
と
通
信
の
手
段
は
独
自
に
確
保
し
て
、
情

報
を
自
分
で
あ
つ
め
て
、
そ
れ
を
自
分
な
り

に
評
価
し
て
動
け
る
組
織
で
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
れ
が
、
自
治
体
主
導
の
組
織
か
あ
る

い
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
主
体
の
組
織
か
で
、
ひ
じ
ょ
う

に
差
が
あ
り
ま
す
。

　
自
治
体
主
導
で
す
と
、
や
は
り
き
め
ら
れ

た
枠
か
ら
は
み
だ
せ
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
の

点
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
軽
快
な
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
自
分
た
ち
で
動
い
て

ニ
ー
ズ
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
逆
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-

わ
り
は
ゆ
た
か
な
農
村
地
帯
な
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
の
餓
死
者
も
だ
さ
ず
に

こ
れ
ま
で
も
っ
た
ん
だ
と
お
も
う
ん
で
す
。

―
　
診
察
を
し
て
、
薬
を
だ
す
の
で
す
か
。

早
川
　
い
え
、
今
回
の
場
合
は
そ
う
い
う
か

た
ち
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
む
こ
う
は
医
薬
分

業
と
い
う
の
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
地

元
の
医
者
が
診
察
し
て
、
処
方
隻
を
だ
す
。

一
次
医
療
と
い
う
の
は
基
本
的
に
無
料
な
ん

で
す
。
処
方
僥
を
も
ら
っ
た
け
ど
薬
を
買
え

な
い
人
は
、
国
連
文
民
警
察
の
ほ
う
に
そ
れ

を
も
っ
て
い
っ
て
、
た
し
か
に
金
が
な
く
て
、

薬
を
買
え
な
い
ん
だ
と
わ
か
れ
ば
、
処
方
隻

″●

を
お
ま
わ
り
さ
ん
が
あ
つ
め
て
も
っ
て
く
る
。

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
薬
を
だ
し
て
、
ま
た
お

ま
わ
り
さ
ん
に
配
っ
て
も
ら
う
。
ひ
じ
ょ
う
に

め
ん
ど
く
さ
い
方
法
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
、
こ
れ
は
神
戸
で

も
い
え
る
と
お
も
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も

と
も
と
旧
ユ
ー
ゴ
は
か
な
り
の
医
療
水
準
を

保
っ
て
い
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か

ら
医
療
に
た
い
す
る
要
求
の
度
合
い
が
ひ
じ

ょ
う
に
高
い
。
こ
ん
な
も
の
飲
ま
な
く
て
も

死
な
な
い
と
い
う
よ
う
な
薬
で
も
、
な
い
と

い
や
だ
と
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
し
た
。

　
　
社
会
的
行
為
と
し
て
の
医
療

戦
争
の
よ
う
な
状
況
で
救
援
活
動
す
　
　
ん
だ
と
蜘
如
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
ク
ロ
ア
チ

る
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
に
味
方
す
る
と
い
う
　
　
ア
国
内
の
難
民
セ
ン
タ
ー
で
も
活
動
し
て
い

わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
結
果
的

に
は
一
方
の
病
人
を
担
当
せ
ざ
る
を
え
な
い

わ
け
で
す
か
。

早
川
　
そ
う
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
わ
れ
わ

れ
の
場
合
、
ひ
じ
ょ
う
に
困
っ
た
の
社
、
薬

を
ど
う
や
っ
て
調
達
す
る
か
だ
っ
た
ん
で
す
。

い
ち
お
う
新
ユ
ー
ゴ
（
セ
ル
ビ
ア
）
の
ベ
オ

グ
ラ
ー
ド
の
ほ
う
か
ら
薬
を
補
充
し
て
い
た

ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
セ
ル
ビ
ア
と
ク
ラ
イ

ナ
の
あ
い
だ
に
チ
エ
″
ク
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ

て
、
薬
を
押
収
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
国
連
の
保
護
下
の
も

と
に
、
ク
ロ
ア
チ
ア
側
と
の
行
き
来
も
従
来

か
ら
あ
っ
て
、
そ
ち
ら
か
ら
薬
を
こ
っ
そ
り

い
れ
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
と
き
は

ク
ロ
ア
チ
ア
の
製
薬
会
社
に
ど
こ
で
つ
か
う

た
の
で
、
そ
ち
ら
で
っ
か
う
ん
だ
と
い
っ
わ

っ
て
、

―

や
っ
と
納
入
し
て
も
ら
っ
た
。
（
笑
）

と
こ
ろ
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
急
を
要
す
る
緊
急
医
療
と
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、

ふ
た
つ
の
種
類
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

早
川
　
も
と
も
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
密
着

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
体
で
し
た
。
さ
き

ほ
ど
い
い
ま
し
た
相
互
扶
助
の
思
想
で
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
現
地
支
部
の
要
請
に
も
と
づ
い
て
、

わ
れ
わ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。
と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
と
組
織
か
大

き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
災
害
時

で
あ
る
と
か
、
戦
争
の
と
き
も
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
欧
米
的
な
発
想
に
な
る

″●

ん
で
す
け
ど
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
欧
米
に
遜
色
の

な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
う
こ
と
も
ひ
と
つ
の
目
標

に
掲
げ
て
き
ま
し
た
か
ら
。

　
そ
れ
も
も
と
も
と
は
、
ア
ジ
ア
各
国
に
支

部
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
ネ
″
ト
ワ
ー
ク

を
い
か
し
て
、
い
ろ
ん
な
活
動
が
で
き
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

と
く
に
こ
こ
二
、
三
年
、
支
部
の
な
い
ル
ワ

ン
ダ
で
あ
る
と
か
、
ク
ル
ド
難
民
で
あ
る
と

か
、
旧
ユ
ー
ゴ
な
ど
に
も
派
遣
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
ん
で
す
。

―
　
旧
ユ
ー
ゴ
に
は
、
日
本
人
以
外
の
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
お
医
者
さ
ん
も
い
っ
て
い
ま
す
か
。

早
川
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
か
ら
参
加
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
ひ
じ
ょ
う
に
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
支
部
で
、
ル
ワ
ン
ダ
ヘ
も
い
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
副
代
表
の
高
橋
央
さ
ん

と
い
う
か
た
が
新
聞
で
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
医
学
の
知
識
そ
の
も
の
は
普
遍
的
で

ど
こ
で
も
つ
か
え
る
。
し
か
し
、
医
療
行
為

と
な
る
と
社
会
的
な
も
の
だ
か
ら
、
一
定
の

条
件
が
整
わ
な
い
と
な
ん
の
役
に
も
た
た
な

い
。
外
国
か
ら
い
ち
ど
に
こ
ら
れ
て
も
通
訳

の
用
意
と
か
、
実
際
上
な
か
な
か
む
つ
か
し

い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う

な
ん
で
し
ょ
う
か
。

早
川
　
い
ま
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
も
ひ
じ
ょ
う
に

ク
ロ
ー
ー
ズ
ア
″
プ
さ
れ
て
い
る
問
題
で
す
。

－
―
　
た
し
か
に
う
け
い
れ
る
組
織
が
現
地

に
あ
れ
ば
、
話
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
す
よ
ね
。

早
川
　
一
九
九
三
年
の
イ
ン
ド
西
部
の
地
震

の
と
き
、
緊
急
救
援
に
い
こ
う
と
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
か
、
国
境
な
き

国
連
保
護
地
域
、
プ
コ
バ
ル
市
内
の
教
会
。
市
内
の
主
要

な
建
物
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
た
っ
た

医
師
団
も
Ｉ
週
間
い
て
、
や
る
こ
と
が
な
い

か
ら
帰
っ
た
と
い
う
ぐ
ら
い
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
し
っ
か
り
し
て
い
た
。
災
害
と
い
う
の
は

ひ
じ
ょ
う
に
長
く
尾
を
ひ
き
ま
す
か
ら
、
け

っ
き
ょ
く
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
ち
ら
に
た
い
す

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
こ
ノ
ロ
グ
ラ
ム
と

い
う
か
た
ち
で
活
動
し
た
ん
で
す
。
こ
う
し

た
、
い
っ
て
み
て
も
ほ
ん
と
う
に
ニ
ー
ズ
が

あ
る
か
な
い
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
う
い
う
リ
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そ
れ
は
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
実
現
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

－
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
い
う
組
織
へ
は
個
人
と

し
て
お
は
い
り
に
な
る
わ
け
で
す
か
。

早
川
　
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。

－
　
い
ま
会
員
は
ど
れ
く
ら
い
い
ら
っ
し

ゃ
る
ん
で
す
か
。

早
川
　
日
本
に
約
七
〇
〇
名
、
ア
ジ
ア
各
国

に
約
二
〇
〇
名
で
す
。
日
本
の
場
合
は
医
師
、

看
護
婦
の
ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
な
か
た
が
は
い

っ
て
い
ま
す
。

１
財
政
的
に
は
寄
付
金
な
ん
か
を
募
っ

て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
か
。

早
川
　
そ
う
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
い
う
か
、
お
も
し

ろ
い
と
こ
ろ
な
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
外

務
省
の
援
助
金
や
郵
政
省
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
貯
金
と
い
っ
た
政
府
か
ら
で
て
い
る
お

金
が
大
き
な
割
合
い
を
占
め
る
。
こ
れ
は
欧

米
の
組
織
か
ら
み
た
ら
、
ひ
じ
ょ
う
に
わ
か

り
に
く
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
あ
り
な
か
ら
政
府
か
ら
お
金
を
も
ら

っ
て
い
る
へ
ん
な
団
体
だ
と
。
（
笑
）

旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
地
域
で
の
医
薬
品
供
与

－
　
被
災
者
の
な
か
に
は
、
今
回
の
震
災

は
戦
災
よ
り
も
こ
わ
い
と
い
う
人
が
い
ま
し

た
が
、
ど
っ
ち
が
こ
わ
い
か
と
い
う
話
は
べ

つ
に
し
て
、
早
川
さ
ん
は
昨
年
（
一
九
九
四

年
）
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ク
ロ
ア
チ
ア
ヘ

い
か
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
い
ま
も
現
地
で
は

か
な
り
悲
惨
な
戦
闘
状
態
が
っ
づ
い
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
ヘ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
派
遣
で
い
か
れ
た
ん
で
す
か
。

早
川
　
旧
ユ
ー
ゴ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
お
こ

な
っ
て
い
る
の
は
Ｊ
Ｅ
Ｎ
（
日
本
緊
急
救
援

Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
）
と
い
う
組
織
な
ん
で
す
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会
、
国

境
な
き
奉
仕
団
、
日
本
国
際
救
援
行
動
委
員

会
、
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン
、
立
正
佼
成
会
と
い
う

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
六
団
体
（
現
在
は
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
学
校
を
つ
く
る
会
を
ふ
く
む
七
団
体
）

が
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
と
協
力
し
て
、
い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
共
同
で
お
こ
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

－
　
い
か
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

早
川
去
年
（
一
九
九
四
年
）
の
九
月
か
ら

一
一
月
ま
で
で
す
。

Ｉ
　
ど
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
ん

で
す
か
。

早
川
　
ク
ロ
ア
チ
ア
の
い
わ
ゆ
る
難
民
に
は
、

戦
闘
状
態
に
あ
る
ボ
ス
ニ
ア
か
ら
の
難
民
と
、

ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
の
セ
ル
ビ
ア
占
領
地
域
か

ｆ　●

ら
逃
げ
て
く
る
ク
ロ
ア
チ
ア
被
災
民
が
あ
る

わ
け
で
す
。
そ
の
人
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
の
ひ

と
つ
が
ク
ロ
ア
チ
ア
の
リ
エ
カ
と
い
う
と
こ

ろ
に
あ
る
ん
で
す
。

Ｉ
　
リ
エ
カ
と
い
う
と
、
ア
ド
リ
ア
海
に

面
し
た
大
き
な
港
町
で
す
ね
。

早
川
　
え
え
。
そ
こ
に
最
初
、
難
民
お
よ
び

被
災
民
の
た
め
の
診
療
所
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
予
備
調
査
の
目
的
で
は
い
っ

た
ん
で
す
。
し
か
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
の

対
応
が
お
く
れ
て
い
た
た
め
、
け
っ
き
ょ
く

一
週
間
ほ
ど
そ
こ
に
い
て
、
そ
の
あ
と
ク
ロ

ア
チ
ア
国
内
の
い
ま
は
セ
ル
ビ
ア
人
の
占
頷

下
に
あ
る
国
連
保
護
地
域
で
、
医
薬
品
の
供

与
に
従
事
し
ま
し
た
。

－
　
国
連
保
護
地
域
と
い
う
の
は
国
連
が

管
理
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
。

早
川
　
管
理
は
で
き
て
な
い
で
す
。
い
ち
お

う
国
連
保
護
地
域
と
い
う
名
前
は
つ
い
て
い

る
ん
で
す
が
、
実
際
に
は
セ
ル
ビ
ア
人
の
支

配
地
域
で
、
セ
ル
ビ
ア
人
側
は
一
方
的
に
セ

ル
ビ
ア
・
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
と
称
し
て
い
ま

す
。
国
際
的
に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
領
内
で
は
あ

る
け
れ
ど
、
そ
こ
で
は
少
数
派
の
ク
ロ
ア
チ

ア
人
を
セ
ル
ビ
ア
人
が
追
い
だ
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
か
セ
ル
ビ
ア
人
が
統
治
し
て
・
い
る
と

は
い
う
も
の
の
、
政
治
的
に
は
空
白
の
地
で

す
か
ら
、
社
会
基
盤
が
な
い
。
そ
こ
で
生
活

し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱
者
層
、
あ
る

い
は
老
人
と
い
っ
た
人
た
ち
の
た
め
に
、
無

料
で
医
薬
品
を
供
与
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

わ
れ
わ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
ん
で
す
。

１
　
場
所
は
ど
の
あ
た
り
で
す
か
。

ｆ　●

早
川
　
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
戦
争
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
、
一
九
九
一
年
の
戦
争
の
最
大
の

激
戦
地
だ
っ
た
ブ
コ
バ
ル
と
い
う
町
に
薬
局

を
ひ
と
つ
つ
く
り
ま
し
て
、
そ
こ
を
拠
点
に

し
て
薬
を
配
り
ま
し
た
。

Ｉ
対
象
は
。

早
川
　
セ
ル
ビ
ア
人
が
対
象
で
す
。
セ
ル
ビ

ア
人
と
い
い
ま
し
て
も
、
逆
に
ク
ロ
ア
チ
ア

か
ら
追
い
だ
さ
れ
て
き
た
、
ほ
と
ん
ど
難
民

の
よ
う
な
セ
ル
ビ
ア
人
も
い
ま
す
し
、
も
と

か
ら
住
ん
で
い
た
セ
ル
ビ
ア
人
も
い
ま
す
し
、

い
ろ
ん
な
人
が
相
手
で
す
。

Ｉ
　
プ
コ
バ
ル
の
町
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ

れ
た
よ
う
な
状
態
で
し
ょ
う
。

早
川
　
震
災
後
、
三
年
間
な
ん
の
援
助
も
な

し
に
ほ
っ
と
か
れ
た
神
戸
に
人
が
暮
ら
し
て

い
る
、
そ
う
い
う
状
況
と
か
ん
が
え
て
も
ら

っ
た
ら
わ
か
り
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
お

も
い
ま
す
。

　
ぼ
く
が
ひ
じ
ょ
う
に
お
ど
ろ
い
た
の
は
、

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
飛
行
機
で
わ
ず
か
Ｉ
、
二
時

間
の
と
こ
ろ
に
、
社
会
機
構
が
崩
壊
し
た
ゆ

え
に
明
日
を
も
知
れ
ぬ
生
活
を
送
っ
て
い
る
、

そ
し
て
戦
闘
と
い
う
派
手
な
状
況
が
な
い
ゆ

え
に
国
際
社
会
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る
地

域
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ど
真
ん
中
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
こ
う
い
う
生
活
を
し
て
い
る
人
間
が
い

た
の
か
。
ほ
ん
と
う
に
陽
の
あ
た
ら
な
い
人

た
ち
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

－
－
　
三
年
は
長
い
で
す
ね
。

早
川
　
も
と
も
と
こ
の
あ
た
り
は
ひ
じ
ょ
う

に
恥
記
な
土
地
な
ん
で
す
。
プ
コ
バ
ル
の
ま

国際医療協力VOI.18'N0.6 199553



Ｆ ’

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
　
一
月
三
〇
日
の
時
点
で
は
、
患
者
さ

ん
は
ど
う
い
う
人
が
お
お
か
っ
た
の
で
す
か
。

早
川
常
設
救
護
所
の
あ
る
避
難
所
が
、
東

灘
区
に
た
し
か
三
一
ヵ
所
あ
っ
た
と
お
も
う

ん
で
す
が
、
渦
が
森
小
学
校
は
そ
の
ひ
と
つ

で
し
た
。
そ
こ
で
診
療
を
し
、
近
隣
地
区
を

巡
回
す
る
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
も
と
も

と
あ
っ
た
医
療
機
関
も
、
だ
い
た
い
七
割
な

い
し
ハ
割
は
稼
働
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
こ
そ
風
邪
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
け
が
の

処
置
と
い
っ
た
こ
と
で
お
わ
り
ま
し
た
。

Ｉ
　
早
川
さ
ん
が
所
属
し
て
お
ら
れ
る
医

療
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
援
助
団
体
）
の
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
も
い
ち

は
や
く
派
遣
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

早
川
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
長
田
区
の
ほ
う
で
す
ね
。

こ
う
い
う
災
害
時
の
医
療
の
ニ
ー
ズ
は
、
だ

い
た
い
一
二
時
間
か
ら
二
四
時
間
の
超
急
性

期
が
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
ん
で
す
。
そ

れ
を
す
ぎ
た
急
性
期
は
、
対
応
も
ま
っ
た
く

ち
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
つ
ぎ
に
慢
性
期

に
は
い
る
。
だ
い
た
い
こ
の
三
段
階
に
大
ま

か
に
わ
け
ら
れ
る
と
お
も
い
ま
す
か
、
ぽ
く

の
場
合
は
急
性
期
か
ら
、
慢
性
期
に
移
行
し

は
じ
め
る
時
期
に
は
い
っ
た
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
場
合
は
、
い
ま

ま
で
の
海
外
派
遣
の
経
験
か
ら
、
と
に
か
く

急
が
な
い
と
話
に
な
ら
ん
と
い
う
こ
と
で
、

た
ぶ
ん
当
日
、
一
七
日
の
午
後
一
一
時
に
は

長
田
区
に
は
い
っ
て
い
た
。
本
部
の
あ
る
岡

山
か
ら
車
で
い
っ
た
わ
け
で
す
が
、
着
く
と

長
田
保
健
所
で
す
ぐ
に
医
療
活
動
を
開
始
し

･f1 ●

た
。
そ
れ
も
巡
回
診
療
が
主
体
で
す
。
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
神

戸
の
震
災
の
い
ち
ば
ん
の
特
徴
は
、
ど
こ
で

な
に
が
お
こ
っ
た
か
、
だ
れ
も
わ
か
ら
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
活
動
す
る
に
は
、
自
分
た
ち
で
ニ
ー
ズ

を
ひ
ろ
い
あ
つ
め
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ

と
を
や
る
と
い
う
目
己
完
結
性
が
必
要
で
す
。

そ
う
い
う
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
い
、
自
立
し

た
組
織
が
い
ち
ば
ん
求
め
ら
れ
る
ん
で
す
。

－
―
　
こ
う
い
っ
た
災
害
時
に
お
け
る
緊
急

医
療
で
、
ま
ず
必
要
と
さ
れ
る
の
は
ど
う
い

う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

早
川
　
ト
リ
ア
ー
ジ
と
い
わ
れ
る
患
者
の
選

別
。
そ
れ
か
ら
フ
ァ
ー
ー
ス
ト
・
エ
イ
ド
と
い

う
応
急
処
置
。
そ
れ
か
ら
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ー
ト
、

搬
送
で
す
ね
。
こ
の
三
つ
が
緊
急
救
命
活
動

な
い
し
災
害
時
医
療
の
原
則
と
い
え
る
と
お

も
い
ま
す
。

　
日
本
の
医
療
機
関
の
場
合
、
患
者
を
選
別

す
る
こ
と
は
ま
ず
し
ま
せ
ん
ね
。
患
者
さ
ん

が
運
ば
れ
て
き
た
ら
、
そ
の
患
者
さ
ん
に
た

い
し
て
で
き
る
か
ぎ
り
の
治
療
を
す
る
と
い

う
の
が
常
識
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
だ
と
災

害
時
は
ぜ
ん
ぜ
ん
ま
に
あ
わ
な
い
。
だ
か
ら

こ
の
人
は
可
能
性
が
高
い
か
ら
治
療
を
最
優

先
し
よ
う
。
こ
の
人
は
や
っ
て
も
む
だ
だ
か

ら
治
療
は
し
な
い
。
軽
傷
は
が
ま
ん
し
て
も

ら
う
。
そ
う
い
っ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
が
ひ
じ
ょ

う
に
だ
い
じ
だ
と
お
も
い
ま
す
。
そ
れ
を
経

な
っ
え
で
の
応
急
処
置
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
患
者

さ
ん
を
被
災
地
外
に
搬
送
す
る
こ
と
で
す
。

ｆ　●

ア
ジ
ア
に
援
助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

と
こ
ろ
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
い
う
の
は
　
　
が
参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ

ど
う
い
う
組
織
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
医
療
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
に
は
、
国
境
な
き
医
師
団
と
か

ほ
か
に
も
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
そ
の
な

か
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ど
う
い
う
性
格
を
も
っ
て

い
る
ん
で
し
ょ
う
。

早
川
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
代
表
は
菅
波
茂
さ
ん
と

い
う
岡
山
の
開
業
医
で
す
が
、
彼
が
一
九
七

九
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
大
量
発
生
の
と

き
に
、
医
学
生
二
名
と
な
に
か
で
き
る
こ
と

が
な
い
か
と
タ
イ
に
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
と

こ
ろ
が
い
っ
た
の
は
い
い
け
ど
、
な
に
も
で

き
な
く
て
帰
っ
て
き
た
。
な
に
を
し
て
い
い

か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
を
経
験
し
て
Ｊ

そ
れ
を
機
に
ア
ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
議
会
、

Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
と
い
う
組
織
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
そ
の
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
、
一

九
八
四
年
に
発
足
し
た
ん
で
す
。
最
初
の
理

念
と
し
て
は
、
た
ん
に
ア
ジ
ア
と
日
本
と
の

疾
病
の
ち
が
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に

あ
る
風
土
、
民
族
、
文
化
、
経
済
、
社
会
機

構
の
ち
が
い
を
理
解
し
、
信
じ
あ
え
る
友
人

を
も
つ
こ
と
こ
そ
援
助
の
前
に
必
要
で
あ
る

と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
ア
ジ
ア
各
国
の
医

療
を
さ
さ
え
る
人
材
を
養
成
す
る
。
さ
ら
に
、

各
国
の
医
療
事
情
に
精
通
し
た
医
師
お
よ
び

医
療
機
関
の
相
互
協
力
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
と
、
ア
ジ
ア
の
保
健
医
療
向
上

の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
団
体

で
す
。
い
ち
お
う
教
科
書
的
に
い
う
と
。
（
笑
）

れ
で
、
お
た
が
い
に
緊
急
時
に
助
け
あ
う
。

早
川
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
ア
ジ
ア
ー

五
ヵ
国
に
支
部
が
あ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
っ
て
い
る
。
相
互
に
助
け
あ
う
と
い

う
発
想
は
日
本
の
ほ
か
の
団
体
、
あ
る
い
は

国
境
な
き
医
師
団
に
し
て
も
な
い
と
お
も
い

ま
す
。
だ
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
い
ち
ば
ん
の
特

徴
は
相
互
扶
助
で
す
。
お
た
が
い
に
補
完
し

あ
い
な
が
ら
問
題
に
た
ち
む
か
っ
て
い
く
。

そ
う
い
う
発
想
で
動
い
て
い
ま
す
。

１
海
外
の
支
部
か
ら
日
本
に
き
た
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
す
か
。

早
川
　
北
海
道
南
西
坤
地
震
の
と
き
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
「
医
師
の
派
遣

の
必
要
は
な
い
か
」
と
い
う
打
診
が
あ
っ
た
。

た
だ
こ
ち
ら
の
医
療
事
情
を
考
慮
す
る
と
、

達也早川

では昨年の旧ユーゴのほ

か､ネバールでのブータン

難民救援やインドネシア

のスマトラ鳥東部地騰の

緊急救援活動に参加した

そ
う
す
る
と
、
ア
ジ
ア
各
国
の
医
師
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21

早川達也

(AMDA･市立教農痢皿勣

災害と戦争の

　　国際医療援助
　アジア各地、さらには旧ユーゴやルワンダなどの難民・被災民医療に

　　　豊富な海外派遣の経験をもつAMDA（アジア医師連絡協議会）。

阪神大震災の被災者救援には、ＡＭＤＡのようなＮＧＯ（民間援助団体）や

　　　　　　　全国からかけつけたボランティアが活躍した

１　●

　　　のむら１きいも
関白手･野村雅一

　　　(191a‘)

－
－
ｉ
ｌ

｜

１

―
－
　
｝
月
一
七
日
に
地
震
が
お
こ
っ
た
と

き
は
、
ど
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
。

早
川
　
札
幌
の
病
院
で
当
直
し
て
い
た
ん
で

す
。
そ
れ
で
い
そ
が
し
く
て
、
じ
つ
は
地
震

の
こ
と
を
朝
九
時
す
ぎ
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
出
勤
し
て
き
た
同
僚
に
、
「
な
ん
か

え
ら
い
地
震
だ
ぞ
」
と
い
わ
れ
て
、
「
な
ん
だ
、

な
ん
だ
」
と
い
っ
た
の
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。

避錐所の被災者を巡回して診察するＡＭＤＡ（アジア医師連絡協

朧会）の医療チーム。神戸市長田区で＜写真提供・毎日新聞社）

神
戸
は
た
い
へ
ん
や
な
と
お
も
っ
て
い
た
ん

で
す
け
ど
、
こ
っ
ち
も
仕
事
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
そ
れ
に
忙
殺
さ
れ
て
、
そ
の
一
日
は
お

わ
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

－
　
神
戸
に
い
か
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
。

早
川
　
札
幌
市
が
医
療
救
護
班
を
派
遣
し
て
、

神
戸
で
医
療
活
動
を
は
じ
め
た
の
は
、
地
震

か
ら
二
日
後
の
一
月
一
九
日
か
ら
で
す
が
、

ｒ　●

ぼ
く
自
身
が
参
加
し
た
の
は
第
三
次
医
療
救

護
班
で
、
時
期
と
し
て
は
か
な
り
お
そ
い
一

月
三
〇
日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
で
す
。
チ
ー

ム
は
医
師
二
名
、
看
護
婦
二
名
、
連
絡
調
整

　
一
名
と
い
う
体
制
で
し
た
。

－
　
場
所
は
。

早
川
神
戸
市
東
灘
区
の
渦
が
森
地
区
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
か
な
り
山
の
手
の
ほ
う
に

な
り
ま
す
の
で
、
神
戸
全
体
の
な
か
で
み
れ

ば
、
被
害
そ
の
も
の
は
比
較
的
軽
微
だ
っ
た

と
お
も
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
地

震
直
後
は
ひ
と
つ
の
小
学
校
に
一
五
〇
〇
人

ぐ
ら
い
避
難
し
て
い
る
状
態
で
し
た
。

－
　
今
回
の
チ
ー
ム
は
、
札
幌
市
の
人
た

ち
だ
け
で
つ
く
ら
れ
た
わ
け
で
す
か
。

早
川
　
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
神
戸
市
円
に

は
い
れ
ば
、
保
健
所
の
指
導
、
指
揮
の
も
と

で
ほ
か
の
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
す
る

と
い
う
こ
と
で
…
…
。

－
　
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
保
健
所
が

す
る
わ
け
で
す
か
。

早
川
　
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
体
制
を
つ
く

ろ
う
と
は
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
初

の
二
四
時
間
な
い
し
四
八
時
間
以
内
は
も
う

グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
だ
っ
た
み
た
い
で
す
。
保
健

所
の
最
初
の
二
日
間
の
仕
事
は
な
に
か
と
い

っ
た
ら
、
遺
体
管
理
だ
っ
た
。
そ
れ
に
忙
殺

さ
れ
て
、
生
き
て
い
る
人
の
ケ
ア
な
ん
て
、

ぜ
ん
ぜ
ん
手
が
ま
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
の
よ
う
で
す
。
ぼ
く
が
は

い
っ
た
こ
ろ
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
必
要
な
情
報
を
保
健

所
が
じ
ゅ
う
ぷ
ん
把
握
で
き
て
い
る
状
況
で
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瀬高諌M

雲脂談談腿言詣aa訟詣談話縦瀧総譜
一岩井くにー

　みなさん，いかがお過ごしですか？ここのところ栃木の空は「大気の状態は不安定」そ

のままの気まぐれさで，布団もおちおち干せず，除湿器が大活躍の状態です．花の写真を

撮ろうにも厚い雲のおかげで光量不足の上，風で被写体が揺れるという最悪の状況で，仕

事をせざるを得ない毎日です．あー！気が滅入る！

　サハリン北部地震の際のＡＭＤＡの迅速な行動は大学内でも注目され，図書館の入り口

の新聞掲示板には5月29日以来，毎日のようにＡＭＤＡの4文字が光っています．ＡＭＤＡ

会員の1人として誇らしいと思う半面，簡単には現地に行けないわが身が歯がゆくて仕方

なく，じりじりと落ちつかない日々を送っています．

　さて，6月と言えば六月の花嫁，なんてロマンチックなことは言ってられない！大学の6

月は研究費申請の季節です．先立つモノはカネとぱかりに私は徹夜で申請書作成（でっち

あげ？）に精を出し，内容のあまりのすごさにあきれた教授はしみじみと「君は，ホント

に山師だねぇ．」ふんっ！いいんだもんっ！

　そのうえ無謀にも，国際医療協力学生ゼミなるものまで始めちゃったんですから，今や

私のスケジュールはタレント並み？の忙しさです．引っかかってしまったかわいそうな学

生約9名の希望で選んだテーマは奇しくも「緊急医療援助」．第1回を始めた直後にサハリ

ン北部地震が起こってしまい，偶然だと思いつつ，ちょっと責任を感じちゃったりして…．

でもおかげで生きた教材だけに学生の反応はなかなかで，「緊急医療援助実習をしよう.」

という声も出ていますが，医療の経験が少ない低学年が多いので，手始めに発電機など一

式もってキャンプでもしようかと思っています．気分を盛り上げるためにＡＭＤＡから衛

星放送用のパラボラアンテナでも借りようかな．

　おまけに今日から宇都宮市にある栃木県立衛生福祉大学校で講義をすることになりまし

た．こちらの内容は残念ながら「成人保健」ではありますが，さりげなく探りを入れたと

ころでは保健婦志望の学生が多いとか．知らん顔して み未来

の仲間を増やさねば．明日の世界の母子保健活動はあなた方の肩にかかっているのよっ！・

てなわけで，またまた資料作成の仕事が増えてしまいました．どうしましょう．

　それはそうと，今年はいったいどうなっているんでしょう！新年しょっぱなから阪神大

震災で，ぶっとんでしまいましたが，3月の地下鉄サリン事件，そして5月のサハリン北部

地震とごく近くでさえ，世の中の状態も不安定．おかげで今やＡＭＤＡはひっぱりだこ，

活動の場は世界に広がっているわけですが，それは裏をかえせぱ世界中で争いと天災が頻

発していることに他なりません．私としては，ＡＭＤＡ事務所が暇で暇で，みんなでテレ

ビでも見てるしかないような日が1日でも早く訪れることを，ついでに早くおてんとうさ

まが顔を出してくれることを折りつつ，今日も除湿器のスイッチを押して，さあ出勤です．
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FOUNDATION FOR ADVANCED STUDIES ON INTERNATIONAL DEVELOPMENT

　　　　　　　　　（　F　A　S　I　D　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　成　７　年　６　月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（財）国際開発高等教育機構

　　　平成８年度
研究フェローブログ
　国際機関ブログラ
　募　　集　　要

'ラふ
ふ

　J頁

・　。　目　　　　　白勺

　本プログラムは外務省の委託により国際開発マネジメント、プラニング等の分野におい

　て研究と実務の双方に通暁した人材を育成し、日本の開発援助の質的向上及び関連分野

　の教育研究の促進に資することを目的としています。

２．プログラムの概要

　　　　　●●皿■●皿●●皿●●皿●●W■･皿●●皿●●-●●-･･--･皿●●-●●-･゛-句
　（１）１研究フェロープログラム１

　　　　　●●-･φ-●●-･･-･･-･●-●･-･●-●■･-･･-●･-●･･･●●皿･●IJ　　　　　開発援助に関わる海外の研究機関において研究を希望する研究者等の経費を助

　　　　　成します。

　　　・　●-●φ-●●-●●--･-●●-●●-●●-●●-･●W･･-■●-●●-●●-･●-●●皿甲･-･●皿●●皿●●皿●･-･●-･-〃･●-●d㎜･●皿●●-･･W●●-●●-●●-●●-●･-
　（2）1国際機関プログラムＡコース（プロフェッショナルコース）1

　　　　　●-●●-･●-●●W･●-●●-●●W●■W●●-･●-●●-･●-･■〃●●-●･-●･-･･-●●-●●-●●-･●-･●四●･皿●●皿●●-･●-●●-●●-●●㎜●●㎜●暑-●●-■●〃
　　　　　海外の国際機関において実務研修を希望する中堅以上の研究者・実務者等の経

　　　　　費を助成します。

　　　　　1●-･゜四●･-゜●-●･ﾐ･゛-●●-●●-●●-●゜W●●-●●-●●W°゜-゜゜-●●-●｀･ゆ●･-･･-●･-●●-｀●-●･-･●㎜゜●-●●皿●●-●･-●●-●●皿･●-●●-
　（３）ｉ国際機関プログラムＢコース（インターンシップコースロ

　　　　　S■皿■･-●･-●●-･●〃･･㎜･･-●●-■･㎜●●-●●〃一●皿●●皿･●㎜●●w●･-●●-･●-･●w●●●･･･皿●●-●●-･--●･-･･-･申皿●●-●●--･ﾐ｡････●J
　　　　　海外の国際機関においてインターンとして実務研修を希望する若手の研究者・

　　　　　実務者等の経費を助成します。

３．資　　格

　　下記プログラムの共通応募資格は次のとおりです。

　　　　　①　将来にわたり開発援助に従事する意志を有する者。

　　　　　②　外国の大学等において研究するに十分な語学力を有する者。

　　　　　③　日本国籍を有する者。

　　各プログラムの応募資格は、次の各号を満たす者とします。

　（１）１研究フェロープログラムｉ

　　　　　④　大卒後５年以上の研究歴、又は実務経験を有する者。（但し、大学院で

　　　　　　　　の年数も研究歴に含む。）

　　　　　⑤　大学卒業者、又はこれと同等以上の学力を有する者。但し、当該専門分

　　　　　　　　野において修士号、又は同等以上の資格を有することが望ましい。

　　　　　⑥　　５０才未満の者。（平成７年９月２９日現在）

　　　　　･-●･㎜●●-■■皿■●皿●●-●●W●●-･¶〃･･-･--･●-●■-･4-●●-●･-●･-●･-●申-●●-●●-●●-●･W噛●-●●-●●-●●皿●●皿●●-●●-●･-●●●-●●-
　（2）1国際機関プログラムＡコース（プロフェッショナルコース）ｌ

　　　　　･-■･㎜･･-･･-■･-●●-●●-●●-●■-■●㎜●●-●嫌-●●-●●皿●･-●番-●･-●●-●●-●･-●●-●●-･●〃●●-●●W●●-●･-●●-看･-●●-●●皿●●皿●●-
　　　　　④　大卒後１３年以上の研究歴、又は実務経験を有する者。（但し、大学院

　　　　　　　　での年数も研究歴に含む。）

　　　　　⑤　専門分野において修士号、又は同等以上の資格を有する者。

　　　　　⑥　５０才未満の者。（平成７年９月２９日現在）

　　　　　sW■■-･･-･●皿●●-･●〃･･-一･-･･-●●-●●W･●-●--●●皿●●-･･-■●皿●●-●●皿●●-･●-●●W■●皿･●皿●●-●●-●●-●--●●-･●-●●-･●
　（３）;国際機関プログラムＢコース（インターンシップコース）］

　　　　　●-●■皿-●-●●皿●･皿●●-■●〃●●-岫･-･■-●●-争■〃･･-●･--●-●●-･■･･●●-●●-●●--●皿●･-●●皿●●-●●皿●･-･●-●●〃●●-･●皿●●W●･
　　　　　④　大卒後４年以上の研究歴、又は実務経験を有する者。（但し、大学院で

　　　　　　　　の年数も研究歴に含む。）

　　　　　⑤　専門分野において修士号、又は同等以上の資格を有する者。

　　　　　⑥　原則として３５才未満の者。（平成７年９月２９日現在）

　　　＊上記（１）（２）（３）とも応募時点で国家公務員行政職に在職中の方は対象と

　　　　　　しません。

４．対象となる研修分野

　　開発マネジメント、セクター別開発（医療、農業、環境等）を中心とした分野としま

　　す。例えば、寄生虫の研究、乾燥地農業における潅漑技術といったような特定分野の

　　個別研究は対象としません。具体的分野は原則として、次のとおりとします。

　　（１）開発マネジメント・開発学

　　　　　開発計画　　　　　　　開発行政　　　　　　構造調整

　　　　　地域開発　　　　　　　都市開発　　　　　　プロジェクト・マネジメント

　　　　　開発経済学　　　　　　開発社会学　　　　　社会人類学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力vol.18 N0.6 1995
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（２）セクター別開発

　　　保健医療開発

　　　人的資源開発

　　　資源開発

　　　開発金融

（３）開発課題

　　　開発と女性

　　　人□

（４）援助政策

　　　国際開発と援助政策

　　　累積債務問題

　　　民主化と援助政策

　
．
‥
‥
‥

５

科学技術

工業開発

インフラ開発

貧困

農業開発

開発教育

社会開発

環境保全

地域別・国別援助政策

移行経済に対する援助政策

援助の評価

　研修一研究機関及び期間

）研修・研究機関は、対象者の希望をもとに当財団が承認した機関となります。

　研修・研究機関との受入れ交渉及び手続きはすべて本人が行うものとします。

　ただし、国際機関プログラムについては当財団が支援、協力を行います。

（２）研修・研究期間は、研究フェロープログラム、国際機関プログラムともに１年以

　　　内です。

　　　本邦出発は平成８年７月以降平成９年２月末日までとします。

　　　なお、合格者が上記期間内に研究・研修を開始できない場合、その資格を失うこ

　　　とになります。

６．募集人員
　　　　1●-●●皿●●-●●-●●ｗ●●-●●-●●-●●-●●-●･-･■-･●●-●●-●●　（１）１研究フェロープログラム１：　５名程度

　（２）１国際機関プログラム１　　　：　Ａコース・Ｂコースあわせて若干名　　　　l■㎜■･㎜●■〃･･皿■･㎜･･-･■-･･-･･-･･-･･-･.J　　　＊なお、国際機関プログラムＢコースは、世界銀行本部でインターンとして実務研

　　　　修を行う者を含みます。

７．応募方法

　　応募書類は１９０円切手を貼った返信用封筒（２２ｃｍｘ３１ｃｍ以上）を同封し、

　　表書きに「平成８年度研究フェロープログラム（又は国際機関プログラム）募集要

　　項・応募書類請求」と朱筆の上、当財団まで郵送にてご請求下さい。なお、過去の

　　応募書類は使用できませんので、必ず本年度分を取り寄せて下さい。応募は、下記

　　の提出書類を、当財団に提出して下さい。また、応募書類は返却しません。

　（１）提出書類

　　　　①　申請書（当財団所定様式）

　　　　②　履歴書　和文（当財団所定様式・写真5cmx5cm 1枚を添付のこと）１通

　　　　　　　　　　英文（国際機関プログラム応募者は国連のPERSONAL HISTORY の様

　　　　　　　　　　　　　式を使用。研究フェロープログラム応募者は様式自由）１通。

　　　　③　研究企画書・研修計画書

　　　　　　（a）l研究フェロープログラム］の応募者は「研究企画書」［日本語及び

　　　　　　　　外国語（英語・仏語又は西語）各１通］を提出。

　　　　　　　　Ａ４版ワープロ原稿にて4.000字以内（日本語）で以下の事項を盛り込み、

　　　　　　　　作成すること。

　　　　　　　　　⑧研究課題

　　　　　　　　　⑤研究の目的

　　　　　　　　　⑥研究項目

　　　　　　　　　⑥研究内容に関する方法論（研究のアプローチ・分析手法・仮説等を明

　　　　　　　　　　記し、⑧の研究実施の手順とは明確に区別すること）

　　　　　　　　　⑥研究実施の手順とスケジュール

　　　　　　　　　（Z）研究成果のもつ意義

　　　　　　（b）f国際機関プログラム｜の応募者は「国際機関研修計画書」［日本語及

　　　　　　　　び外国語（英語・仏語又は西語）各１通］を提出。

　　　　　　　　Ａ４版ワープロ原稿にて4､000字以内（日本語）で国際機関における研修

　　　　　　　　希望内容について記載）

　　　　④　推薦状（様式任意・英文可）　２通

　　　　　　大学関係及び勤務先から各１通が望ましい。

　　　　⑤　大学（及び大学院）卒業（修了）証明書

　　　　⑥　健康診断書（提出日から遡り６ヶ月以内、原則として当財団所定様式）

　　　　⑦　スコアシート（英語試験免除を申請する者のみ）
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（２）送付先（封筒に,プログラム名及び「応募書斎在串」と朱筆して下さい。）

　　　　〒１６２　東京都新宿区市谷本村町４２番地　経済協カセンターピル別館７階

　　　　　　　　（財）国際開発高等教育機構　事業部　安達

（３）応募受付　　　　平成７年　８月　１日（火）より開始

（４）応募締切　　　　平成７年　９　２９日　金　　，｀･

（５）問い合わせ先　　〔財〕国際開発高等教育機構　　事業部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：安達・近藤・堀口

　　　　　　　　　　　　　　TEL:03-3226-7103　　　FAX:03-3226-73150

８．選　　考

　理事長が委嘱する審査委員会において選考され、

　内容・予定日は、次のとおりです。

当財団によって決定されます。選考

選　　　　　　考 日　　　程

第１次選考　　書類選考 平成７年１１月中旬（予定）

第２次選考　　外国語試験

　　　英語・仏語・西語のいずれか一ケ国語

　　　場　所：都内　財団指定会場

平成７年１１月下旬（予定）

第３次選考　　面　接

　　　場　所：当財団 平成７年１２月　６日（水）（予定）

最　終　結　果　通　知　日 平成７年１２月中旬（予定）

［注１］外国語試験（英語）の免除について

　　英語による受験者で、下記のいずれかの条件を満たす場合、外国語試験の免除申請が

　　できます。申請時に免除を申請する旨を明記し、スコアシート　コビーロ　を｀ｒし

　　て提出して下さい。スコアシートの提出がない場合、試験の免除は認められません。

　　　　　　　●-●●-●●-･･-●-■-･--■■-･●皿●●-･･-･■-･･皿･･皿●●-●●●　　　　　（1）1研究フェロープログラム１

・TOEFL 570点以上 ・TOEIC 800点以上

　　・IELTS　　　6.5点以上　　　・国連英検　特Ａ級　又はＪＰＯ試験合格者

（2）l国際機関プログラムJ［ｽ］ｱｼｰﾄに有効期限のあるものは期限内に限る）
・TOEFL

・IELTS

９

600点以上

7.0点以上

・TOEIC

・国連英検

870点以上

特Ａ級　又はＪＰＯ試験合格者

　海外研修の実施

（１）経費の支給

　　　当財団が承認した研修期間の滞在費、航空賃［原則として本邦国際空港と研

　　　修先（１ケ所）最寄りの空港間の直行往復］、支度料、研究経費、研修経費等

　　　を当財団規定により支給します。

（２）合格後の履行事項

　　　　次の事項を履行していただきます。

　　　①　開始前
　　　　　（ａ）誓約書等の提出

　　　　　（ｂ）研修先機関からの受け入れ確認文書の提出

　　　②　研修中

　　　　　（ａ）研修状況報告書の提出（３ヶ月に１回）

③　終了後

　　　（ａ）帰国報告及び経費精算手続きのために財団へ出頭

　　　（ｂ）終了報告書等の提出

　　　（ｃ）当該専門分野に関する論文の提出

　　　（ｄ）帰国報告会での発表

　　　（ｅ）当財団の人材情報データペースヘの登録

１０．研修の中［ト

　選考された研修員が次の各号に該当する場合、経費の支給を中止し、費用の返還を求

　めることがあります。

　（１）傷病のため研修を継続することが困難と認められる場合

　（２）成績不良その他の理由により研修目的の達成が困難と認められる場合

　（３）その他やむを得ないと認められる理由がある場合
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　内科（老人科）

医療法人社団慶成会

理学診療科

jal慶友病院
〒１９８東京名{;17ｷ4,1iﾘぐ門１－６８１希丿也

●入院のお間い合せ－TEL.0428(24)3020(代表)

　　　　院長大　塚　宣　夫

市 大鵬薬品工業株式会社

東京都千代田区神田錦町1-27

伊勢佐木クリニック
　　ISEZAKI WOMEN’S CLINIC
　　　　原　田　慶　堂
　⑨231横浜市中区伊勢佐木町3-107

　　　　　Kビル伊勢佐木２階　　　�０４５（２５１）８６２２

内科・理学診療科

福川内科

クリニック

東雲霞ぶ61ぷ３

ﾎﾞﾝｸﾞｰﾋﾞﾙ4F　�974-2338

ｆ●

s゛●

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

　。｡!量晨｡。　医鉉人回　慶泉会　肖§ei

町谷原病院

〒194剱典融傾1523　　　n0427-95-1668

有限会社

サリー薬局

エリー薬局

マリー薬局

十字路薬局

セリー薬局

アミー薬局

マオー薬局

都 会

このページの広告掲載についての

　　　お問い合わせは：

ＡＭＤＡ国際医療情報センター

０３－５２８５－８０８６

-　
全ｚ墳員ｓ海域ｓ遍き套

⑨214　川崎市多摩区宿河原２－３１－３

昔　０４４－９３３－０２０７

⑨２１４　川崎市多摩区菅６－１３－４

忿　０４４－９４５－７００７

⑨２１４　川崎市多摩区南生田７－２０－２

忿　０４４－９００－２１７０

⑨２１１　川崎市中原区小杉御殿町２－９６

昔　０４４－７２２－１１５６

⑨２１６　川崎市宮前区有馬５－１８－２２

昔　０４４－８５４－９１３１

⑨２４２　大和市西鶴間３－５－６－１１４

Ｓ　　０４６２－６４－９３８１

⑨２４２　大和市中央５－４－２４

Ｓ　０４６２－６３－１６１１
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価102東京都千代田区紀尾井町3-12

　　　　　　　　　　　紀尾井町ﾋﾟ。

酋03(3238)2700(代表)

みみ､はな､のとの変なとき

三好耳鼻咽喉科クリニック院長

南京医科大学耳鼻咽喉科客員教授

蘇州眼耳鼻咽喉科医院名誉院長

討逐肢/勧経ｕ幔IT123-6

　　　　　　　　�022-374-3443

いちい書房

鯨籍旨鴎疆騎

　　’1-4-29

03-3207-3556

践1200円（鮎）

一難/ういずY

躾/鮨恥す三題

ＷＥ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＹＯＵ

全世界への格安ｌ際航空券手配と販売

飼応言語、英語、スペインｌ、タガロダ語、タイ語、韓・基、ペンガル基、

　　　　ヒンディー・、ウルドウ鳥、？レー語、インドネシア盾、北京一睡IS　
上海語、広東基、一雄語、客蛮語、ペルシア尨､.ミャンフー尨、

　　　　フラカン・、フランス語、日水基、２２言語|こ及ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･■■･-㎜㎜㎜■㎜■■･ ･I■皿㎜■-

総合受付�03-3340-6745
ス新宿フライトセンターアクロス新宿フライ

ｷ罰東京都新宿区西新宿1-19,6一

航空券はアクロスヘ医

ンター

閥第835号
盾ピル２Ｆ

’ニ゜ｉ目．ｉ／　ごΞ　　‾・E　　　‾1

a)(x)字のニュースレターから&x)ページの書籍ま

で、企画・取材・編集・印刷いたします。

∃E宍戸苛融匹＝

消化器科・外科・小児科

小林国際クリニック
Kob｀ayashi lnternationa1 Cl inic

　　　　小林国際替院

平　日

休診日

ＴＥＬ

〒２４２

月曜日～金曜日

９：１５～１２：００　／　１４：００～１７：００

土曜日

９：１５～１３：００

水曜日、日曜日、祝祭日

０＼４６ ２－６３－１３８０

神奈川県大和市西鶴間３－５－６－１１０

　　　　　　　　　　小田急江ノ島線鶴間駅下車徒歩４分
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　　“言葉は人，言葉は文化”

Lmsajy DφssHz｡u蜘;L,l,卿4収e Creaz・Clhr。

　　　　　調和のとれた国際活動の必要性はますます大きくなっています。

サイマルの使命もまたそれとともに拡がります。鍛え抜いた技術とプロとしての責任感で、

　　　　皆さまの国際活動をあらゆる面で支援すべくサイマルは努力を続けます。

サイマルアカデミー（通訳者・翻訳者養成）・企業研修・国際広報

･㈱サイマル･インターナショナル

関西支社大阪市中央区高麗橋4-2-7興銀ビル別館8F　〒541

　　　　　TEL:06-231 -2441 FAX:06-231-2447
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コスモメディカル
　　　　株式会社

〒671-11
兵庫県姫路市広畑区小坂136-1

TEL(0792)38-0455

FAX(0792)38-0453
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